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序文 一木曾谷の回顧ー
(林業試験場木曾分場創立10周年に因んで)

林業試験場長 坂口 勝美

木曽路

林業試験場木何分場は昭和29年に設立せられ,本年は10周年という歴史のひ 

とこまを迎えることになった。木唇福島にある木曾分場の庁舎は,戦前は木僧 

地方帝室林野局であって,私は昭和14年から同22年に至る間,ここにあってひ 

たすら木曾森林の更新にたずさわっていたので,この機会にいささかその回間 

をのべてご挨拶といたしたい。

現在,木仰という地名はないが,国鉄中央線の奈良井から中仙道にそって妻 

龍に至る約10里の地域が,いわゆる木曾地方として知られている。明治42年に 

中央線の開通にともなって,まず大正2年森林鉄道小川線が起工せられ,徳川 

藩政以來の木材の大川狩りは漸次陸送に移行せられた。今日では森林鉄道にデ 

イーゼルカーが走り,トラックやジープの便が,かなりの奥山まで開けたが, 

藤村が彼の名著片夜明け前、にまずかきはじめた「木曽は山路である」という 

情緒はいまも変らない。

ここに木竹の五よで知られたいわゆる美林があるが,木仰•谷は急峻であるた 

め木曾川に沿って走る中央線の車窓からは,おおむね石垣とありふれた樹根 

河段丘にある狭い田畑と町並の眺めであって,なんの変化もない。木曾川は下 

流の幾多のダムに水が完全に利用され,石礫のところどころに淵を残すだけ 

で,その昔の清流はみられない。しかし,旅馴れた人は,上松の近くに木曾八 

攻で知られた寝覚めの床や木何のかけはしを,宮の越の南宮ノ森•木・福島の 

興禅等•須原の定勝寺には木何谷まれなヒノキ高令人工林を,また木曾川両側 

の随所に天然生林が眺められ,そして木何福島の近くで一瞬御嶽山を,上松で 

は木仰駒の雄姿を遠望することができる。

冬は’中央III脈にさえぎられて比較的積雪少なくちらちらと降るが,気温は 

著しく低く1日の格差が甚しい。しかし,谷間の町並は風がないので,その割 

には寨く感じない。コタツやストーブを備えたお座敷は,東京よりむしろ暖か 

い冬が楽しめる。春の訪れはおそく,桜は束京より1カ月おくれて例年満開に
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なるのは天皇誕生日の頃である。この頃になると梅,桃,桜が一斉に咲きはじ 

める。夏に木何踊りで輪をつくれば,夜更けとともに寒さを覚えることは木竹 

節が'夏でも寒いやと教えている。木竹川とその支流王滝川を袒!ってマルバの 

北限があって,秋には黒緑色の五木の針葉樹林にモミジとともに錦をかざる。 

この鮮やかな紅色を東京でみようと移植しても環境のちがいは,その再現をり> 

るさない。

このような地域にある木何分埸に何が期待されるかは,なによりもこの特徴 

ある環境が指向しているのである。

木曽の森林更新一その1•人工造林

木何の森林は従来から林業家や学生の視察旅3のコースに選ばれる代&のー 

っである。その理由は,主としてここに木竹五木の美林と髙度に開発された集 

運材の機诚化作業の故であって,造林については従来までは吉野林業がその代 

表を果していたと思われる。

木何山には藩政時伐の人工造林地はないが,明治中期から大而積の皆代作業 

が行なわれ,その跡地にはヒノキのー・斉造林がなされた。私は学窓をでると同 

時に木曾と背合せの小坂へ赴任し,早々に小坂経営区の鹿山谷の新植事業の監 

督のために出張を命ぜられた。このとき学窓から一気に第一線の現埸へでて, 

3つの驚きと,疑いをもったものである。
その1は,驚くほど大きな樹冠をもったナラの老大木が一面に点々と残され 

たまま,その樹冠下にヒノキを桓付けたことである。

その2は,隣接の既往造林地をのぞくと標高150〇〜1600mに亘って一面のサ 

サ植生で,その間にまばらに寒害を繰返したと思われる大型盆栽状のヒノキ植 

栽木が点在していたことである。

その3は,当時御料当局から表彰された二条植筋刈法が全面的に見事に行な 

われていたが,その実行が額面通りでなかったことである。 •
〇 〇

その1,その2はさておいて,その3にふれよう。二条植筋刈法は生育初期 

の苗木を保護し,あわせて刈り払い費‘の軽減にもなるよい考えである。しか 

し,そもそも筋の意味するものは糸の筋のようなラインであって,条は軌条な 

どともいわれるようにベルトと解釈される。文字通り,現地は刈巾がせまく,
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まさに一筋にかつて二条の植栽が行なわれていた。オーバーにいえば刈り払い 

’びの軽滅に大いに役立っていた。そこで私は上司に,これは漢字の意味するよ 
〇 〇

う二筋頒条刈の概念で,新桓苗木がササにもぐらぬだけの刈巾で条刈りし,2 

筋に植栽すべきでなかろうかと具申した。上司から早速理想的施業を実施し 

て,功程と造林成紡の比較をするよう命ぜられたので,試験地を設定したが, 

その後転任でわからなくなってしまったことは,いまも残念に思っている。こ 

れ以来現地試験の進め方について深く感ずるところがあったが,ここではふれ 

ない。

さて,木何阿寺経営区の施業簿をみると,数百町歩に亘るー団地が,1カ年 

で植休が敢行されている。当時の話を伝えきくと,値栽時:には出張所長(いま 

の営林署長)が腰に鎧をつけゲートルをまいて陣頭にたち指揮監督をしたとい 

うことであった。ただ,施業簿をみると林小班によっては,何回となく補憧, 

特殊洵'道,改桶をくりかえし,どれを真の植栽年度とすべきに迷うものが少な 

くない。

このような造林の結果は,現在の人工造林地の成績が明瞭に,どうあるべき 

であったかを答えている。

すなわち,このようなヒノキ柏:栽の努力にもかかわらず,沢筋は天然生の立 

派なサワラ林相と化している。尾根すじの浦栽ヒノキは相次ぐ寒害でカラマッ 

に改植されたが,よい成績を示していない。しかし,阿寺経営区91林班を中心 

としてみるように中腹には優秀なヒノキ人工造林地の成林していることを見逃 

してはならない。

私が,ここで述べたいことは皆代がよいとか悪いとかを漠然と論ずることな 

く -何故そこに立派な人工造林地が成立し,何故そこに莫大な労力と経費をっ 

ざこんだにかかわらず不良造林地が出現し,何故そこに意図する樹館とちがつ 

た立派な天然生林が成立したかの科学的基盤を究明し,これからの施業を完璧 

にすることが研究者の責務であり,技術者の使命でなければならぬということ 

である。

木曽の森林更新一その2•天然更新

帝室林野局は,昭和の初期からヨー ロッパの恒続林思想やドイッの蓄積撫育・
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各種天然更新法の影響をうけてか,一部を除いて大巾に天然更新法を採用した。

この理由の1は,前述のような立派な人工造林地のあるにもかかわらず,木 

何の人工造林が全面的に不成績であると判断されたことである。——これは, 

その後帝室林野局本局造林課が木竹ヒノキの生長経過に後に述べるように幼時  

生長の遅いかわりに壮老令まで旺盛な生長を続ける特性をもつにかかわらず, 

おおむね全国一律な物さしをもって全国的に造林成績調査を実施し,木何ヒノ 

キ幼令林は成長却:の少ない枚をもって成紂i不良の汚名をきせられたのである。

理由の2は,木何谷全般特に南部花崗岩および花南班岩地帯にいちじるしい 

崩壊地が発生し,特に’j•川経営区はその代表で国土保全上憂慮すべき問題とな 

ったことである。

そこで,まず三浦経営区で傘伐作業が試みられたが,かなりの疎開にもかか 

わらず地床がササ植生であるため更新がともなわず失敗に終った。その後択伐 

作業を採用し,試行錯誤の結果,天然更新と天然更新補助造林作業を併用して 

保続の確保が図られた。しかしながら,木曾のヒノキ林は密生しており,ほと 

んど生長のとまった副林木をかなりともなっていたので,当時の施業案のおお 

むね30%以内の指定伐採率では,これら副林木や不良木を整理するにとどま 

り,更新に必要な受光筮をもつ更新面をうることができなかった。

地床植生にササのないところは一例えば,王滝経営区の瀬戸川,商橋沢,牙 

ガ沢,上松経営区の赤沢,その他全般にわたって尾根すじには天然生稚樹がよ 

く発生し生育した。

ここに興味深い2例がある。

その1は,上松の赤沢ではヒノキ,アスナロの稚樹が密生したにもかかわら  

ず,前述の理由から受光量が少ないため耐陰性の強いアスナロ稚樹が優占し, 

ヒノキの稚樹は漸次消滅した。しかし,単に林相だけを眺めたドイツの著名な 

営林署長ハックマン博士は,その見事な更新と立派な林相に目を見はった模様  

であった。

その2は,木僧谷北部が全面的にササの開花結実をみ,それにつづいて野風 

の大発生をともないヒノキ造林地が壊滅したことがある。しかしヒノキの保育 

作業中に発生したウラジロモミやトウヒの天然生稚樹は鼠害をまぬかれ,随所 

にこれらの林分が成立した。

5

一般にササの密生地は,これを消滅させるか疎にしないかぎりヒノキの天然 

更新は1】:業的には不可能であった。そのため必要な受光蛍をもつ更新面をつく 

って天然更新補助造林作業を実施することが要話されたゆえんである。

その後経牝・案は,森林作業軌道の進度とともにヒノキ限界地以上の亜髙山地 

帯の開発となり,この地域の天然更新補助造林のためにウラジロモミ,トウヒ, 

チコウセンマッ,ヒメコマツ,シラベのいわゆる高山性樹種［が対象となってき 

た。私は在任中,これを木何の新五木と名づけて,まずこれら樹0iの通苗法を 
まず完成し,ついでこれら新五木の生態的特性,更新適地,更新而の大きさ, 

そしてそれらの採択基準等を明らかにしようと展開を企図していたが,残念な 

がら大東亜戦争に突入し,木何谷の造林は全くまひ状態になったのである。

木曽の森林生育の特性

木检ヒノキは木曾地方にあっては幼時生長きわめて緩慢であるが,壮令から 

l,,;i合に至ってきわめて旺盛な生長をつづける。しかも,五木の混交林には病虫害 

はほとんど見られない。このことから生長二は高壮令木に期待し,収穫の保続を 

図るため天然更新と天然更新補助造林を併用する択代式作業を冇利と考えるも 

のである。代期を13•くすることによって更新而を少くすることは,これからの決 

定的吸詰・である労働生産性を高めることにも通ずるものである。ましてヒノキ 

林よりさらに環境のきびしい亜尚山帯や北方林業にもつながる間題であろう。

だからといって私は短期育成林業を否定するものではない。生産性の向上は 
土地と労働の両生産性のからみあいのうえにたつものであって,土壌,気象条 

件が良好で経営規模の小さい農家林のような埸合は,短期育成による生産性の 

向上もまた重要な一つの道であると考える。自然環境と技術と経済の基盤にた 

つ林業は,きめこまかく展I甜しなければならない。この基盤を与えるものが試 
験研究である。試験研究が技術者の生活必需品として認識されるときに,はじ 

めて林業が前向きとなるであろう。

木何分埸のio周年にあたり,われわれ研究者は社会的責任についての自覚 
を一層|宙め,林業の振興に寄与する覚悟を新たにするものである。

また,この機会に創立以来絶えない御協力をいただいた長野営林局,福島営 

林署ならびに地元の関係の方々に,厚く感謝の意を表する次第である。
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序 文

あれから十年。歳月の歩みは全く早いものである。

創設当時,前任者をはじめ分者員の皆さんが,努力と忍耐で幾多の困難辛苦 

を克服され,その基礎造りをなさっていたのは,当時別な立場にいて懇意に( 
い,直接見聞する機会のあった小生にとっては,殊の外生々しい思い出であ 

る。分埸全体がうって一丸となって,よりよい職埸を築き上げようとされ,又 

不完全な環境の中で,一日も早くよりよい成果を挙げようとして研究を進めら 

れて,ほぼ前半の五カ年で,分埸としての態勢が墜ったと言ってよいと思う。 

後半の五カ年は,もうすべてが軌道に乗っていたのだし,幸い勤勉で冇能な研 

究者たちが范々と成果を挙げてくれたし,又’I】:務処理の而では,庶務課が少い 

人員で,過誤なく,速かな処理をされた努力に,敬意を払うものである。

十年一昔と言う。ともあれ,十年は一区访りである。ここに創設当時からの 

歩みを小誌に収めて,関係冬立にお配りし,又後丨Iの資料として,記錄し残す 

意図で,発行することにした。

各立の当分埸に寄せられた既住の御好意を深謝し,今後倍旧の御支援を賜わ 

りますようお順いし,当分埸がいよいよ発展するよう祈念して,まえがきとす 

る。
昭和39年11月1U 林業試験埸木何分埸艮

梅原 博
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見本林 

捌大00

2.沿 革

当地方はいわゆる木曾ヒノキ,信州カラマツ等の優良樹種の主産地であるため,古くか 

ら帝室林野局木何支局および東京営林局と各所轄機構の11】で,これらの樹種について各種 

の試験研究が行われてきたが,昭和22年4月,林政統一にともない林業試験埸長野営林局 

駐在員が巷かれ,さらに昭和29年!111I本場吏轄の分場として新たな発足をみ,庶務,作 

業,造林,保護の一課三研究室がおかれ,昭和33年7丿］,作業研究室は本場へ統合,新た 

に土壌研究室が設けられ現在に至っている。

3.組 織

林業試験場
(本場)

本曾分場

—庶務課
一造林研究室
—保護研究室
一土壌研究室

I概 要

1.位 置

当分場は,長野衆西筑•都福烏町5471番地に位:置し,中央線木曾福島駅北方約2籽,市 

内バスにて約io分の埸所にある。
福岛町は,木曾谷における行政経済の中心地であり,また筮峰御岳山の登山口として知 

ら:れている。

木酋分場位ド図

城山国有林
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4. 旅 設

庁舎 628 nY 敷地 3,775 rrf

庶務課 107 m' 公務員宿舎 7棟(10戸)

保護研究室 116〃 990irf

造林研究室 59〃 苗畑 5,330〃

土壊研究室 145〃 見本林 19,00〇//

図冲慄本室 60〃 樹林你1 2,10〇//

暗室 7〃

倉庫 63〃

その他 55〃

硝 16〃

木何分場庁舎

木仰分場宿合全景

3

田 畑



4

上田上m

臼e臼m
〃

臼I11臼田 

岩村田岩村田

な寵妻籠 

王滝王滝 

上松上松 

飯11」飯^」」

岩村田岩村ITI 
上田!上田 
岩村田"村田 

/Z 〃
長野長野 

/Z 〃
岩村m岩村田 
上m'h田

/Z 〃
諏訪諏訪 
福島福島

73ろ カラマッ

105に

14は内

125に

36ほ内

404は

46ろ内

73よ

5いろ
130は

4の内 
111ろ

302は

78に内

135を内

38い内
306 い1 

18は 
38ろに
24と
76ろ1 

102 と1 
103ぬ

18は
119は
21い
18い
37か
20ほ
70ろ

119は
66に1

411は
225に
226ろ
225ほ 
226りぬ

シラベ,コメッガ 
アオモリトドマッ

アカマッ

〃

ヒノキ

スギ

〃

カラマツ
〃
〃
〃

ラリシナカラマツ
ヨーロッパカラマッ 
シルベトリス 
ストロ ープス 
シルベトリス 
ストローブス 
カラマツ外7種

カラマッ
//

コバノヤマハンノキ
//

アカマツ
カラマツ外8種

カラマツ
//

メタセコイヤ外11種

ドイツトウヒタト81種

カラマツ人工林の構造と成長
(菅原A稲収庖式験地)

(大曲A種収拗試験地) 
同

(椎山A曲収稚試験地) 
同

(軽井沢カラマツ人工林収稚試験地) 
同

(富士里カラマツ人工林収稚就験地) 
同

(金沢カラマツ人工林収稚試験地)
, 同
(白川カラマツ人工林収世航験地) 
高山林の作業法 , 皿,
(ハヶ岳火然幼令林の保伐)K験地 
アカマツ人工林の搆造と成艮 
(高峯アカマツ人工林収稚,式験地) 
アカマツ天然林の構造と成長 
(軽井沢アカマツ天然林収硬航験地) 
ヒノキ)ゝエ林の構造と成長 
(蘭A種収欖試験地)

同
(王滝A種収也試験地)

同
(赤沢ヒノキ人工林収稚試験地) 
スギ人工林の構造と成艮 
(野沢スギ人工林収稚蘇験地)

同
(富士里スギ人工林収稚試験地) 
カラマツ産地試験

外国樹種

同
低位生産林地造林試験
合理的短期育-成林業の確立

同
同
同

マッカレハの発生予察に関する研究
永年作物の病害に関する研究
林地肥培試験

同
見本林

樹木園

5.試験地

試験地一覧表

試 験 項 目 営林署•業区|林小班丨 樹 種1

5

(昭和39年4月現在)

設定年 終了予 調秃年 担当研 分場から
度 定年度 度 究室 の距離

ha S S 10年似 造林 km 長野営林局より引
継いだ収い試収地

〇. 56 〃15 〃52 9 〃 〃 190 同上

〇. 53 〃26 〃64 8 〃 〃 180 同上

1.16 〃35 〃85 5 〃 〃 187

1.10 〃35 〃85 // 〃 153

1.00 〃36 〃86 〃 // 110

1.23 〃37 〃58 〃 // 34

〇. 38 〃11 〃65 8 〃 〃 175

1.21 //34 〃99 5 〃 〃 170

2.46 〃38 〃 94 〃 〃 185

〇. 60 〃29 〃109 10 〃 〃 51 同上

〇. 56 〃29 〃109 〃 〃 30 同上

1.20 〃38 〃110 5 〃 〃 26

1.12 〃36 〃106 〃 〃 185

1.50 〃37 〃112 // // 156
2.12 〃33 〃64 3 〃 〃 33
4.67 〃34 〃64 〃 〃 158
2. 72 〃33 〃64 〃 // 150
1.87 〃37 //67 5 〃 // 149
〇• 75 〃36 //66 〃 〃 20
1.12 〃33 〃64 〃 〃 16
1.36 〃34 〃 64 〃 〃 16

〇. 99 〃34 〃63 // // 158
2. 73 〃37 〃67 每年 〃 124
0.81 〃37 〃68 3年毎 造林土壌 159
0.81 〃37 //68 〃 // 158
〇. 80 〃38 〃54 !年每 〃 150
〇. 80 〃38 〃54 // 〃 155
3. 02 〃31 〃4〇 毎年5回 保護 170
〇. 50 〃36 〃42 毎年 // 124
〇. 20 〃33 〃40 // 土壌 160
1.00 〃38 〃43 // // 100
1.90 〃34 —— — 調査室 0.5

〇, 21 〃34 — — 〃 0.5
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11創立のいきさっと当時の思い出

木曾分場創立十周年記念に寄せて

元農林省林業試験埸長 N

大政正隆

お「・・紙によって,貴場がこの十一月一 ロをもって創立満十周’,

年を迎えることを知りました。あれからもう十年たったのか,
と当時の関係者として,私は,ひとしお感慨深いものがありまイ

す。つい昨口のように思っていたのに一昔前のこととなるとは,まったく夢のような気が 

します。でも,考えてみると,私が林業試験場を辞めてから足かけ九年になるのですか 

ら,まことに丿j口のたっのは早いものです。

い->のことでしたか,それは,はっきりと記憶しておりませんが,林野庁から沽しがあ 

って,長野営林局が長野市に移転することになったが,地元の人たちの希望もあるので, 

林業試験場の分場・を木何福烏においてほしい,そうすれば万町好都合に運ぶから,という 

ことでした。

私としては,当時,私なりに,試験場の組織について一-の構想をもっていましたそ 

れは,戦後の試験場再建の当初からもっていたもので,その考えによって歴代の場長を補 

佐してきたものであったのです。

私の卅想というのは,現在ではほとんどが実現されていますけれども,支場を北海道, 

東北,関東,関西,九州の五カ所において分埸や試験地はなるべく整理するというのがそ 

” 一つでした。なぜこのような考え方をしたかというと,限られた定員で支埸を充実する 

には支埸の数をすくなくして人員を集中するよりほかに手がなかったからです。当時は, 

東北地方に青森と秋田の両支場がありましたし,四国にも支場をおいたらという強い主張  

もありました。

私の構想のもう一つというのは,支埸でも分埸でもなるべく大学のある大きな都会の附  

近にL くということでした。理由は,研究を進めるためには大学との協力が必要:である, 

図書館の利用が円滑に行われる必要がある。機械,器具,薬品,図書の購入が容易でなけ 

ればならない。それに,研究者はあまり転任しないものであるから子弟の高等教育にも便
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利なところが良いなどといったところにありました。こう考えたのは,研究が大きな成果 

を挙げるかどうかはひとえに研究者の努力にかかっている,研究者こそ研究の中心であ 

る,と信じていたからです。もちろん,こうした考え方には異論がありました。現住でも 

あるでしょう。しかし,私、の考え力・は,当時も今も変わっていません。

支埸や分埸を都会地におくとなると,試験地はどうなるか。このような疑問が当然おこ 

ってくるはずです。こうした質問に対して,私は,当時,国冇林の一部をお借りすれば」’4 

いではないか,と答えていたものです。
話が大分横道にそれ・ましたが,以上述べたような私の考え方・に対しては,木竹祐烏に分 

場をおくということは,真向から相対する問題であったのです。そうかといって,地元の 

人たちの熱望や林野庁の希望をすげなくお断りして自分の主强をとおすことはあまりにも 

世間知らずというものです。たとえそれが正しいことであっても,周囲の’K情を無視して 

主張することは社会人として井されるものではありません。私は悩みました。そして‘試 

験埸の部長さんたちと敖度にわたって相談しました。その結果,分場をを設けることにふ 

みきったのであります。分埸をおくとなると,これを充分に意長のある存在にしなければ 

なりません。そこで,部長さんたちにお,汁りして次のように決定しました。

その当時の诉情からすると,関バ支埸を設けることはよほどの情勢変化がない限り不可 

能で本埸が関東支埸の役割を引きうけなければなりませんでしたので,木曾分場を本場の 

直轄分埸として本埸の手のまわりかねる分を補足することにする。そして,主な仕小•を作 

業と造林,経営の研究とすることにする。木何谷という絶好の埸所がま近かにひかえてお 

りますので,本場と各支埸の作業研究を全部分場に移す。経営研究は本場での経済研究と 

はちがった林業実際の経営研究とする,といったことが大綱だったように記憶していま 

す。その後初代分場長の渡辺録郎さんの強いご希望もあって土壌研究を強化しました。

開庁式にはもちろん出席しました。それは盛大な祝賀式でした。地元や林野庁,営林局 

関係の人たちの喜びにみちた笑顔に接して,良いことをした,とつくづくと思ったことで  

した。戦後試験場の再建のためにほとんど山に行くことのなかった私には’木何谷の風物 

は,久しぶりに接する慈ばのように,懐しく,私の心に迫ってきました。当時の模様は今 

も鮮かに私の脳曳に残っています〇永久に忘れることができないでしょう。

その後の分場は,分場長をはじめ名研究員のご努力と営林局や地元の人たちのこ‘援助で 

貴重な研究成果を次ぎ次ぎにあげてきました。創立十周年記念を目前にひかえ‘私は心か 

らのお祝いを申しあげたいと思います。本当におめでとうございます。ご苦労さまでし 

た。どうか,分埸の皆さまには,ご健康に留意されて,ますますご活"さるよう,衷心 

から祈ってやみません。

9

思い出すままに

前林業次験場木會分場長 
現林業航験場四国支場長

渡辺録郎

おかしな側り合せで,林業試験場の硏究員の一人となって,もう 審:ごJ1
10年になる。晩年の仕がとして,おさまるべき処におさまっている . ・レ

感が深いので,その再出発点である信・州の山河,とくに,木仰谷に

ついては忘れ難いものがある。

このキッカケを作ってく;れたのは,当時試験場の調査室長をしていた,茅野ー劣君と, 

埸長,大政先生である。林総協で,偶然茅野君に行き合せたのが機縁,長野営林局が長野 

巾へ移転する代償として,木曾分場の址設をおおせっかったのである。

29年9丿J1|」付で,長野営林局計画課勤務を命ぜられ,赴任が9 J]10I!過ぎと記憶して 

いるが,木竹では,すでに秋,朝夕は大変涼しく,空気が澄みきっており,花の色が実に 

あざやかであった。

営林局艮は,川田正夫さん,経営部部長,植杉哲夫さん,事業部長,滝川三郎さん,地 

元・•長,梅原叫さん,計画“果長,溟川林三,造林課長,松下規矩の両氏,どなたも|[|・知の 

人々であったので,诂しがしやすかったのと,分場設立の経緯もあり,心から支援してい 

ただいたので,大変心強かった。

ところが,長野は初めての任地であり,山の事怙がわからない,それに加えて,林業試 

験場そのものがわからない。

木會分埸ではなにをやるか,が第一。それに伴う組織は?人員の構成は?予算は? 

皆目見当がつかず,全く困ってしまった。本場,長貯営林局の御協力により,できてしま 

った,と云うのが実状であった。したがって,研究室の構成,人員の撰択など,ほとんど 

与えられるまま,私としてタッチしたのは,与えられた人々のたしか20人足らずと記憶し 

ているが,研究室への配分だけだったと思う。

しかしながら:11丿J1日,いよいよ機関として発足すると,これをなんとか運営しなくて 

はならない。幸にして,時は秋’木曾•路の最も良い季節の下で,開庁迄のニカ月間,ゆっ 

くり貯える機会に恵まれたのが,その後の連営方針の確立に大きく役立ったと思ってい 

る。計画課の一隅から,目を楽しませてくれたあざやかな紅葉が,今でも目の前に浮かん  

でくる。
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発足当時の構成は,

庶務課課長 岩井君

造林研究室室長 柳原君

作業研究室〃 宮川君

保護研究室〃 伊藤君

この構成には,私なりに意見があり,研究室として,経営,土壌を加えたかったが,人 

員の関係で調製ができず,造林研究室で,経営および土壊の研究をやってよろしい,と云 

うお詐しのもとに以上の排成となったのである。その後,3年程後と思う),仕・の都合 

で,作業研究を中止して,その耍口を本埸へ移し,河卩1君を迎えて,土壊研究室か独立 

し,木曾分場の機構が一歩理想に近’づいて今日に至っている。河田君も,初めて現地に在 

勤した埸所であるので,私と同様忘れ得ない思い出Iが残っていると想像している。

一応メンバーが揃ったので,クルマヤの二階で初会合を開いた。おみきを礼;藻するわけ 

ではないが,やはり酒のくどくである。飲むほどに,しゃべるほどに’すっかり気分もほ 

ぐれ,某君の草津節,入浴の所作,に始まり水町•君のテナー,岩井君の关声,女子職"の 

アルト合唱,カラマツの林をすぎて,今も耳に残っている。終りは例により’木曾おど 

り,おどりの手ほどきをうけた。そのおかげか,後に,家元から,木曽おどりを相許され 

ている。

開庁の頭初と云うものは,役所は小さくても,調度品,研究用器具機域の整備,など, 

もろもろの雑用に追われ,研究に后『する迄にはやはり相当の期"を要:する。

ところが,颦春に到り,早速難問にぶつかった。経営部長の主唱で,大学の先生方をは 

じめ,いわゆる林学界の研究の権威者を集め,木何ヒノキJ也带の施業方法について,現地 

視察と,検討会が開催された。立埸上,そのメンバーに加えられ,上松の公売埸で’諸先 

生方の前で,意見を述べさせられた。この顷から木竹ヒノキに関する研究方法が,固まつ 

てきたように記憶している。地元では永年苦労してきた間題であり,また大変むずかしい 

問題ではあるが,めくらへびにおじず式に,手をつけてみると,順次わかってくるもので 

ある。もっとも,その道程に於ては,冬分野•の可門家の貴重な御意見,御協力に負う処が 

多かったが,要するに,木曾分埸ができたので,竹分野のすく‘れた頭脳を導入,それらの 

結び付けができたのではないか,と見ている。
“カラマツは日本のみならず,世界の重要樹種である。ところが,御承知のように,問題 

点の最も多い樹種である。
落葉病の解明,ナラタケ病,立枯病,等々,について,前•述木曾ヒノキと同様な手!:の 

下に,木管分場としては大きな足跡を残してきたし,また今後に期待するものが,非常に  

大きいと思っている。
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カラマツ連作問題の重要:なポイントの一つである,ナラタケ病の被答を,今関先生,宮 

崎先生との共同,財花により,大門地区で発見した時の感激は,一生忘れ得ないものであ 

る -っがわかると,連鎖的に,次々と相関連する审実が究明される。一つの孝実の解明 

と公うことは,たとえそれが実用的には,負の事実であっても,それは,その過誤を繰り  

返えさない,とぶう茵味で,「・々孫々迄続く偉大なM産である筈である。その回避方法, 

さらによりよい方法が発見された埸合には 計り知れない大きな功祐と見てもよいと思う。

このような見方をすれば,木付分場の設立により,直接には長野営林局,さらに長野地 

方の民仃林の経営に,すでに大きな直献をしているし,なお将来には大きな期待もかけら 

れよう。また,分場も,その期待に添ふべく,努力すべきである,と信じている。

さきに,木竹分場は偶然の州席:物である,と述べたが,元々,最も問題の多い中部山岳  

地方に,これらを担当する専門の研究機関が無かったこと,それロ休が不思議である。こ 

のような意味あいから,10周年記念式典が行われるのを機とし,より大きく育つべく,ま 

た硏究者としては,门信を新にし,而進されんことを心から念順する。

木竹,さらに広く信州は,研究面に於ても,また風物についても,私を大きく育ててく 

れた土地であり,また人々である。

野辺山の間題,育丽場,亜高山地帯のシラベ,アオトド,カバ類の間題,王滝地方の更 

新,uiin!村のアカマツ,等々,思い出のみ多く,機があれば再度手掛けてみたいと思って 

いる。
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(50洵順)旧職員名簿

氏 名 在職期間 氏 名 在職期間

秋保親悌 昭29.12〜33.12 田中君枝(旧姓,林) 昭 29.11〜32.10
伊 藤 武 夫 29.12〜33. 4 栩 秋一延 29.11〜38.12
岩原健雄 29.11〜33. 7 滑 HI fl 一 29.11〜35.12
石井邦彦 29.12—33. 7 胺 原 謙 吉 32.11〜38. 4
稲葉正却］ 29.11—35. 7 丸山節i子(旧姓,柴田) 33. 4〜35. 9
池井三千代(旧姓,原) 33. 4〜38.1 宮 川 信・一 29.11〜32. 6
小田 正 一 29.11～32. 7 三宅郁子(旧姓,大沢) 29.11〜34. 3
河 m 弘 33. 7〜36.10 W 原利 夫 29.11〜37.12
笠井正徳 32. 4〜36.12 山脇三 平 32. 6〜33. 7
川上信子(旧姓,奥村) 29.11〜33. 3 山下京子(旧姓,塚沢) 3〇. 5〜33.1
小杉孝蔵 33. 2～39, 4 山本みどり(旧姓沼田) 29.11〜31.10
小林敏子(旧姓,新井) 29.11～3〇, 5 四倉原17*(1H姓,林) 3〇. 6〜35.10
佐藤一文 昭 33.1〜35. 4 渡 辺 録 郎 29.11〜34. 7
iid 水 房 夫 29.11〜38. 8 和 HI 重 郎 29.11〜32.11

現職員名 薄 (50音1昭)

氏 名 在職期間 氏 名 在職期間

荒井国幸 昭32. 4〜現在 高施孝 ー 昭29.11〜現在
岩井嘉 一 29.11〜〃 鷹 見守兄 33. 8〜〃
伊 原 敏 雄 31.12 〜〃 原 寿 男 29.11〜〃
飯 塚 三 男 38.1〜〃 長谷川 敬 一 31.4 〜〃
梅 原 凹 34. 7〜〃 浜 武 人 29.11〜〃
海老沢 文 T- 34. 4～ 〃 松 in 光好 33. 5〜〃
小 沢 孝 弘 29.11～ 〃 水野 武 雄 29.11〜〃
大 畑 忠 雄 33.1 〇〜〃 hi 下 力ゝ よ 31.3 〜〃
佐々木 茂 35. 8〜〃 吉-本 衛 36.1〇〜〃
征 矢 隆 一 38. 4〜〃
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II!分場の思い出(旧職員)

木曾分場の思い出 (順序不同)

柳原利夫

編集者より,木付分場創立十周年記念誌に,分場創立当時の苦労,活を執いするように, 

との依頼を受け,筆をとってみたが,編集者の要望にこたえることができそうにないので 

当感している。つまり生来人生をIIX,楽天的に過ごしてきた小生には,たしかに当時は 

苦労の3桀であらわされることもあったであろうが,木竹分場を離れた現住,それらのこ 

とも含めて,すべてのことが楽しい思い出となって偲ばれるのである。しかしそれでは編 

集者の要望にこたえることができないので,二,三のことがらを思い浮べて,しいて苦労 

估らしく梓き綴り,責を果たすこととしたい。

第一に思い出されることは,創立当時の研究室は,造林,保護,作業の三研究室であっ 

て,保,遊,作業は優秀な,経験に宙んだ室長と,研究員をもって充実され,造林のみは, 

小生を个頭に全く素人をもって構成されたことである。勿論当時の大政場長をはじめ,石 

川造林部長,坂口造林科長,岩川育種研究室長,柳沢稲子•研究室長等の皆さん方も,分場 

造林研究室の運営に多大の関心を持たれ,筆舌に尺せぬ御援助と御指導を与えられたこと 

は,ここにあらためて大書し,深く感謝の意を表さねばならない。この素人室長が先輩室 

長の仲に入って,予算を頂戴し,施設を充実するのであるから,たしかに苦労ではあった 

が,また楽しいものでもあった。先輩の二室長も良く若輩の室長を虚心に援助されたもの 

であり,これもあらためて深く感謝の;意を表したい。この年度末に,緊急に瞒入した施設 

や腺具については,本場の各位の御親切な助言もあり,その後の研究に支障を来たさない 

科!度の質と弛を確保できた〇

次は分場長の考え方によって,造林研究室が四部門の研究を行なうこととなり,素人室 

長の于・に余る状態になったことである。滑川,原,新井の皆さんが経営研究にたずさわ 

り,稲葉さんが土壌,水野さんが鳥獣,小生と栩秋,奥村さんが造林という只合に,研究 

室の人員麻成が小党乱立状態になってしまった。研究室の運営をより良心的に進めるに 

は,如何にした方が良いか,慎重に考えた末に,当時の分場長が経営研究に興味を持たれ 

ておられるのを幸として,経営研究については一切を分場長にお願いすることとした。分 

場長もその後惹欲的に室員を指導され,大きな成果を残された。また土壌研究はその後,
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作業研究室の廃止につれて,研究室に姪・恪,現在は大きな研究成果を挙げている°烏耽研 
究については元来が保護研究室に属すべきものを,人11の都合で造林研究室に舍めていた 

ので,分埸長にお願いして,保護研究室に研究員を配置換していただき,ようやくすっき 

りした研究体勢を作ることができたc

造林研究に欠くことのできない苗畑が,「近なところに得られないことが大きな悩みと 

なった。福島町長や,町の人にもお願いして,分場附近でさがしたが,発见できず,とう 

とう分場から約4 kmも離れた,大原に作ることになった。元来試験場苗畑は分埸忱内にあ 

って,研究員が朝夕観察しながら,研究を進めるのが理想であり,4 kmも離れた埸合は, 

苗畑にて行なう試験も,精密な調査や観察を耍するものはできず,限られたものになるこ 

とは止むを得ない。これが現在も造林研究室の研究に大きな障碍となっているはずであ 

る。また苗畑と同様に,損木鉢や苗木を般ベて,実験や観察を続ける空地も,分埸の構内 

に無いことが大きな悩みであった。神々の実験装置をした値木鉢を,附近の了・供;こいたず 

らされて,泣くに泣けぬ思いをしたことも再三あった。狭い木會谷では止むを得ないこと 

であるかも知れないが,他の拨仪|には比較的簡単に大きな用地が,捉供されているようで 
あり,研究機関に対する地元の理解が望まれるところである。

思い出の一っとして溪流釣りのことを冲き落すことはできない。深緑の中を流れる,木 

曾谷の清流はいたるところが山女魚,岩魚の好釣場であり,釣天狗の天国であった。小生 

のホームグランドは,福烏町で木竹!1|に合流する衆川であった。1〇〜30cm禪度のものを普 

通30匹程度は釣れた。淸流におどる銀色の山女魚の姿態が,筆を持っている現在も瞼に浮 

かぶような気がする。

最後に種々と御指瞠と御援助を与えられ,約8年間にわたる分埸の生活を,楽しく過ご 

させていただいたことについて,分場反さんを始め,場員の皆さんにウく御礼を屮しヒげ  

ねばならない。特に梅原分埸長さんには,種々と厄介なお願いを申し上げ,現任も申し訳 

なく存じている次第である。

過去8年間過ごさせていただいた木曾分埸の,一層の発展と,分埸の皆さんの御健康を 

お祈りして筆をおくこととする。

(元木・分場造林研究室長,現長虾営林局計画課長補佐)

創立当時の想い出

宮川信一

昭和29年10丿］中旬の或る・ ,私は高知営林局経営部長兼林業試験場高知支埸長の長井英

15 —

照氏(現,林斐土木コンサルタント常務理小:)からお呼びだしを受けた。当時,私は髙知 

支場(現,四国支場)の経営研究’・長兼高知’営林局口として,公私ともに四国の空気にも 

馴れ,栾しく忙しく張切って征IIを送っていた。従って支埸長の御用も,おそらく,その 
ころ髙知営林局から相談を受けていた曲線集材作業の問題であろうと,関係資料を片手に 

急ぎ参上したのであるが,思いもかけず,近く新設される木竹分場に転任の内命を受けた 

のである。しかも,発令は"月1口の予定であるが,これから創立する分場でもあるか 

ら,発令をまたないで急いで,単.身で赴任して,創立粟拷にあたってくれとのことであっ 

た。

昭和25年夏,東北の签淵分場から高地支場に廠任してきて,まだ幽か4年にすぎない。 

fi：h'・もどうにか帆道にのって,これから大いに頑・張ろうと思っていた矢先である〇

突然のことで,口ごもっていると,支場長は重ねて,分埸長は君も旧知の渡辺君であ 

り,木曾は御料林I将代に君が勤務したことのある地であり,郷里にも近くなることでもあ 

るから是非行くようにとの命令である。更に支場長は言葉を重ねて,本埸では支場の作業 

関係の硏究は全部木何分埸に集中する方針であり,高知支埸も,秋I・支場も,今後は作業 

研究は廃止・することになるとのことだとのことである。..........

臼国土佐を後にして,単身木曾路にむかったのは敖I」後のことであったが,文字通り, 

とるものもとりあえずといった赴任であった。

名古屋から木曾路に入るにつれて寒さが厳しくなり,たとえ4年たらずにしても,南国 

に驯れた身には冷気がこたえたC

夕刻,木何福島の駅につくと,旧知の柳原君が出むかえてくれており,庶務課長に内定 

している岩井さんを紹介してくれ,同夜は両氏の案内で皆なつかしい岩屋旅館に泊まっ 

た。

嘔帆 長野営林局に出頭して驚いた。長野営林局が木曾福島から長野市に移転するとい 

うニュースは高知にも伝わっていたが,いざ|T［面してみると,移転準備で局内は騒然とし 

ており,III知の人々に会っても落寿かない風情であり,町では町民が移転反対で大変との 

ことである。

木何分場創立準備室は,正而玄関を入ったところにある小室で,岩井さんが一人でテン 

テコマイしていた。暫くして渡辺さんも登庁されたが,まだ,渡辺さん岩井さんの他は幹 

部要:貝はおらず,造林研究室長になる筈の柳原君も営林局の用務にかかりきっている状態 

であ,た。その後,文部省から滑川さんが赴任してきて,二人で営林局の近くの民家のニ 

魅に間借:りを始めたが,その顷から,営林局から分場に配置換になる人が遂次,準備室に 

移って来るようになり,ようやく創立業務も軌道にのってきた。
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退庁後,渡辺さんをかこんで,每II遅くまで計画を練ったが,汁からザ・ノクバランの渡 

辺さんの人がらもあり,また,下島君(現,浜君)のような新進気鋭の」:の発淫•もあり, 

まことに栾しく活気のある会議の連続であった。

保護研究室長の伊藤さんの九州,宮崎からの宿任をもって,分埸貝集中も大体のところ 

終了したが,作業研究室は,秋田支埸から配施換になってくる秋保,石井両君の赴任が遅 

れ,研究室としての体制が整ったのは,冬研究室に比べて一番遅れてしまったように記憶 

している。

作業研究室は,営林局から高樋,和川の両肩"と紅一点の林さん,藪原営林署から岩原さ  

ん,それに秋田支場から秋保,石井の両君,高知から私といった只合の寄りあい世带で, 

最初に室長として気をくばったのは,研究室の和であった。しかし,苦労人の岩原さんや 

芸達者でヒヨーキンな高柄君を始めとして,室口全休の人がらのRさもあってよくまとま 

り,仕郭の面は勿論のこと,酒,マージャンなど,誰かがやろうと「をあげれぱ,たちま 

ちにしてまとまるという団結ぶりで站しかった。研究室内の職務分担も,機械を岩原,作 

業を秋保,土木を高樋といった諸氏を責任者とする休制を整えたが,営林局口の転出,,福 

烏営林署ロの侦入などにともなって,そのたびに室が板々し,固定した研究室や官舎に落 

盾くことができたのは大分あとのことであった。

創立という仕诉は大変なことである。多くの公務員は,創立業伤を体験する機会をもた 

ないで讴官するものと思う。その点,当時は塞中単身赴任して多忙な毎口を送ったことは 

苦しかったが,今となれば得がたい体験をして!-Iかったと思っている。

このようにして発足した私たちのfir'll,営林局の多大な援助もあって順朋に進んだ 

が,昭和32年6月の初めに,突然,本場から電話があり,私は朿京に転任の命令を受け 

た。これは内命でなく,すでに6丿］1II付で本埸の作業研究军長の辞令が発令されていた 

のである。突然の命令で高知から木曾に赴任し,また,突然の命令で木何を去って東京に 

向ったのである。まことに木何路の木の葉の如く舞い来たり舞い去った感がある〇

東京に赴任してからすでに約7年の歳月が流れた。その間,私は,昭和35年4月,林貯 

庁に如置換となり現任に至っている。お世估になった家族も皆元気で,時々,木曾を想い 

出して懐しがっている。ただ,下岛君に嚙みついて,神経がデリケートで芸術家肌の同君 

をして,急性ノイローゼにしてしまった駄犬ジョンは,2年前に老衰で極楽往生してしま 

ったことを龈告しよう。

折角,苦心して創立した作業研究室も私が去って数年後には廃止されてしまい,木何分 

場とも仕・の面でのつながりがなくなってしまったが,私としてはあくまでも木曾分場の 

〇 Bのつもりである。
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木竹分埸がここに創立io周年を迎えると即き,まことに感無杭なものがある。今後益々 

発展されることを〇 Bの・・として祈りつつ个をおこう。

(元木付分埸作業研究‘室長,現林野庁研究普及課,林業機械企画官)

病虫害は花ざかり

伊藤武夫

木使分場が設立されて早や十年。全く「光陰矢の如し」の嬢をひしひしと身におぼえ感 

戏無吊・です。分場の創立から…丿］おくれの発令になった私は昭和29年12丿］中旬に赴任しま 

した。

昭和6年頃の夏,上松に1泊旅行をしたことがありますが,足場を組んだ上に乘っかつ 

ている家屋,林鉄,貯木場などおぼろげに覚えている悝度で,全くの新天地に胸ふくらま  

せて木仰路入りしたわけです。关しい山や川,すんだ空気,I」本一すばらしい大自然のふ 

ところに抱かれて過ごした3年余りの生活は一生忘れることが出来ないでしょう。

暖い南国宮崎から,いきなりまるで枯木が林立しているように見える周囲の冬山の冇様 

に’庇々とした感を覚え・ましたが,渡辺分場長初め分埸の皆さまに心暖く迎えられ,そして  

やがて南国土佐に転勤になるまでの3年4カ月をほんとうに多くの楽しい思い出を残すこ 

とが出来たことをとても仕合せに思います。

仆:任は短い期間であり・ましたが,カラマツなどは本の上でしか知らなかった私が,信州 

在住の3年余は全くカラマツの病虫獣害との取組みであったといっても言い過ぎではない 

程で,その上今まで記録されていた病虫獣の瓯対iは勿論のこと,ことに昆虫については, 

ズブの素人の私の前に意地悪く新しい柄類或は本邦で始めて記錄される種類などが続々と 

現われたので,うれしい悲鳴をあげたことはとくに感;既深いものがあります。

最初の試練は昭和29年8 — 9丿］頃に八ヶ岳山瘫のカラマツ林を全林赤褐変させる被告を 

卷き起したという害虫との取り組みでした。30年3丿］末に,まだ残’理に覆われている前年 

の激・地に盆り,少に足をとられ乍ら,木枯しに吹きさらされて牯木のように寒々と林立 

しているカラマツ林を,汗を流しながら,而年にひどい被害を与えた主犯よ何処と探し廻 

り,辰野館を少し下った付近で主犯と相像される虫の蜘をカラマツの根株に近い荒皮の隙  

間から見付けだした時の嬉しかったこと,そして出来るだけ沢山の個体をというわけで張  

り切って200頭余りの蛹を採集して勇强分場に帰ったことは生々しく記憶に残っています。 

そしてこの資料からは成虫が僅かに,15- 6 nn程しか羽化せず,その後5月に再び蛹の採 

集を行いようやく約30頭の成虫を得たことも飼育のむずかしさを痛感させられたよい思い
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出であります。またこの’占:虫のバ籍が.ーカラマツマグラメイガ」と決るまでの当時大阪府 

立大学教授一色周知博士の御教導,現在同大学の六浦晃博」:等の一方ならぬ御援助も終生 

忘れ得ぬことです。

この他・カラマツイトヒキハマキ」,「カラマツエグモグリガ」,などカラマツの'」;:虫ば 

かりでなくイチイのiイチイハマキガ」,ドイットウヒの「トウヒツヅリハマキカ・ ヒノ 

キやスギの形成層部をfr占:する「ヒノキカワモグリガ」など敖多くの小蛾頹が現れた。

またハバチ頹については,奥谷植一博士に大変御世估様になったのですが,何十年にー 

度発生するか判らない「カラマツァカハバチ」による被;1;:に当面したのも忘れられないこ 

とでした。この他にカラマツには「カラマツキハラハバチ」,「ニセカラマックロハバチ, 

Iカラマツクロハバチ」,などが今までに知られていたものの他に可成りの被ぐ;:を与えてい 

ることも判りXした。御広•山の賽の河原のハイマツ林に「マツノキハバチ」が大発生して 

——平地とほ異なる生活史をもっているーー散粉器や粉剤などを背負って登り,二の池小 

屋を基地として防除作業を行ったこと,このおかげで私はたった3年の間に门iJiOOkgを 
3回か4回標高3,065mの御ゆ山頂にふうふう言いながら迎び上げる仕儀になったことは 

容易に忘れられません。私が虫について仙りなりにtflrlf・が出来たことは金くこのように 

よき万々の御援助を得た賜であります。

カラマツの病気では,ナラクケ病もさることながら,カラマツ溶集病でも,白姓試験を 

したり,またあちこち走り廻り溶葉:病に抵抗性をもつ個休を求め,大町の一竹で被害林の 

中に1本だけきぜんと緋を保つ個休を見出したことなど,今もLIに浮ぶ楽しいシーンが数 

数あります。

また昭和30年には木曾谷,伊那谷一帯のササが開花結実して,稀にみる「ハタネズミ」 

の大発生に遭遇したことも全く「ついていた?」というより他ありません。野ねずみ知の 

棲息密度調査,毒御或は落し穴その他による駆除,本埸と協同の大規模な「ハタネズミ」 

の生態調査など’そしてささやかながら,チュウでチュウ魂祭をしたことなども今は楽し 

い思い出のー頁となっています。

どうも1人でこんな多くの仕爭をしたような,牛き方になってしまいましたカ,決してそ 

んな大それたことは考えていませんこれらの仕事:について理解ある渡辺分埸長の御)高配 

のもとに,浜武人現室長,水野武雄技官,小沢松弘技官,それに当時の大沢郁子嬢諸氏が  

それこそノルマ・オーバーの仕出:にも黙々と取りくんで下さったおかげで,これらの皆様 

には随分な無理をおかけしたことを大いに反省しております。紙上を借りて御叩怙に深謝 

するとともに,お許しを頂きたく存じます。

忙しかっただけに楽しい思い出の多かった木曾の時代を俠しみながら擱筆します。

分場の皆様のに健勝と弥栄をお祈りします
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(元木曾分場保護研究室長,現林業試験場四国支埸保護研究室長)

わが珠玉の日日の思い出に

秋保親悌

それはぼたぼが舞い落ちる師走の一日であった。遠い秋rnの地から遅ればせながら木曾 

分場創立のために赴任するわれわれ一行を乘せた汽車は,木聞谷に入ると間もなく純白の 

いたずらものの歓迎をうけたのだった。

「是より木曾路」……中仙道の国道ばたにたっている標識板を見おろしながら,われわ 

れは,何度この木曾路を出入りしたことだったろう。昭和29年12月に涪任し,33年12月に 

離任する迄まる4年,新婚一年余りの2人暮らしから子供2人の四人暮らしになる迄,我 

が一家の珠玉の11 Uをこの木曾谷で送ったのであった。

思えばもう木曾谷を離れて六年に近い月日がたってしまった。しかし木曾福島の町,木 

付分場の庁舎,旭町の官舎など離れ去った地の一木一草まで懐しく思い出されてならな

い。
役人の常として,私達もひと並みにあちこち経めぐってきたし,これからもまだ転々と  

するであろう宿命を背負っているが,これ程印象深い任地はなかったし,ここで過ごした 

日日程心に焼きついて離れないものはない。

創立十周年との通知を受取ってみて始めて,過ぎていった歳"のいかに多く,いかに遠 

く離れ去ったかを思い出された。

ベンをとったものの,あれもこれも日きたいことばかり。多少とりとめがなくなろうが 

思いつくままに書かせてもらうこととした。

木瞥分場生活の良さは,家族的な雰囲気にあったように思う。全国各地から集まったメ 

ンバーは,試験埸育ち,国冇林育ち,文部省,県等,出身もまちまちで,木何谷生活など 

見、号もっかない家族を引きつれての赴任が多かったので,まず皆で身を寄せ合って生活基 

盤を築くことから始めなければならなかったのである。それに冬に入ってからの赴任のな 

で,新炭の準備から正丿］の準備といろいろ頭を悩ますことが多かった。これらの面で岩井 

庶務課長始め岩原,高拋氏ら地元の方々に種々の御協力をいただいたものであった。

十時は,長町・営林局の移転反対運動の興奮がまだ覚めやらぬ頃で,町役場の玄関にはそ  

の標札より大きい「長野営林局移侦反対期成同盟」の看板がぶら下っていたし,庁舎内に 

はまだ営林局の半数近い人々が,残留していた。そのごたごたの中で,少数の試験場且
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は,飾かにその研究基盤;をつくる仕市に取組んでいた。

試験場の態勢作りは,昭和30年度一杯続き,31年度営林署が同じ庁舎の右半分の所へ移 

転してくる頃には腰を落汚けた研究が始まっていた。

分場首脳部はこの寄せ集めの人々をこころいく研究生活になじませるために心をくだか 

れたようである。その方針のお蔭で我々は,いろいろな文化活助が出来たし,業伤の合間 

に楽しいレクリニーションができたものだった。

まず採り上げられたのが,コーラスだった,小学校の先生を詰師に依頼して,リハーサ 

ルを重ねたものだった。征土曜口の午後,私は艮男を宿しておなかの大きくなったあと共 

に参加した。大沢さん,新井さん,奥村さん,林さん等女性紐の美声に比し,私を筆頭 

に,高樋氏,小・氏,石井氏,小沢氏,和HI氏等男性組の蛮声....•おまけに下烏氏のせき 

ばらいの伴奏•まで入るにぎやかさ,良くもまあ先生が腹をたてずに何カ丿jも指以に来てく 

れたものだと今でも思っている。

その年(30年)の7月我々他所者が中心となり,分埸に木竹踊り保存会長を招いて踊り 

の,満習会をやったものだった分場艮, ‘室長:以下埸い,それに奥様も加わって時間を忘れ 

て練?グに励んた。正規の時間数を学んでも,大してうまくなれなかった我々ではあった 

が,牛山会長先生は-相詐し候ことの木HfifjJの免状を授与して下さった。今でもこの免 

状のお蔭で只一つのレパートリーを持つことが出来,宴席の義務を果していることを訳告 

し,師恩にむくいたい思いである。

31年の春,営林局の出た後の庁舎が半分あいていた。業伤旗告終了後のパーテーをガー 

デン・パーテースタイルでやろうじ,:•ないかという提案が,その道のツウ人である渡辺分 

埸長から出された。我々ワイワイ,グルーブは直ぐに賛成し,作業研究室は「焼,為屋」を 

担当することを強力に主漲した“その主强は,II頃のその道の実紡から他の認めるところ 

となり,造林研究室の「好し屋」保護研究室の「しるこ屋」と共に当日はなばなしく開店 

し,各研究室の腕を競ったものであった。良く飲み良く食べた。そのうまさは,本埸から 

業務報告会に派遣された川山正夫部長,上田実室長にも保障していただいたし,パーテー 

終りぎわに試食に呼び出された宜舎の奥様方にもほめていただいたことでも,;正明される。

分埸で冇名になったものに演劇の公沛があった。

31年11月の勤労感謝祭に演劇をやろうじゃないかという話・が小沢,和田氏等によっても 

ち込まれ,根がきらいでない私がかつぎ出されてしまった。秋から冬にかけての寒い迎庁 

後の時間に,縫ロ「本読み」「立げいこ」を続けた。高柄老人(？)を除けば’若い者ば 

かり,空腹で声も出なくなると安くてボリュームのあるサツマイモを買って来て’(IIに 

よっては保護研究室のハタネズミのおすそ分けをいただいたこともあったが)ふかして食
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ベてかん沃った。水野画伯にバックの絵を依頼し,スタッフもキャストもない我が劇卜hは 

総出りでなんとか公演前I」迄に破後のリハーサル迄こぎつけ,分埸幹部や與様迷を招いて 

ロードシコウをやったものだったcだしものは「母の権利」。型IIの本公演でも埋矣は,

会J易の！11科:沖賜を圧したものだった。

制年も而年の好評にこたえ,「垣根を越すべからず」を公演した。

若かった。我々も若かったし分場电若かった。今思うと思い出の浄化作用で当時の分場 

には,若々しい意欲と笑声があふれていたように思う。

32年6月に我が作業研究室の宮川室長が,本場へ転任で山脇室長と交替。そして33年7 

月,作業研究室の本場吸収で秋E以来一緒に化书を続けた石井氏も東京・へ去り,続いて12 

丿!に私も去って来た。

木曾時代に生まれた2人の息子はもう小学校三年と一年生になっている。私共夫婦は’ 

浅伸公の例を思い,この「•供達もやがては,郡に進出し,なを挙げてくれることだろうな 

どと期待し,そしてお?Eの「I尻のしわを笑い合っている。

紙数も尺きたので,最後に懐しい皆様の沛多・をお祈りして,この駄文を終らせていた 

だくことにする。
(而木付分場作斐研究室,現秋田営林局•内保生内営林常管理官)

分場を離れて

稲葉正則

木竹分場はこの!ij)!日をもって削立以来1〇周年を迎える事になり,誠にんばしい記念 

すべき年である。私分埸を離れて’卩くも4年が過ぎた。時々木何福岛へ行った時など立寄 

るが本当になつかしく当時の事が思い出され今とは別世界の梦のようである。

、レ]時は毎口土壊分析にてガラス器只,薬品との戦い,化学天秤とのニラメッコ,王滝の 

ポドゾル,林地肥培など数々の研究項目,乂アルバム,林恵会龈などをみて思い出すのは 

、与時の分埸には私のように遊ぶ爭の好きな者がよく揃っていたため,恪別な楽しさもあっ 

た 野球,ソフト,卓球,バレー,松本の県営グランドを走り廻った事,又分埸に入って 

初めてテニスのラケットを握り,下手なくせ大会に出た。これが運のつきで今だにテニス 

を楽しんでいるC

現作では分場も人中移動により,当時の人は何人いるでしょう。10年選手となるが数少 

ない。当時29年11J]1I!の新間(スクラッフ・ブック)をみると,見出しに「林試木曾・分場 

発足iとあり,’字真には分場の看板を掛けるところ,渡辺分埸長が出,分埸の人事が大き
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く出ている。あれから1〇年,10年一・昔と云うが早いもの,私の子供2人共,分場当時に生 

れたのであるが,今では上の男の了.は小学校3年生,下の女の子は来年小学:校に入,学:す 

る。たの官舎に大勢の子供がいたが,それぞれ大きくなり,今会ってもわからないでし 

よう〇

さて私営林署に来て4年過ぎたが,来た当時は初めての営林署で何も知らない,审:業杭 

は多く,予算も試験埸とは桁が違う。それに労務,物品,建物関係等:いろいろ組合さって 

いる。第1公文書の芯方も満足に知らなかった。最初の一年は何が何んだかわからないう 

ちに終り,2年目よりどうやら軌道にのった。何しろ営林著は忙しい,それも雑用が多 

い。時々考えることは1日が終ってその日を振返った時,今日一日何をしたか,まとまっ 

た事は何もしてなく,ただ雑用で終った。こんな日が幾||かある。又会議等が多く落つい 

て一つのものに打込む并はとても出来ない,ましてや試験場のように自分でやってみよう 

と計画しても伸々実行出来ない。だが研究機関には仕诉に期限があってないようなもので 

あるが,営林署においてはどんなに忙しくても,時期があり期限がある。この点切がっき 

やりやすい。もう一つ大きなものはア神iT的なものである。試験場当時は職埸と家庭は切離 

すべきであるが,家え帰っても仕奪の歩が顔のすみにあり,いやな気持であったが,営林 

署では職場を一歩外に出れば仕ヤの,Kなど考えない,家庭に帰っても気持よく子供・と遊ん 

だり,テレビをみる寧が出来る。

私分埸に5年余りお世估になったが,今の仕审に大きく役立っている。例えば土壊条件 

による切種の選定,又林地肥培など爭業的にどんどん収り入れ,今年私のところでは2〇血 

の施肥を行った。こうして今後も試験埸て•学んだ小:を大いに活用して,国有林野•％:業につ 

とめたい。

最後に木曾分埸が今後益々発展されん出:を祈り第を化める。

(前木竹分場土壌研究室,現長野営林局管内三殿営林署)

わカ;ふるさと

清水房夫

「山紫水明」などという丿］亚な表現をしても,地元に住んでおられる皆さんには,何の 

感想も感激もないかも知れません。もの心つく頃より(生まれは岡谷m)4〇才を越えた今 

日迄,応召の期間を除くと,ほとんど木曾で過し,計らずも昨年8丿］東京の本場に転出 

し,今年4月に又,ここ南の九州支場に来て(めまぐるしいーカ年余りでした)現在に至 

っている私自身,ごく拍:近迄木何にいた人間として,「山紫水明」という言葉は分り切っ 
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ていて,実感;:こ乏しい,空虚なものでしかなかったのです。

だから,您まれた木竹のロ然关に个感症だったと同様,職場(木曾分場)を始め,地域 

の方々などとのH:小:の而,あるいは社会的,生活的なつながりの上などでも,木曾独自の 

关しさといったものにも,慣れっこになっていて,何とも感じなくなっていたという•|>： 

も,今あらためて感じている次第です。

木竹を少しでも離れてみると,春は11のさめる様な山の緑,夏は清く冷たい川の流れ, 

秋は高原の牧歌的風物,冬は冬であのきびしい’宏さでさえ懐しく思われるのです。対人関 

係でも,ずいぶん教えられる小:があったにも係らず,今になって気付くという小-もありま 

す 山紫水ザ,人关し,という事が実感を伴ってよみがえってくるのです。単なる慮傷に 

過ぎないのでしょうか。

中央綿新宿行の列屯に乘ると,晴れたI!でも髙甩(浅川)あたりから空が灰色によどん 

で来ます。そして,大都会特有の云いようのない机多なもののカクテルされたかすかな匂 

いがしてきます。浅川から都心に向って,人の濁の中にをきこまれながら通勤した日々, 

物を号えるヒマもないHi-11(こういう生活が、I':年余り続きました。本埸の構内に立ちなら 

ぶ樹々の葉っぱが黑くよごれて,枯死を待っている様な風景•を見るにつけても,鮮やかな 

山の行と,澄んだ空気を思い出さずにはいられませんでした。しかし,「I然はけがされて 

いても,人の警,首は生きていた爭は特筆しなければなりません。

さて,今私がいる熊本は夏が全国で冇敖刀・いところだそうで,また南の鹿児島や宮崎  

あたりより気温が高い様です。山にかこまれて海に逑い盆地状の自然の条件によるものと 

云われてし"ます。特に今年の夏は全国的にも異常高温で,連!I35度前後のむし目い以を過 

ごしました。涼しい夏しか知らなかった私は,それだけが気がかりで当地に赴任して来ま  

したが,どうにか何市もなく一年IIの夏を乗り切りました。でも,木何の夏はすばらしか 

Iたと’耗苦しい夜,木号川の水を思いおこしました。

地力都巾としては大きく四十万近い人々のI叮ですが,空気はきれいで,特に役所のある 

、制i山は绿が舞かです。だが,わが木曾の圧倒する様な深山の紫,刃のきらめく様な水の 

明なることには到底及ぶべくもありません。

夏の片さで思い出しますが,太平洋戦争の暗I 、時代,私は中国大陸で,泥沼の様にいっ 

果てるとも知れない戦いの中に,一兵卒として従軍していました。

戦争も衣期のある以の盛り,中支における△△作戦と称するもののために,私達の部隊 

はむいた〃い砂ぼこりと,ヒリヒリ!!aりつける太陽の下,疲れた馬を弓I張って,あるいは 

以対に引張られるようにして,へとへとになって歩き続けていました。西部劇の荒野•みた 

い二水と紂に乏しいだだ広い丿皿眼・の中を,虚脱した様に一部の行進が動いていました。
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そんな時,私はふと故国の,特にわがふるさとの毀かな水と緑に思、いこがれ,热い涙が 

こみあげてきた遠い思い出もつけ加えておきます。

(元木・分埸庶・課,現林業・験埸九州艾場庶務課)

木曾てのあれこれ

石井邦彦

十年一昔とよく云われる。創立以來もう十年になった木竹分場の今II迄の発展をお慶び 

申し上げます。

木竹分埸配牌:換の辞令を受け,秋Eから藤村の「夜明け而」で知られる木倉谷に范いた 

日は暮もおしせまった29年12丿］10日で,その11は小’・がちらつく襄い日であった。それ以 

来本場に配置換になった33年7月1H迄,3年8カ丿］間の木曾谷の生活にはいろいろな不 

があった。それらのー^ 一つを巨き出すと、キリヾがないので,おもいつくままペンをた 

らせます。

•齐任の歓迎会での失敗談

忘年会の席上,I課長さんが紅顔の少年時代に,私い枪郷にあるN営林署に勤伤してお 

られたことを知り,I課長さん门身の若かりし頃の活がはずみ,二次会と流れこんだ.旧 

鍵ヾでの出来事である。四畳、1とでさしつさされつ過していたところ,I課長さんが知らん 

間に’雲がくれされた,独身の私が料亨の四光半で庠わるのは初めての経験だったし,丿i惑 

いながら料亭中を大声を出して探し歩いた。廊下で芸者さんをつかまえて,秋山弁丸出し 

にしてI課長の行先を闻きただしていたところ,突然见知らぬ紳I:からどなられて了・, 

た。私もいささか酩酊していたし,芸者さんを屮にして秋川弁と木竹弁のはなはだしい;？ 

論戦を,時間の経つのも忘れて展開して了った。ようやく芸者さんになだめられ,すごす 

ご寒い夜道を帰ったが,その夜の 、イカダ橋、 の寒さ程木曾在任中身にこたえた事はなか 

った〇

それだけだったらなんでもないが,次の朝出勤したら,昨夜、烏鍵、で朝鮮人らしい人 

と営林署の〇氏と大咆嘩したと云うニュースが職場の詁題になっていて,赴任T•々に悪:名 

をとどろかせて了ったのには赤面した次第である。更に営林署の〇氏は歯科医さんで,私 

も気がとがめ? 痛かった虫齢の治療も出来ず大部長い爭苦しみ,マイナスになって了っ 

た。

この事があって以.来,言葉の大事な事を知り,無理にも標準語?を使う様になったのは 

不幸巾の幸と云えようか。ただ惜しむらくはI課長さんがjR後迄おられたら,悪名を木何
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谷にとどめなか,たろう:こと心残りがしてならない。

• XXの道 を教授してドさったた•世のこと

XXの道」といってもむずかい、人生・ではない。私は赴任当事独身だったが,次の 

年に結婚することになっていた。そこを研究室の一T両先・從が「Iをつけ,あらゆる機会 

をつかんでは「XXの道」を教授して下さった。結婚後,苦干非科学なMを伝授してくれ 

たので,正伯:だった私はそれを信用したところ,若くして父父になって了った。暫くは二 

人で,［卷を楽しむつもりだったので,当時は両先ぜをうらんだものである。でも今にな 

ると,r供はもう八オになり私迷の宝物となっていることを思、う時,全く良き先驱だった 

と思っているし,あらためて囂上をかりお礼を屮し上げます。

X Xの道」についてここではあきらかにしない书が両先飛に対する礼儀でもあると思 

いあえてふれないでおきます。ただ知I,識欲のI圧盛な万は,両先卯をお訪ねられるガをお推 

めします“ J'lきアドバイスをしてくれることでしょう。

•木付福島町のことでも

人々は良く云う。「木付はいろいろな面で生活しにくいところだ。」と,これは御料時代 

に他川から来た人々が町の人と協關しようとしなかった樣だし,役人と云う特権的な考え 

が強かったため,木何の人々に反感を持たせた事が,生活がしにくい所だと云うことにな 

ったのではないかと思います。

私はこれとは反対に,3年8力丿］住任した間,町内会や体育協会の仕事:を通して,楽し 

い生活が出来るところだと身をもって感じた一人です。

町内会ではいろいろな行事を一緒にやれたし,体育協会ではスポーツの発展のため,町 

民迎動会,邯休育大会を楽しく出来,私;こは忘れられない楽しい想い出である。人間的に 

'・非常に親しみやすい方’迷だった〇

どこに住んでも,和i逐的にとけこんでいけば,みんなが楽しく過ごせるということを, 

木仰在任ン’)中から受け取ることが出来たのは,私にとって大いにプラスになった一つであ 

る<町内会のNさん,休育協会(今は教育委員会におられる)のTさんには大部お世活に 

なった。本に良い方達でした。

史京へ出てG年になります。昨今のサバクの様な水飢饉,騒咅,スモッグと生活環境の 

悪い東京と比べて,空が占く,水のきれいな,夏でも寒い木’會路でもう一度生活したい。 

F「な木仰Miでも夜通し!/山りたい気持に,時々なるのは,木曾路の生活が懷しく忘れられ 

ないからだろうと思っています。

最後に木竹分場及び木竹谷の一層の発展を祈ってペンをおきます。

(而木・分場作業研究室,現本場作業研究室)
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木曾分場在勤中の思い出

笠井正徳

木木分場も創立十周年を迎えるとのこと,全く也•ものです

私の場合,昭和32年4 )］から36年12丿J迄4年数カ月むらしていただきました。私の入り 

ました頃は,まだ,土壊研究宰はなく芯林研究 ’・の中で,セ壊の勉强をさせていただきま 

した。

土壌に関しての知識は全く無に等しいもので,どうやったら土壊というものが解るの 

か,その方法さえも解らず,ノ測にある土壌の本を読んでいたのですが,理解の出来ない 

言葉ばかりでした。

試験場苗畑が,今の木晉駒髙原ゴルフ場の近くにあり一週間に-•度ずつ行き・ました。ま 

だあの頃は-一面の野原で,馬を放していたのですか今ではゴルフ埸に変ってしまってあの 

頃のみる影もなくなってしまったのは,残念です。

あの苗畑では,ボブラの挿木をやったのが・番,記憶に残ります。というのも最初74紙預 

のポブラがあったのですが,どうした「違いか秋の調査では,72純類しか確“?できなかっ 

たのです。

今では,各所にポプラが値えられていて,それを見るたびにその時の诉を思い出してお 

ります。

その後,土壌研究室が出来てから,上田営林署管内,王滝営林署管内等,試験地の設定 

や,土壌調査に歩いた。中でも,王滝営林署管内におけるポドゾル地帯の問題では,いろ 

いろ考えなければならない問題が沢山あると思います。

幸レ、,今年は王滝営林署管内に出强出来ますので,助六に設定されている試験地も見る 

事が出来そうです。

出弧先から土を採って帰り,乾1燥し,それをくだいて「ふるい」にかけ,いろいろな分 

析,化学に弱かった私は室の人達には大変お世話になりました。

また,仕市をはなれては,テニス,スキーを陽の暮れる迄練祠したこともいい思い出の 

一つです。

木曾分場も十周年を迎えて,その土台も増々強固なものとなって,今後さらに発展する 

事でしょうが,研究室の皆さんを始め,庶伤を担当される人達の力を合わせて,より良い 

研究をなされるようお願し 、 します。

(元木瞥分場上壌研究'*,現長野営林局計画課.)

はじめて勝った野球

栩秋一延

何か分場でのスポーツの思い出 それは私のスポーツにあけくれた20代:の思い出でも 

あります 創、/.以来8年間を楽しくすごさせていただいた分埸の思い出は,テニスを覚え 

たのをはじめとして,やっとナインを集めるのに大変だった’野球’営林’#•との大会に笠 

井,荒井さんなどとヒソカ;こ技術やワックステクニックの向上にかけた怡熱のスキー,作 

業衣,鉢、住スタイルのバレーボール,厳しい冬のピンボン,春をまてずにヌカルミでやつ 

たバトミントン,などそれぞれ;こ思い出はイッパイです。これ等のスポーツを通しての研 

究’・対抗などは想い出のルツボです。その中のー-,林試野球チーム結成以来4年ぶりに 

して得た初勝利を思い出すままに記したいと思います。

時に昭和34年6 )17 IIの【飾II

昨I!の午後から降りだした雨は今网まで統きこれでは今I丨の野球の試合はできそうにも 

ないか……,とにかく木竹西尚グランドへ集まることになっているのででかける。坂をの 

ほる頃には史:もきれてきた。グランドは水溜りもあるが顔を出したおII様がドンドン乾か 

していく、この分ならできるぞ、 主催者個もまよっていたがすっかり青空になったこのお 

犬気でだいぶあわてている。滑川陪忡以下コーモリ傘を『に反靴姿だ,9人イッパイのと 

ころこの雨で長谷川,笠井さんは来ていない,彳殳所へ定話をしてHi江から車業用定話で上 

松と藪原へすぐ来るように連絡をとるのにスキーで骨折したーますますスマートになっ 

た——足で行ったり来たりと監幣さんはたいへんだ。藤原さんが作業ズボンスタイルでや 

って来る,原オンタイも張切っている。相「の郡般チームは邯の選抜チームで就そうだ, 

我チ-厶は,下島,小沢の強打,好守にそれに強心とヤジのベテラン2選「•を出張でかい 

ているのはいたい。さて9時20分試合開始となったが8人しかいない,これでは試合にな 

らない,たぶん笠井さんは9時の列屯で来ると思うからあと5分待ってもらいたい,と申 

しこむが気が気ではない,グランドの鄭まで行ーて件っていると,、来た来たヾイキをは 

ずませながら黑い顔が近づいて来る。

耶般先攻で試合開始,今日はなんだかバカ二調了  ・が良い,コントロールも良く,ボール 

がよく尺る。こんな時:はボールのコンビネエションも股高になる。5回までは°対〇で進 

むが6回曳,松川,栩秋と四球,ここで得点しなければだめだ,だが稲葉は凡フライで二 

死,、よしダブルスチールだ、 と思っていると二塁牽制球が暴投だ,右翼万I句にそれる間 

に松IHは三塁を廻わってホームイン,拾いものだが貫再なー点7回の表はおもいきって 

扱げた。t勝ったヾ今まで感ずるこのとできなかった気持だ,しばらくは,皆・この初勝利
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に酔っていた。この気持は負けているときや苦しいとき,そして仕小にも結びつく様な気 

がする。スポーツをする者にとって最大のぐりもの・..••・州奮から我にかえる顷には空腹 

を應じて来たが昼食をもっている者は少ない,それもそのはず,第・戦;こ勝てると思って 

いたものは1人も居なかっただろう。だから無理もない。唐は公休I【だ,出前;よだめだ。 

荒井さんが心よく昼食さがしに町へ下ってくれる。

第二戦は福島駅だ,9人のファイトはスサマジイ,のびのびしたブレーは実力以上だ。

9対°と二連勝’こんどの勝利は落居いて味わえる。だがそれにまして疲労;よかくせな 

い,グランドの片隅へ行ってゴロリと寝そべって動こうともしない。これで帰るのならこん 

な疲労もガマンできるがまだ準決勝があるからだ,相『は木何谷の強剛,建設省木曾国道 

事務所,このチームも若さに溢れたよく練禮のつんだチームだ,準決勝ともなると作業衣 

スタイルはハズカシイ気もするが,それだけに気もラクだ。三連投は|'|信・がないがなんと 

か投げなければならない,できるだけインターバルをとって打者をジラスより手がない。

試合開始,なんとか投げられそうだが捕「..の笠井さんは、オレはもうダメダ、と座りこ 

んでしまう,気合をかけたりなだめたりしてなんとかやらせる。4回頃からスルドイあた 

りが野・『の正面をつき7回までに3点を与えた。結果は3対〇と敗れはしたものの,疲れ 

た体にムチ打つてよくこれまで防いだのもナインのチームワークのカだ,それに我チーム 

の唯一の応援団,官舎の子供達の元先な声援,なかでも渡辺分埸長の2人のお嬢さんの 

、オジチャンウツ亍ーc、トチガンバッテネ、の声にナインをはじめ私もいくどかピンチ

をきりぬけられた,小サクて大きな声援だった〇
このnの出場ノ< ンノくー

1三塁手 鷹見 6一塁手 長谷川

2 fill r- 笠井 7 二塁 T- 佐藤
3遊撃手 Kill 8右翼丁: 原

4 投 T-- 栩秋 9左翼手 藤原
5中堅手 稲葉

(前木竹分場造林研究室,現本場造林部,造林第二研究室)

熊

滑川良一

創立io周年おIIでとうございます。このたびio周年にあたり何か思い出を書くようにと 

の御連絡をうけ,改めて当時の写真など持出してながめておりますが,木何での短い3年 
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間の思い出が,12馬燈のように次々と懐しく浮んでまいります。昭和29年分埸は渡辺埸長を 

中心に24なで発・したのでしたが,現在当時のメンバ"・でそのまま残っているのは僅か6 

名位のようで,まさに現代の|比の移り変りのテンポの早さを思わせます。

私)木竹での第•歩は発足咋々未だ雜然たる庁舎の中に,5人の卩を見强るような关し 

く」L聡明なれ嬢さん力が甲斐甲斐しく立働いているのにいささかバ感を感じたことから始 

まりました、続いて制30年には未だ木曾・在:住のII浅きにもかかわらず木何踊司家より木曾 

踊免状第4753’,；・を授かるの光栄に浴し,免“T•皆伝の腕而となり,木竹住民としての資恪の 

第・歩を得ました。越えて33年,山中にて依に恥れるという異常な体験により忽ち木何 

住民としての確固たる地位を築きました。

—〇 —

そわ時私はふと疲れた足をとめて何気なく前方の丘をながめた。とー・匹の黒い犬がなだ 

らかな丘の上からこちらへ向ってーさんに足ってくるのを見とめた。今！1 — I！の調査の行 

程も終りに近づいたある夏の!1の午さがりのことであった。一日留守にした我が家の夕食: 

のことなど思いうかべながら黙々と歩を運んでいた。疲れた思考の中におやこんな山の中 

に犬がいるなんておかしいぞと感じた思をもう一度確かめる間もあらばこそ,「熊だ!!」 

という大声に,それまでN作業貝, H主任,Y課長,(いずれも〇’甘林署)分場長,やや 

遅れて私,Mさんの順で歩いていた。列が乱れて口々に何かわけのわからぬことを呼びな 

がらパッと思い思いの方向に飛び散った。

背筋にゾッと冷たいものが流れ,次の瞬間,しゃにむに蚯けだしていた。無我無中の何 

分か,何十分かが過ぎて我にかえると,いちヤ く丘の上に逃げおせた分場長,ゝ’課長,H 

・任等が遅ればせにその後を追っていた私の方を振り返り両手にロをあてて、ワー,ワ 

一、と大声をあげながら城を嚇しにかかっている,すぐ続いて丘にたどりついた私もほっ 

と後を振り返って皆に同調大声をあげた。

えの下には熊に追われて我々と反対方向に逃げだしたNさんが,絶対絶命に追いつめら 

れて秋草の乱れ咲く草むらの中をぐるぐる逃げまどっているのが,何か現実ばなれした映 

画の-駒でも見るようにながめられた。必死のNさんは草むらの真中に一本残っていた棒 

杭を見つけると所詮このままでは逃げおおせるものではないとみたか,こ:れを栃に窮風猫 

を嚙むの勢で右「の鎌を大きく振り上げ阿修罹の如く立ちはだかった。正面から対峙した 

Nさんの绑にのまれてか雅も一瞬躊躇を見せたがそれもつかの間,次の瞬間パット黒い影 

が飛び上り同時にNさんの右手の鎌がカー杯振り下ろされた。ハットした一瞬熊は勢余っ 

てNさんの左側を飛び越えてそのまま後の茂の中に姿をかくしてしまった。

Nさんは安心と恐怖でその場にへたへたと左碗を押えながら座り込む,ふり下した鎌が
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勢い余って自分の腕を傷つけたのだ。おっかなびっくりで嘛けっけたー・同は皿敢に熊と立 

向い追払ってくれたNさんの刃気をたたえながら,無诉であった我が玲の帝福をり・に祝福

一瞬の恐怖の卅婚から再び平和にたちかえったな原に;よ,『""思わせるススキの間 

に折からの夕陽に照り映えてキキコウやオミナエシの花が关しく咲き乱れていた］〇年後 

の今日でもこの事が奇妙に印象に残って思い出されM。

(前木竹分埸造林研究室,現林業試験場東北支場経営第二研究室艮)

思 い 出

小林(新井)敏子
秋の気配が日増しに深くなって参りました。御無沙汰致しておりますが,皆様には,お 

元気に砌励のことと推察致します。私が,木竹分埸に在勤致しましたのは,七カ丿］余り 

の本当に短い期間でございましたが,皆様方のかもし出す暖かい雰囲気の中で楽しく過し 

ました日々を,折にふ風5出しております発足当時は,何かと忙しい每日でございまし 

たが,そんな中で,皆様と御一緒にしましたコーラスや,卓球等,懐しい想出でございま 

す。ス,初夏の朝早く霧の中の道をたどりながら探烏会をしました想出も,忘れられませ 

ん。水野さんから,小鳥や,野草の説明をしていただきましたことも,懐しく思い出され 
ます。その頃の写真等出して見ておりますと,さまざまな想い出が,昨日のことの;;に 

辭や”によみかえって参ります。当時,いらっしゃいました方々や,御家族の皆様カ•のこ 

と等懷しく想出しながら,十周年を迎えました感激を新たに致しております。木检分場の 
御発展をお喜び申し上げますと共に,皆様方の御健勝のほどを心よりお祈り致します。〃

(而木竹分埸造林研究室)

苦しかった集材装置の試験

岩原健雄

昭和31年に当時の渡辺分場・長,宮川’・辰のもとで新しい集材渥置の模型実験を終え,中 

部林学会でもその結果を発去したので,後任の山脇室長御指導によりこれを試作し,昭和  

32年10月の中頃から薮原営林署枯尾製品・業所で試験することになった。

標高1500m近い境峠の頂上付近にあるこの車業所では,10月の中頃ともなれば晚秋を通 

り越してもうすつカ、り冬の感じであった。

31

この試験に加わー.たものほ,虽初髙・さんと私と二人で,その後山脇室長と石井さん和 

川さんが加わ,た その外営林署のル好息による連転!•:と助「,それに作斐"｛名とであ

試験地である林班では迎材は大休終りに近く,残されたのはパルブ材250m%:で200mか 

ら500m仙:のJ也域にわたり小沢の両側に散宣しているものを集材するわけである。

架線;よスパン550m,勾配14度,初めての架線万式なので苦労しながらも架線が終り侍 

望の集材ができるようになった。

行々持場をきめて調査することにしたが,私は集材機のすぐ近くに立ち,注復する搬器 

を双眼鏡で追いながらその時間,引込みの角度,搬器に整きとられるワイヤ-P-ブの状 

態等をメモすることにした。

その後集材機や檄器が度々こわれたり,いろいろな障’占もあったがともかく試験は続け 

られ,私もい门同じ位置に立ち通した。

こうして•用間位:過ぎた頃私は激しい下痢におそわれた。原内は侵い時間冷たい処で塞 

い冽に吹きつけら刀1て立っていたため休が冷えきって腸に障’・を起したためらしかった。

試験はなお続けられたが,11)］に入って早々に雪が降り寒さは一層きびしく,今度は无 

の上に"丨中立ち通すことになった。

下痢は祐々はげしくなり1丨丨に7 , 8回も用を足さなければならなくなった。カイロを 

入れても薬をのんでもまったくききめがなかった。

こうして1丨11丨1頰の肉が引けていくのが门分にもよくわか.,た。夜中には全然便|听へ 

行かないところをみても,暖かくしてねていればよくなることはわかっていたが,もとも 

と「I分が始めたこの仕’Kはどうしても休みたくなかった。

家からパンツを何枚かとりよせ,人の寝る頃そっと風呂場の隅で洗い,人Hにっきにく 

い処を選んで干すことにしたが寒い時期なのでなかなか乾かない。仕方がないので寝ると 

き半乾きのパンツを炬墟に吊しておき制朝これをはくことにした。

こうした苫しい縫IIが続いて11JJ10II頃だったか,私の祖測しているところから少い眺 

れた卸盤むのすぐそばに焚火がしてあった。搬器が上部へ行ったまま荷かけに手間どって 

いるのかK’;止したままである。この間に焚火にあたることにした。

ここには備卸しの人が2人と集材機のII丿J「とそれに私と4人がいた。

およそ5分も過ぎたと思う頃集材機が運,底を始めた。と,そのとき20m位離れた処の作 

業索を通してある滑車の付近で「バリッ」と異様な音がした。その瞬間4人は1せいに投 

げ出されたように地上に身を伏せた。その背中をかすめ,焚火の一部をはねとばし12nimの 

ワイヤー ロプがウナリを生じて横なぐりに迎過した。
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集材機はi!E転を停化し,あたりは挣かになった伏せていた4人は摩止るおそる頭をあ 

げ「おい大丈夫か」「おお」と声をかけ合ったが,その顔は皆貞行である。

この位遍は作業索の内的;ニあったので,滑車の台付が切れて滑車もろ共ふっとんだわけ 

である。もしこの4人の伏せるのカ:-一瞬おそかったら無惨な姿の4つの死骸が少たわって 

いたことだろう。異様な音を圆いた瞬間身を伏せたのは,4人共永年の経験者だったので 

この経験が命を救ってくれたわけである,この中にもし1人でも未経験者力:いたらどうだ 

ろう,背筋が衆くなる思いである。

こんな専故はあったが机、怪我人もなく試験は続けられ11丿J1711のことである。この11 

は朝から雪まじりの冷たい雨が降っていてとても題いHだったあLI山脇室長が来られて 

張力計をいくつか収付け粘・密な※験をすることになった。1C時T:頃血［!から統けられた,汁 

器の取付その他一切の準備が終ったので却してあった主索を推き上げ材を連ぶことになつ 

た。500mの丁度中間あたりで材をかけ巻きあげが始まった。材が一寸浮き上りかけたと 

思ったとき,双眼鏡;ノ中にパット2本の主索が‘う:った。

主索が切れたのである きれたショックでじ索についている雨水が跳ね上り空中に水の 

線が出来,これときれた主索との二木が双眼鏡に’ヴり共に谷間に崩れていった。

きれたぞ ,きれたぞ......」

大きな声がけえ集材機の連転が停止した。全員が険しい顔付で焚火のところへ集まって 

きた。

「こんな馬鹿なことは始めてだ」

「作業索は占いが主索は24 mmでまだ新しい,きれるはずがない」

「まだ力が充分かかっていないのに.......•まったくおかしい」

機域集材にかけてはベテラン揃いなので,どうしても納得できないと云った表情で話し 

合っていた。私もまったく思いもよらない事:松に口をきく元気もなかった。

すると今まで黙っていた年華の作業日がつぶやいた。

「朝から縁起の悪いことだ,何かなければいいが……」

梓から山では箸か折れたり,汁茶椀がひっくり返ったり,何もしないのにボタンがポロ 

リと落ちたりすろと,とてもいやがって中には仕诉を休む者さえある位だった。しかし私 

はこの作業目の"集等少しも気にしてはいなかった「ワイヤーロープだって,きれるだけ 

の原因があったからきれたんだ,人は原因のわからないことを不思議と云う言葉で片付け 

ている。
この折故だってすぐに原因がはっきりするだろう,「縁起が悪い等と馬鹿げたことがあ 

るものか」私は心の中でこんなことを思っていた。
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それからおよそ20分位過ぎた頃だろうか,作業•宿舎の炊事:手さんが息せききって走っ 

て來た

岩原さんのお母さんが危篤だからすぐ下りてくるように」

と云う宙話だった。危篤の知らせは死んだことを意味する。

！あの元気な母がどうして……」,私は一瞬心臟が止るようなショックを受けた。

居皿ぶ人達は•せいに

「やっぱりそうだったか」

'その知らせだったのか」

何かなければいいがと思っていたがやつばりそうだったか,お気の毒な……」

•同は私に同情のロを向けながら,まるでワイヤロープ切断の原因がハッキリしたかの 

kうな口ぶりであった。

•|l:粟所から藪原まで15Kあるから車でも40分はかかるだろう°とにかく早く下らなけれ 

はならない。たまたま上って来た以間のトラックに乗せてもらったが何処の車か覚えてい 

ない。途中まで来ると当時中学生だった私の長男を乗せたハイヤーが迎えに来た,すぐそ  

れに乘り暦えたが子供は何も言わない,私も何も聞かない,子供の口から「おばあちゃん 

は死んだJと聞くのが恐ろしかったからである。沈黙のまま门動車は走った。「ひょっと 

したら母はまだ生きているかも知れない」,とぶう一一紗の望みも家に汚いた瞬間消えてし 

まった。否の臭が立ちこめて大勢の人が集まっていたからである。

ばは脳I卒中で亡くなったのであるが,不思議なことにその時刻はワイヤローブ切断の時  

刻と全く一致していたのである。

元来不信神で迷信;等一切受けつけない私であったが,母の死とワイヤロープの事故とに 

ついてはいまだにどうしても割切れないものが頭に残っている。

つい先11のこと母が亡くなってから7回目のお盆がめぐってきた。あの頃のことを思い 

起しながらその墓而に合掌したのである

(この集材機はその後谷藤機工業KKで完成されフロンテァと名付けられて売出されて 

いる。)

(前木場分埸作業研究室,現長町•営林局管内福島営林署)

木曾谷の林業機械とわたくし

山脇三平

木竹谷へは,離飾以来何年になろうか。今年で分場ができてから十周年になるというこ
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とだし,わたくしか木竹福烏に在任したのは,前任者が分埸開設後2年T••ほどいて,その 

後1年余いたわけだから,もう6 , 7年ご無沙汰していることになる。祈属部長からはじ 

めて転任の估しを聞いて,1週間後に辞令が出,その数II後には赴任したが,高血圧で汽 

車の旅に不自山だったいまはなき切を,白宅に1人のこしていったものだから,隣家の 

人から,このごろの時勢だから,家庭の书怙•を話されればなんとかしてもらえるのではな 

いかと,間接に,注意されたことがあった。隣人が兄兼ねての忠営だったようだ.、

それより先,昭和25年頃の晩夏であったか,木曾谷へは,集材機の試験で,尚ダムド 

の白川事粟所へ,II氏と2人で1ザ間ほど滞在:したことがあった° II氏は上:索ノ),帳カ測定 

を分担し,わたくしはその中夬点垂下ほや支点の変動な:の測定を分担したが,実際集材条 

イ牛下での同時測定の嗽矢ともいうべきもので,智:額をしぼった結果のトランシットをつか 

った三角高低測此の応用で,その場で対数表片手.に計算しながら測定祐度をあげようと苦 

心した1西間だったー依案内に同行された艮野局T氏の,*?•朝の衍舎にひびきわたる副 

曲の美声が,ほほえましく想いおこされる。

この試験終了後ひきつづいて,当時の長野局作栄課艮【く氏のご好意で,わたくし1人が 

のこり,おなじ王滝’岩管内の氷漸,皺川,鈴沢などの各爭業所を根拠地にして,いまでは 

まったくみられなくなった『挽鋸をつかった伐木,ワイヤローブで制動をかけながらいー> 

ペんに約20石のヒノキ材を般出するワイヤ木,馬連搬,山トロとか豆トロとか呼ばれ1台で 

20石以上は積載していた「押しトロ他般,木曾形集材機による帯状皆伐集材と林鉄トロへ 

の積込,シーソー式祖込盤台をもった索道連搬など,当時の国有林としては他所より,も 

っとも発達していた伐採過程の・連の技術の実態を,約1カ丿］の間ほとんど休みなしに, 

30才未満iの体力にものをいわせて,スト・ノブウォッチとスケール片「に,ただの1人で, 

つぶさに測定分析してあるいた体験があった。署長はのちに本省の大官となられた復員点 

後の〇氏,小:業課長は治任早々のW氏の•頃であ・Iた。

帰りは,神宮備林として有竹な潮戸川から赤沢にぬけ,赤沢では,神宮丿|］材搬出にっか 

った修羅の形骸をみたようなみなかったような,あるいはこの時,その当時大学演組林に 

I、たいまは林試の闘:tM君に,ちょうど赤沢山中で熊に出会ったように,ひよ-> こり声を 

かけられた記憶がある それから足をのばして,三殿のカープの多い商い棧橋上に布設さ 

れた作業線をも・た林鉄と,ド汁製モノコックトロの試用成結をさぐったりもした。署長 

はK氏であった。

この調査行の中頃であったか,台風の余波が,一夜この木何谷をおそったあとの被密現 

場だったとおもう。大正の末頃から平均な命以上につかわれてきた,ドンキーと愛称され 

ていた蒸気機関付の特大型集材機が,その盤台据付位施がわるかったため,価壊流出した

35

I:砂にのまれ,台風・過の澄みわたーた井犬の下に,その赤腹をさらしていた災・場面 

が,野やかに脳’パにやきつけられている。林染機・をつかいこなすには,治山治水の知識 

もなにがしか必耍だという牧訓の一つであろう〇王滝署管内蜘II付近でのできごとであっ 

た,

このような伐木から集運材にいたる•連の伐採技術は,仰料林時代から勤務していた, 

大ダンナとか小ダンナとかよばれていたいまでいう指導"や班長さんたちの,信州人らし 

い実克な人柄にくわえた熟練した技能によって,ささえられていたが,本当に!f11?(•飯 

をたべ・ていた柚けや木馬夫の页筋労働にたえぬいている,山の労務者特冇の顔つきや体っ 

きとは対象的に,柿の達人にちかい,長大な丸奴をあっかいこなすダンナ逹の秀れた技 

能は,まことに見Hなものであった。その後,林業機戒化技術の内容も大きくかわり,す 

べてがモータリゼーション化即近代化の方向にむかい,木曾・谷林と機械化の先進性もうす 

れ,晋遍化してきてしま>たが,彼・はここ十余年の間:こ,どのようにその身を振り分け 

ていっただろうか。

職務上はじめて木曾分埸に在任しても,上述のような木曾谷での休験があったため,少 

な‘’、旅’仪をつか,てまでして,ことあたらしく国仃林の’K業実行現場をみてまわるような 

ことはしなかった。研究室に課せられた仕折を-Il t早く促進するように力をそそいだ。

ただ在:付した夏,御結婚前・の皇太子殿下が,赤沢の,K業画に一泊されたことがあった。 

その時,林斐機敬化施設を見学されもするというので,E作業課長とともに,小さな体駆 

のII局長:が局署の幹部の人達をしたがえ,上迎の林鉄駅からはじまる殿ドの御見学経路 

を,逐ーストップウォ・ソチではからせながら,チェックして歩かれた陣:頭指抑行に,同行 

させてもらったことがある。II局長は书•業畑丿)国仃林冇ちではあるが,林試F元埸長の甥 

にあたられるとか恩師の故1•、教授からおききしていたが,このIII御料林のヒノキの关林に 

対しても,伐採状業という砍点からはー•家吉をもたれていたのであろう。地元のS署長な 

どとは実に小気味のよいやりとりをされていた。集材機作斐の見学台,とくに演出したジ 

ーブトレーラ運材と超小形ウィンチによる木寄せ,赤沢御殿付近での分場M氏の誇らしげ 

な烏類標本の説明などなど,F行演習だけに,山官諸氏の赤裸々な舞台裏をのぞき見て, 

なにがしかの补:会体!験をつんだことであった。

わたくしたちの研究室の仕诉の中では,I君の抒案した2エンドレス式集材法を実現す 

るための集材機の試作を,未滔手のままひきついだので,上連から償却済でスクラッフ‘寸 

前の昭和初年製のフォードのガ、ノリンエンジンを’仰生して;瀆渡してもらい,まず原動機 

を確保した。ついで,片道2時間半位はかかるM市のM鉄工所まで,1君ともども,朝一 

番の列車で,何回も日帰りの足をはこんで,2胴エンドレス集材機と竹づけた当時として
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ほ珍らしい1軻12胴ノノ小形集材機をつくりあげ,搬器もあらたに単径間用・多径間用の2 

種をつくりあげた。藪原署の枯尾麻業折の作業現場で,その年の麻業が一通りおわるのを 

待って,ぼつぼつTも降りだしたしみろ):うな灾スの中で,つぎはぎだらけの占いワイヤ 

ローフを借用して,約1,000石のパルプ材を集材する実地テストを先遂することができた, 

このときは研究室のT"や別のI"などほとんど全口が分担して,力をあわせてとりくん 

だからできたことで,その試験結果は,經年,下手な英文にまとめて研究組告に出すとこ 

ろまでこぎつけた。

その後,この報告を読んだニュージーランドの山林局から,局長名で埸長宛に,むこう 

でも自分で,この形のような集材機をつくってみたいから殷計図を送ってくれなどと,m 

三再四大変虫のよい「紙がきたりした。一度は外務省・を通じて催促がきたりなどして,本 

埸の涉外係’I’『を筋かせたりしたニとがあったが,場長の&のドに,厶リをしてかなりの,1;: 

類や図面を何回か送ってやったことがあった,

もっとも,この形の集材機は,埸長の,浄可の下,史京の某メーカの手ーで,そのメーカー 

が勝百こまずレ、設計変更をしたきらいはあるが,製品化もされ,fil!所の営林’#・の現場;こっ 

かわれたりした。最近T局の某せ艮が考・案した伐採前值栽を”「能ならしめる「たちき集材 

法」は,その署にあったこの形の集材機をなんとか治川して,その考案の実行可能なこと 

を立証させたものだと,最近までT局Q課艮だった,当時わたくしたちに協力をおしまな 

かったE氏から,ついせんだって丄「にした。わたくし门身が実地見間したわけではないか 

ら,この形の集材抜がどの程度の汶割をはたしたのかその内容の程度はわからないが,い 

ずれにしても,かつてのI君および分場員の努力は,人しれず,わたくしたちの技術の世 

界に反響をあたえたことを,この小文にしるして,とくにI君にはよろこんでもらいたい 

とおもう。

当時の試作第1号機は,いま目黒のわたくしたちの研究室の屋外に,汚れたビニールの 

布をかぶってその姿を横たえている。一時は邪魔物あっかいされそうになったこともあっ 

たが,わたくしがこの職場に職を奉ずるかぎり,木仰分場の歴史とも関係のあるこの苦心  

の原形は,末永く保管していきたいとおもっている。
(前木曾分場•作業研究室長,現本埸•主任研究官)

雑 感(当時を思いつつ)

川上(奥村)信子

菊花かおるこの秋,貴埸はや満十周年をむかえられ,ますます御発展のおもむき,およ 
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ろこび中上げます。H•場の歩み進んだその足跡の通り,当時大原苗圃に植えたボブラも, 

もう棺・に大きくなーたがでしょう。そして乂種!子無定をしたあ,ヒノキ,サワ 

ラ’トウヒ,カラマツ等,冬の間中の植了 •窟定,比重選にはじまりシャーレの中の黑色に 

変った腫を分類し,その発芋率を却:出する作業,今II思えば,あの小さな褪子にも可・愛ら 

しい・コの生命があったのだ。それをげてるII的というか,よろこびにも気付かず只単々 

と作業をするのみ,時には||が疲れて,途中で投げ出したい時もありました(フリクテン 

性結膜炎とやらを患うようになったのも,その顷からだった)。

I- -I) -F!の開庁以来二年間,貴埸に御厄介になったわけですが,最初の頃は径日のよ 

うに,珍しい機城器具が到滔し,范々と調’てゆく研究室をみて,期待に胸をふくらませ 

ておりました。":の基晓も徐々に進み,皆様万の試験研究も進んでくると,その髙度さに 

おどろき,到は私には理•解出来そうにありません。一時本当に悲観しました。この様な機 

関に居れ;Eそれなりに,理胛して試験研究の•介にたずさわりたかった。それが出来なか 

った片い時代の私に残念で仕方あり•ません。このように住時の思い出は,何一つ満足に出 

来たものがなく,室長さんはじめ皆様に,おそまきながら申訳けなく存じております。楽 

しい’h:も玖々ありました。若い者のあつ・まり,レクリエーションのテニス,申・球等,若い 

者同1:の若さの楽しみでしたcこの我が家の窓からも・,四方の山々の緑が存分に眺められ 

ます.それはその機に応じ私達の心をやわらげてくれる緑です。その緑の中に生活できる 

よろこびと共に,・ますますその緑をふやしてゆきたい気持でいっぱいです。

(前木曾分埸造林研究室)

在任中の思い出(九州にありて思う1Q

小杉孝蔵

みすずかる信溫路をはなれて1?.や半年,知らぬ火の肥の国:こありて思う時,故:郷のそれ 

にも似た思い出を書かなければと思います。然し唯今つ私には,余にも与えられた環境の 

変化が大きいという事です。それは,クマゼミが鳴き,ナガサキアゲハが飛びかい,力 

シ,クス‘タブの原生林があるという白然環境だけでなく,当面している問題も大きすぎ 

るという卞です。勿論いわゆる雑用も又,少くありません。思い出にひたるには,余裕が 

必要:であり,故郷は,遠きにありて思うものだとしても,余裕がなさすぎ,余りに遠すぎ 

るのかもしれません。時に駒の山脈,御撤の一の池の水品の如き水,そして,ハイマッの 

海や,コマクサのII砂に咲く姿,雲のかかる,トウヒやシラべの林,新緑のカラマツの林

の上に煙立つ浅間山,スズランの咲き乱れる高原を思い浮べない訳ではありません’しか
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し,それは,九州の複雑な環境それは複惟で今の私二は,信・州のそれの様;二中し述べら 

訳には参りませんが に打ち消されてしまうのです.まして適宅性の大さい"供達二;よ, 

信州の影饗は残っているかと炭いたい位です 熊本并を使って貞.里にな,て征11を送.,て 

います。それが,育ち盛りの子供注の姿なのだろうと思わざるを得ません社交件の少な 

かった子供達が,友力が多すぎる位て寸.それは,東京・で育ち,北海道で学生生•活を送 

り,信州で教えられ,九州で仕事をしなければならないという私だけの狭いコスモポリタ 

ン的感覚だけではない様に思われますCこうした、え埸がいし、のか,悪し、のか時に号えま 

す そして思う诉は——诂:よ飛びますが,比較形態学,比較生理学:,比較件態学,比較生 

化学とか,比較という立埸での生物学が,爪要な立場にある様に思われるのです もしあ 

るとすれば,比較保護学とか,比較森林昆虫学という様な立場も許されなし、のかという様 

な気もします 信・州なら,信州という地域での間題が,少くとも,II本でどういう立場に 

あるか比較して考えてみる必要がありはしないかというれです<,巾すまでもなく,ある地 

域での特定な問題を深く掘りドげる必要:な状は,充分国識しているつもりです が,H学 

者として出さんには,立場と、世界ヾという考えを, W学以前ヾで教りました。その立 

埸の相違ケらくる世界の相違は,我々ん,もう少し号えては,よさそうな言ではないかと  

も,いいたいのです 哲学で思い出しましたが,形而上学における西|1|协学の建設も—— 

、善の研究’を読んだ位:では,わからないのは,当然ですが——,理・い仕出:位は,私に 

も,わかります<然し私には,むしろ和辻哲郎さんが倫理学を丿睥とした丿E休係的ともい 

える多くの染跡,ーー ・風土?!ツ京始キリスト教の文化史的苴:•；’公・占5:巡礼、とか 5 

本粘神史研究Cの影ヰは私には,大きいのです——に韻意を表したいと思います。かと3 

って,天才といえる和辻さんの行き刀をまねして,失敗する叮能性が,大きい,いや,す 

でに失敗しているという指摘には,全然介解の余地は,ありません“その通りだと思、いま 

すが,私なりに,口己満足しているつもりです,ヽ;だけ湾う诉を,井していただけれ 

；-£,閉・環境内ので仕爭は,分析が比較的容易かもしれませんが,それを開放環境;こ応用  

し,そして,そのいくつかを比較した埸合,そんなに簡单ではないような気がします。山 

高く ,水淸い信濃路は,その故に,閉頂環境に近いのではないかと屮し上げたい様な気が 

時にしますそれが,私の勝丁・な想像であると御指摘いただければ,あえて,L漲するっ 

もりは,ありませんが"この・文も,つい杵く暇がなく,今,長崎の ’治で巨いておりま 

す これから,五<列岛の松喰虫を,みに;少くド ’,云です,九州も,すでに秋です。虫の音 

が聞えますc然し,その間に,後の［慶造船困のクレーンの音が大きく鹽き,、はしけ、 

のゆく・海に電燈が映え,j皮にゆらめいています,それは,虫の音に調和した景色なのか, 

少くとも,信州での/の音によ > て呼び起される景色からは,不調和すぎる様な気がしま 
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すが,それが,只今の現実だともいえそうです。ゝ攵任中づ)思い出ヾという題から,あま 

りに調和しない内容になってしまって,中し訳ございませんが,それが,只今の現実だと 

いう弁解にもなりそうです。御L并し下さい。末个になってしまいましたが,今後,益々, 

分場の発展致しますことを,遙かにお祈り致して居ります。

(前・木何分場保達研究室艮,現林業・験場九州支場保護第2研究室長)

思 い 出

四倉(林)園子

片かった京・都の夏もようやく終り,澄みきった空の羿さに秋を感じて居ります。

大変御無沙汰しましたが皆様にはお変りございませんか。

先I〔創立十周年記念号の原稿の御依頼を受け・まして,i •年という年月の早さに驚いてい 

ます。

私が勤めさせて頂き・ましたのは創立後半年程してからでしょうか。高校を出たばかりま 

だ何もわからず,研究‘ポに並ぶいろいろな苗木や様々な昆虫類,作業研究室の物々しいエ 

作機城"序随分珍しく感じたものでした。時折の業か果告会に沢山のお客様をお迎えしま 

した時等私なりに忙がしく御手伝いさせて頂きました。いつか野風が大発生した折など, 

方々から沢山ホルマリン泊の鼠が送られてきてきもを冷やしました。

巣箱に飼げされた野兎や,野鼠の黒い愛らしい眼が今でも印象に残っています。

いろいろなお仕诉に少しずつ慣れました頃こちらへ参りましたためやめさせて頂かなく 

てはなりませんでしたが,その後分場も益々充実されたことでしょう。

私も京都へ参りましてもう5年,子供との会話にも関西弁が出るようになりました。木 

竹分場の御発展を透かに念じ上げて居ります。

(前木付分埸庶務課)

分場の思い出

藤原謙吉

分埸に勤務していたのは,32年の秋から38年の三丿J迄,かなり長い間であ・,た。謝訪営 

林署より移り,又営林局にもどったわけであるが,若き丨1の五年間を過した分場には懐し 

い限りである。

所极は庶務課であり,部屋は現在の分場長'室にいた。あのせまいところに大勢いたわけ
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だから歩くにも容易ではなく岌はなく,冬は宛いというところであった。それで,分場長 

室が現夜の図抑塁にあったので交替してくれる様に当時の渡辺分埸長に交渉したがだめ 

で,そのうちに作業研究室が本場へ吸収されたのでその後へ,つまり現任の戸斤へ移った訳 

である。

さて,庶務課の仕狀となると,「エンノシクノチカラモチ」とかおだてられ,定球のと 

り替えやら,又一寸したものの修紐,官舎の水道の修結迄と良く働かされたものである。 

良くもこれだけの雑用があると思ったものである。又研究室の人は代阳を作る狀;よ慣れて 

いないせいもあるが,いろいろとおかしな,"頊が出てくる。それを『［し,あちらでは文句 

を云い,こちらでは適当にやり,いろいろとめいわくをかけたと思っている。今では庶伤 

課の人員もへって来ているのでさぞかし,忙しい威だろうと想像している。

分埸を離れてみて,大変懐しく,そして楽しく思い出されるのは,分埸全体で行なった 

行麻である。塩尻峠,また恵那峡での花見,そして忘年会,分埸全休が参加して酒をくみ 

かわす,これは分埸の様な小世带の所であるからこそ出来るものであり,その特色である 

と思われる。勤労感謝祭における演劇等忘れがたいものである。又大原の草原で行なった 

運動会等はもう2度と味わえないものと思っている。

今は若い人も少なくなってきた様であるが,当時は昔い人達が大勢いた。それで,若い 

人達だけでよくいろいろな行事:をした事をおぼえている。大町のキャンブ,このI好は福島 

の駅にナべを忘れてひどい丨Iにあった。姓も,松本の公園で飛行機に乘った人もあった様 

だが,又ハイキング,クリスマスと人数も居た関係で艮く何かをやっていた。その人達も 

転勤し,結婚して退職したりして今では少人数になってしまった様で残念である。今の人 

逹は気の本である様な気がする。

過ぎし日をこうして静かに考える時,楽しかった事:も,そして悲しみ,又おこったりし 

た事^も全て懐しい思い出となって生きている。それは今の生活の源となり,分埸で身につ 

けた知識は今に役立っている。

分場も発足以来『くも十年になるという。この分埸がさらに発展して,そして暗•進を統 

ける事を祈り,そして,いつかの機会にその発展ぶりをしみじみ眺めたいと思う。

(一木何分埸庶務課,現長町・営林局計画課)

木曾分場の思い出

田中(林)君江

此のたび林業試験場木何分場が,場長さんをはじめ職員の皆さんのご努力により,創立
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十再年を迎えら;れましたことを心からお慶び中し上げます。

記念;;の刊行に当りお通知を心きまして,本当になつかしく,過ぎ去った十年の歳月を 

分埸您勤当時のアルバムをくりながら思い出して見ました。

昭和29年の秋営林闩の移転の荷物を荷づくって送り出しようやく落ちついたところで, 

渡辺分場長さんから,簡単.なテストを受けて作斐研究室へ割り当てられましたが,宮川室  

長さんを中心に7 &の家族的な研究室だった审をなつかしく思い出します。

作粟研究宅は,室長さんをはじめとして刃性の方は,全員がアルコールをしたしむ方た 

ちばかりでしたから,どんな時でも話・はまと•まり,仕帀の而でも,その人間関係がうまく 

行っていた様でした。

岩原さん,尙樋さんの人生論なども,その当時聞かせて頂いたおもしろかったお話のー 

つでした。

昭和32年10丿I上松迎愉営林彩へ配性換となるまでの約3年間,皆さんと共に楽しく過ご 

させて陌きましたが,仕M・の面では,男の方が現埸の就験に出られて,私は室長さんと符 

守番が多く小:務的な什:书でしたので,残念ですが,特に心にのこされたものがありせまん 

けれど,当時の林恵会の行Mには,敖々の思い出があります。

上の山のテニスコートでのテニス大会のスナップ写真にゝ各課対抗のビリ賞だるまを受 

ける庶務課長さん(岩井さんご免なさい)ヾと説明されているものもありました。女子職 

員と室長さんは,必ず参加する様になっていて,テニスの苦手な私は,とても難ぎを致し 

ました。

秋保さん高樋さんを中心とした分場の:寅劇サークルも,若い人が集って熱が入りHJJ23 

日の勤労者芸能大会には,福岛の劇場で発表出来ました車も本当になつかしい思い出で 

す。退庁時間が来ると場長室をおかりして,1同集って,每I」楽しみながら練習をしまし 

たが保護研究室から,おやつを頂いて,それを皆さんと食べながらやったあの頃を,つい 

この間の様に思い出します。

さまざまな思い出が沢山よみがえって来ますが,勤めをやめて,主人と五オの女児とさ 

さやかな家庭生活に明けくれていますと,生活が単純なためか,分場花勤当時がなつかし 

く美しい思い出です。

五年程,ものを書く事から離れていますので,誠に未熟な文市ではございますが,この 

へんで,おしまいと致します。

(前木何分場作業研究室)
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IV座談会ー10カ年を顧りみてー
(現職員)

司会者吉本 衛

吉本 それではこれから創立10周年回顧の座談会を始めたいと思います。司会者としては 

適任ではありませんが,皆・さんの御協力により進めさせていただきたいと思いますので, 

よろしくお顯いいたします。

この11月1【1が来ますと,木竹分埸の創、'/:満10周年を迎えることになるわけですが,29 

年のその以前から準備の段階と,i・うものがあったと思レ、ます。それではその当時からいら 

っしゃった岩井さんから当時の思、い出や,苦労诂などそのへんから......

岩井 トップバッターを承りましたが,創立は昭和29年11丿］111でした。しかし実際の準 

備の仕事を始めたのはその約!カ丿］位而からだったと思います。私も予期していなかった 

わけですがio丿1の始めに内命をいただきまして,仕wに「をつけたのでありますが,史に 

創立より数力丿］前から,而分場艮の渡辺さんが営林局の計画課に席をおかれ,新設分埸の 

構想を練っておられたようでした。私は内命を受けてから渡辺さんの相談役と言っては偕 

越ですが,手足の恪好で当時は潜行的に動いたわけで,今から考えると何をやったのか,  

はっきり思い出せません。とにかく営林局と本場との間をいったり来たりで革備万端于・落 

ちないつもりでしたが,上冃のカ・からみれば丁・•落ちばかりだったろうと冷汗三斗の思いで 

す。
よく他人様から苦労だったろうと淫われますが,のんべんだらりに苦労だったのか,そ 

れともその苦労を渡辺前分場長さんが•人で背負>、込んで居られたのか,その点、1'1分では 

ピンとこないのです。

そうこうしている内に,llJj1I!となり発足したのですが,改令が公布され,いざ発足・ 

と言う時かけるべき看板が出来ていなかったのです。そのHは,新間記者連が多勢役戸斤へ 

詰めかけていて「まだ看板は出来ていないのか」とけしかけられるし,当時の営林局の総・ 

務部長さんからはお叱りをこうむるし散々な日に…… 

吉本その看板は今かかっているアレですか。

日廿 そう,ノJ・のものが,その時からのものです。

士大それでは,その時あわてて作ったものですね。

土 h そう,今は役所をやめられましたが,当時営林局の会計課に見えたKさんと言う方 
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に新聞記者さんが押しかけているとき,あわてて達筆をふるっていただいたわけです。

それから発足、如扣)分埸の人nは20名位だったのですが,その約半数は営林局の職員が 

業能応援・:>ような形で援営されていました。

吉本 その頃,梅原分場艮さんは,福烏営林署の罟長さんで,福岛にいらしたようです 

力,署長室から眺められたあわただしか‘た当時の思い出はございま•せんか。

梅原さあーね,あまりないですよ,当時の営林署はうの営まりでなく,中島の仮庁舎に 

追’. '出されていたわけで,営林局の移転粟務のおT•伝レ、で,分埸の設追に当時は殆んど, 

ノータッチだったと思います。分埸カ:できてから,物品の船入や,施黄をしてゆく上の相 

談はうけましたが……その程度ですよ。

吉本11))1IIに創立の式典と,［・うが……それは営林扃の移・転の式典と,緒にやられたと 

伺っていますが?

岩井 式典は創立の丨Iにや・‘たので;まなく,11月22IIに長野営林局の長野市への移庁式 

と,木會分場の創立式典とを兼ねて,第1•第2会埸に分けて行なわれたわけで,第］会 

場は福烏I叮の役場のあヒを借りて,部外の万々を招待したわけですが,営林局の長野市移 

岖にからんで,なかなかしめっぽい式でした。第2会埸は今の営林署の会議室で內部職員 

がやったと記憶しています。

言本その式典に参加されたのは,7；•井さんと……そのほか……

小沢 私も参加しました。何の係だ.’たか覚えていません力:,胸に大きな桃色のリボンを 

つけて职へお迎えに行きましたよ° ノボリを立てて(笑)

岩井 式典が共催だたので,営林局と共に役割を決めてありましたが,分場は人数が少 

ないので全n何かの係にされていたと思います。今居る人では……高抽・原・浜……

伊原君も式は覚えているでしょうね、

伊原 第二会埸でやりました。しぼられたなあ,あの時は仕Kばかりで(爆笑) 

岩井一を使われたでしょうな。

浜 それから式典がすんだ後,全日が今の保護の傑本の部屋に集まって,渡辺さんが開

埸の挨拶を1時間半位されたことを覚えていますが……

吉本 ハーあのせまは部屋に20人も人ー>て,それで1時間ヤも渡辺さん1人で, 

浜 ハイあれが全員顔合せした始めだと思いますけど。

吉本 それでは,それまで,バラバラに発令され.だんだん寄り集まって来て,その時始 

めてまとまった形になったということですか。

浜 ハイ 

小沢1］月1「Iに:ごたしか4人か5人でした。今の保護の標木室のあのせまい所に居りま
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した。

岩井 その頃はまだ営林局が移転前.で,今の標本室だけを買い,営林局から移った人だけ 

いたわけです。そして逐次転勤して来た人もふえて来たわけですね。

浜 一番先遠くから赴任されたのは宮川さんだったでしょうか。宮川さんが四国から,

秋保さん•石井さんが秋［IIから,滑川さんが文部省から,そんな頃私が,4 , 5番I」に来 

んでしょうか。

まだ官舎がはっきりしなく,あかないので若木町の辺に皆さん下宿して,ぞろぞろ迪っ 

ていましたね。

梅原 渡辺さんも,たしか吉本君の前の家の2階に下‘店してられたね。

岩井 下宿を探すのには,ちょっと件を折りましたね。

浜一番あとから赴任されて来たのが,伊藤さんだったように記憶してい・ますが 

岩井 伊藤さんは,当初に発令されたのではなく最初保,捜の室長さんは空席でした。 

浜 アアそうでしたね。

岩井 開庁の挨拶状を出しましたが,それに伊睡さんをのせることが出来なかったんです 

……たしか発令は挨拶状を出してからだったような記憶ですが

浜 び藤さんが福烏へ始めてくるとき,送られて来た‘う:真を持って迎えに出ましたがわ 

からなくて……そしたら「あんた木竹分場の人ですか」と肩を叩かれたのが,初対面でし 

た。

吉本 営林局が移ったあとはガランとあいて現在のような部屋割になったわけですか。 

高樋 今の造林の部屋が,一番早・かったね,それに庶務と保,護造林が入ったわけですね, 

岩井 営林局の移軽は第3次か4次まであったのですが,第1次は造林課でいま,話iの出た 

部室です。

原 次に今の保護の部屋があいて,保護と作業が別れたのではなかったですか。

吉本 そうすると,その頃からぼちぼちと研空室の態勢を整えたことになるんですか。 

岩井 研究室の数は今と同じでしたが,当初は土壊がなく作業研究室でした。

最初は誰をどの研究室の所属にするかと云うことで,渡辺分埸長さんが,大分考えられ 

たようでした。皆に絵を,"かせて見てたりしてね(爆笑)勿論そればかりではなかったと 

思いますが。
吉本そして絵の上手な人は,どこへ配属されたのですか(笑)

梅原 小沢君なんか,虫の絵でもKいたんじゃないかい?

小沢花瓶の花をかかされました。

吉本 どうゆうわけで,保護へ行ったのか知りませんか?
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小沢 なんか,一応絵のうまそうな人が保護だと言うことでした。僕と大沢さんですけれ 

どね。(笑)

岩井 そりや,渡辺さんも絵だけで品定めしたわけではないでしょうがね。

とにかく,拍•初は研究室までの発令はなかったんです。

言本作業研究室がJ枝初にあったのは,機械のあった所ですか。

高樋 そうじゃなくて今の庶務と経営の部屋が営林局の移転であいて引越したのですが机 

ばかり隅にあり,あとはガランとしていたが,実験台を入れたら少し研究室らしくなって 

きました。それから追々機械が入ってきて,その内大きいものは,今の署の会議室を作業 

室として入れました。万能・験器は入らないので,階下へ入れ梯子段をつけて通路を作り 

ました。

それまで;よ,四国から来た宮川さんの沢山な図巨・文献を読んだり……

吉本 大変勉,強されたんですね。

高樋 作業研究室に始めは7人おったんですね。その中の3名は就験場生えぬきの人で, 

あと4名は営林局から来たわけで,試験の「シ」の字も知らない連中ばっかりだったんで 

すよ,それだもんだから,入ったばかりは室長から1年のうちは木を読むことだと,あら 

ゆる文献を読めと……それであとは資料を集めて冬の間かかってまとめればよいんだと… 

••・まあ研究と言うものはプライドを持って,胸をはって,研究者らしくやったらいいんだ 

と,言ーわれたんで,自宅まで図苫を持ち込み夜の12時頃までカジった。子供の勉強の模範 

生になったりして。……(爆笑)

吉本 保護研究室はその頃浜さんが来ていましたか。

浜 あの当時はですね,伊藤さんが,こちらにみえられ,一応人員も揃い,病・虫・猷 

を分けないでみんなでやろうと出発したわけですが,長野県内から森林保護問題の依頼を 

受けて,そういうものから足がかりをつかむということで1,2年費やされていました。

文献もなし,械域もなし,伊藤さんは非常に苦労されていろいろの文献や用具の類は, 

每I」綢べては発注する調べては発注するのくり返しでした。そのおかげで今日にいたる道 

具印はきわめてよく整備されております。最初の何もなかったときは部屋が広かったの 

で,若い人達が日をつけピンポン台を据えこんで盛んにやっていました。

吉本 よくピンポン台がありましたね。

小沢あれは会議室にあったのが,営林局移版の引越荷物で追い出されて,持ち込んで来 

たのですよ。

浜 保護の人員が最近までの5名になったのは,水町・さんが造林より来られた時ですか 

ら,2年位たってからですね。
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水野 たしか30年の秋でした。

吉本 造林研究室は农初から造林と経・営に分かれて体勢を整えて出発したわけですカ

原 形はそういうことでした力:……試験場長野営林局駐在目だった,柳原さん,砌さ 

んが引続いて残种となり,水野さん,栩秋"が局よりみえ造林•土壊を分担し,攵部宵か  

らこられた滑川さんと営林局からきた私とで経営を分担することにな・たのですが,やる 

仕书の内容は柳晾さんたちの仕书の大部分であった収極試験地調査と,純経常的なもので 

したが。

この経営研究で何をとりあげるかで,渡辺分場長と随分論議して1年位かかって,やつ 

と方向づけられたように記憶しております,なにしろ,この柴榜に始めて携わるんで,髙抽 

さんからも活があったように,硏究・としての態度とかものの考え方とか,基本的な折が 

らについても話し合いの間に出るもんで,だから余計永びいたんじゃなかったでしょうか。

それから経営が一番さきにいたのは,造林と同居で玄関側でした。庶務からたのまれて 

受付を引受けさせられたね。次に現任の標本室で,次に今の土壌の端を区切って2年ばか 

り,図冲室は経営の管理にな-> てV、たので,毎度の引越は図書が殆んどであ・,たね。

吉本今のところは作業だったんてすれ

原 作柴の実験台がならんでいた即て七今のj沂へ引越してから図,*•と縁が切れたわけ

です。(現住庶務課管理)

吉本造林はいまの所にずーと以前•からいたのですか。

水野 そうです。今の保護の樹病の部屋をI:壌実験室として使い,経営が出てからそのま 

ま現在に至っています。私は途中で保護に移りましたが……

吉本 創立当時であり,研究室の整備•研究テーマなど苦労があったと思いますがC

高樋 あの当時は嗷会計に金がなかったから,営林局常刀経費を使わせてもらって機威 

の購入など物品の購入をしたわけで……

梅原 とにかく営林署が使わん物品をやたら買わなくてはならなし、わけさ。そしてそれを 

みんな帳薄で整理するわけで,品物:よ林業試験場で使うわけだけどね そういうことで陰 

計検査でも受けると困るというこ,とでえらく必配した訳で……金かさのものは,営林局で 

やってくれと,だいぶ逃げ腰を使,たりしたれ,い7ハ、ろのことをやらされた記憶があり 

ますね。

岩井昭和30年になって部屋の形もととのい,今度は研究項目に何を取りEげるか問題に 

なりまして,随分練ったんですが,結局長野県下の林業』係機関の参集を求め,それぞれ 

の楚見を餌!いて決めようじゃないかということになり,長’」［f営林局・の仮庁舎’ '［時は後町 

ノド学校だったんですが,そこの会議’室:を借りて,営林局は勿請ですが,信大提学部,県林
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伤部,県森連まだほかにもあ"たてしkうカ:,その人達に多勢集まっていただいて,こち 

らからも多辨の研究室の方が参加して,会議をも•、たことをにえています。これが30年の 

2 J］でまだ’庚い時だったですね

その叽 営林局から移”た胡秋・小沢・奥村•大沢•沼IH •林(拈)、和|!1 •林君らも研 

究室の配属が決まったんじゃなかったかと思います

吉本 作業研究宰は33年になくなったんですか。

岩井33年7 )］1IIでした。同時に土壌研究室が発足したわけです

吉本あの時は河山さんが室艮で1人で赴任されたわけでしたね、

鷹見そうでしたね。その時作業:まいなか・、たですね。

高梔 4Hから何もやっていなくて,研究室があっただけでした。4月から荷物を作り始 

め7丿］に終えたと思います。秋保さんだけ12J］までおりましたね

原 鷹見さんはいつ来られたのですか,

鷹見 8 JJ1II Hで,8 )j 7 IIに来たんです。そつ時;ま,今の土壌刀資料’室に河出・稲 

葉・笠井•丸山さんがいたんです<そ;)隣りが大会議室でここに上贖研究室が出来たわけ 

て寸］ナど......

股初;よ土坝:研究室を作るという場也:よ,作業研究室が使.>ていた作斐室(現大会議室) 

のべでいた ところが犬枠室をどうするかということで,ドからコンクリートであげな 

ければIM定しないので,今の也を交渉したんてす。

吉本 址?M (駒ケ根営林署)がなくなったのは丁度その頃ですか。

浜 そうですそこからかな!)暖房関係のものとか,配裸の電気コードなどを管理換し 

ても ")て来ましたG

鷹見 抽初1:小:を始めたのは34年だったと思います,冬は2つに分かれて沖Hさんと私 

は,今の分場長室にいて,稲葉・笠井・丸!！Iさんが今の経営の部屋に同居しておったわけ 

です。

吉本・それでやっと今.っような状態にな•、たというわけですね。
それから佐々木さんとか,飯塚さんが岷効されて来られたのですが,佐々木さんが来ら 

れた時は,もう試験場らしい休制でしたか。

佐々木 そうです。は・きり試験場の形がととのっていましたね

梅原 とにかく僕が31年に松本へ行き,34年7 J］に帰って来た時には,もう試験場らしく 

な->ていたね。
その前はいままで話があったように,ピンポンとか‘室:内遊ぎが盛だったな,試験場・のマ 

ージャン大会にひっぱり出されたことが,さいさんあった。

L
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鷹見 研究室が出来たとたんに冬を迎えたら,みんな水道管がださで破裂して河IIIさん 

力:,ブリブリ怒っておられました。(笑)

高樋あの当時は,そういうことがだいぶあったですね。

吉本 河Eさん鷹見さんなんか東京から来られて,その宠さの中でいろいろ実験すると勝 

手がちがっていたと思いますが......

鷹見 びっくりしましたね。薬品が凍るということを,ぼくは知らなかった,みんなわれ 

てしまうんです。水道の凍ったのをとかすのに半日もつぶれるんですからね。

吉本 保護では実験に支障をきたすようなことは別になかったですか。

浜 保護はそういう点は割合少なかったと思います。

鷹見土瘦の埸合は,あの年のスチームですね,駒ケ根から持って来た古物を使っていた 

ので詰まってしまって,朝出勤するとちっとも暖かくないので,そのたびに管をたたいた 

りして,サビを落したり,高樋さんにも苦労をかけたと思いますが。

高樋そういう思い出がありますね。それでたしか2回位取りはずしてやりなおしをしま 

したね。

吉本 佐々木さんなんか木何へ赴任されてどうでしたか?

佐々木寒さの面からいきますと,薬品が凍るとか,水道が破裂するとかという点は,前 

任地と同じですから驚きませんが,ただ木竹の埸合ですと東北と比べて||中は割合暖かい 

んですが,朝晩急に冷え込んでその較差が大きい関係から随分きびしく感じるんですね。 

全般の平均気温は勿論東北の方が寒いですが.•••••

浜 鷹見さんは赴任してから宛さがこたえているようでした。それで急いで奥さんをも

らってきて家庭の方を……(笑)

鷹見 お蔭様で暖かくなりました。(笑)

吉本 飯塚さんがこられたのは,1昨年でしたかね。

飯塚 そうですね。まああまりに塞いので確かに驚いたけれど,薬品はあまり使わない 

し.....固定液もそれほど凍りついていませんでしたね。

鷹見 本館の建物はスチームも暖かいからでしょう。

吉本 やはり土壊は建物がわるいからだね。

鷹見 資料迄凍りましたからね。11丿］頃とってきた究料は早く整理しなければね。

高樋 結局,土壊は木造で本館の陰になるのでどうしても違うんですね。水道もこちらは 

凍らないが,向うはしょっち「»うですものね。

原 本館でも一度水道の破裂がありましたよ。一昨年の正月4日の朝でした。暮の28日 

からスチームを通さずに1週間目にスチームを通したので,凍っていたのが融けシャーシ 
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ヤーと破裂の祈から水が噴きだして保護の部屋中水の海でした。(笑)

言本業f州陪会を最初にやったのは何年でしたかね。

岩井31年•4丿Jにやりました。? Rもかねた而もありますが盛大にやりました。

原 会場は今の営林署・の経営課とF斐課を一緒にして……

浜 あの時の斐紡恠告会は|話しずらかったですね。

吉本どうしてですか?

浜 左と右に分かれている真中でやったもんですから,こっちをむいて物をいったり,

あっちをむいて物をいったり。

梅原 丁度曲り佑のかぎの「の真中に演台を性いたからね。

高柯150人位はおったと思うなあ。

浜 大勢いましたね。

研究発表の内容は1力年間の調査研究の結果で,多数の人が演台に立ったね。

吉本 出来て1年ばかりたった時ですからね。それにしてもなかなか盛大にやりましたね。 

高樋 林野庁から奥山さん,本場から川「川;方災部長,上E機械室長がこられたね,そのあ 

と模ぎ店をやりましたね。

浜 アアあの泯日でしたね。丁度花見という形でやりましたね。

吉本アア内部だけで。

浜 官舎の奥さん達家族も来て,盛大になったね。

高樋 作業研究室が焼鳥屋,保護研究室がバー(コウモリ乎)造林が存し屋,庶務課が汁 

粉やジュース,サイダーの店でしたね。

小沢 浜さんがあの時,女装などしましたね。

高樋 そうそう,コウモリ亨で,伊膝さんが手製のウィスキーを作ったり,天ぷらを上げ 

たりして......僕もヘンナものを飲・まされました。(笑)

吉本 2回目以降の業務報告はどうでしたか。

岩井2回目は2日かけまして,内部の業務眼告と,外部には研究発表会としました。33 

年以降は11：!で終りました。缶回木担谷を中心として約40名仙:ずつ集まりました。もっと 

もこちらでちょっと制限を加えた時もありましたが。(笑)

吉本 そのころ山下さんはおりましたか。

山下 工エ丁度庶務課へ来てまもなくでした。

吉本 それからいろいろのことがあったと思い・ますが……大畑さんなんか思い出すことが 

ありますか。

大畑32年営林署より応援の形で……それで作業研究室の仕事をよく頼まれました。
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藪原営林署管内 5E国仃林で・作集材援の,试談のようでしたがよく 村きました

原 !.'ild -・て堺峠刀奥てしたね

高樋山脇さんは(¢11,大畑さんのジーブて通い,我々は小・業所に泊,ておってね

大畑 1大間立だったね.

高樋 山脇室長さんは,ポイントだけ牧えて,あとは我々(岩塩•イi丿|・)でやったわけ 

で,時期は11丿J下旬から12) ］ 251I頃迄の案い時でした。

原 その時のジーブはもう,试験埸のジーブだったかね。

大畑 いいえ,まだ営林署のじゃなかったかね。

岩井物が来ていたけれど,管理換にはなっていなかった。

大畑 なにしろ堺峠の道が悪くてね,「キャレージ」刀でっかいやっをジーブにつんでいた 

力:,後;つステ•ノブがつかえ困ったですね。

高樋 あの時つ集材破は•原さんが,挣案したものでしたね。

吉本荒井さんはその頃には?

荒井32年;こ苗畑を賴まれて依日|'|転車で通ったんですがすごいほこりをかぶってね。

伊原今はバイクで(笑)

大畑伊原さんも一緒に行っていたれ.,

言本 開墾したんですか,もと畑じゃなかったんですか。

荒井 現在ポプラの値えてある所は,もと原野•で芝やススキが生えていたんです。

吉本 荒井さん,伊原さんとfell 2人で耕したんですか。

伊・頁 俺:またまにしかやらなかった(笑)開墾しても年が生えちゃってね。

原 水道はもう引けていたんですか。

荒井 そうです。その年だったね,小屋も建ってたね,

原 あの小屋はもとう道をやっていた小屉じゃなかったかな

岩井 そうです 営林局が移転して,うをやる人がなくなったので,それを,らい受け7： 

F新しい材料を足して作ったものです,それで屋根が片屋根’,てわけです。

鷹見 上松へ良く行かれたとI川きましたが

高樋 当初:ま上松署う,ねざめ苗畑)•部を詫りたんです。

原 奈口井署ノノ贄川にも貸りていましたね

吉本その頃亜高山性奶種をやるために,その苗畑を貸りたんですか。

荒井 ウラジロモミの授苗や,カラマツの産地試験用:つ逹苗で,ウラジロモミは贄川,'#■畑 

でしたね’

吉本海老沢さんク)入られたのはいつですか,' 
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海老沢33年の12• です。定諸交換として……そ邓は苗畑におりました。

吉本その後すぐ保成へ入れられたノ)ですか。

海老沢 3カ丿］交换をしてから,保護へ入,たんです°

吉本 研’究’*;こ入ーて変ーたこと,INったことがありましたか、

海老沢 •帝ヤかったのは,七虫の飼仃が白衣をぬぐとくっついていて,キャアキャアい 

って飛び!土れました。(煤笑)

小沢 怕:温糟’)中で,松毛虫を飼っていてね,中でキャッという声が聞えた。行ってみる

とE虫が・杯ついて...... 〇
海老沢 うはもうへイチャラです。人の所へ持っていってくつつける位です。

原 あの恒温糟はそんなに前からあったんだね。あんな大きなガラスバ<J 〇……

小沢 マッカレハの試験が始まったのが31年ですからね。

浜 あれは」松・初からです。

吉本無岡室:まその頃作ったんですか。

浜 はい。农初で・す。

岩井なにしろこのし舎は,特別会計さ財産になっているものですから,一般会計の金は  

つぎ込めない。施設を作るには全部営林作に頼んで,営林局つエ环としてやってもらった 

わけです。こっちの注文辿りにしてL'i・うのに,渡辺分埸艮:さんなんか随分苫労なされたと 

思います。

吉本 今でもちょっとした建物の改修なども由るのですか。

梅原 試験場が林梅庁へ行って頼み,林野庁から特別枠として営林局へ予食をよこし,営  

林局から営林’片へ送られてよこした。そういう「敖がかかるものですから 途中でその 

頭をピンはねされたりなんか,なきにしもあらずだったんじゃないですかな......

吉本松田さんは,いつ頃入られましたか。

松田 33年5月です。

原 33年が多いね。大畑さんも33年でしたね。

大畑工工33年10丿］です。車と一緒に福島営林岩から来たんです〇

吉本 だいたいその頃,多少1つの転I幾があったわけですか。

岩井転機と言うより,33年頃迄は拡充時代だったと思います。それ以降はストッフ令が 

でて,どうにも拡充できなくなったんです。仕咨のことでもう少し拡充して,赫させた 

かったと思うのですけど……

吉本 ダルマが研究室に価ってありますが,あのいわれは?

小沢 親睦の意味で,毎年春秋2回研究室神抗で,テニス・ピンポンなど競技をやって,
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最下位の室へグルマが廻って歩くのですよ。優勝府も一つの研究室にじっとしてはいない 

ね。というのは最下位になった所が次回には,その室の最も勝てる条件をつけることにな 

っているので

原 創立当時は,若い人が多勢いたもんですから,航:我埸のP Rを兼ね野球大会•テニ

ス大会と’出掛けて行ったんです。

木何谷営林署対抗・福烏町の職場対抗など。

松田 そういえば福岛町の町民迎動会に,職場対抗のリレーに出たね。あれは34年でぼく 

と小沢さん,笠井さん,荒井さんのメンバーだったと記憶しています。

小沢32年が3周年で,林政統一10周年であったので営林署・と共催の形で記念行屮:として 

写真展•生花展などやったね。‘う:真の入選は,号原さん,稲葉さんなんか特選でしたね。 

原 34年には開設5周年記念として内輪で祝賀会を開いて 引続きマージャン(笑) 

小沢 そのほか31• 32年と34年と3回町の文化祭の演劇に出油したね。秋保さん,消水さ 

んが熱心で

岩井 山林高校とは創立まもない頃から,親［!隹のためテニス・ソフトなど対抗試合を征年 

やり,あとの―くイが楽しみで(笑)

松田 冬のスポーツのスキーで,栩秋さんが回転で第1位:をとったね。あれは福島営林署 

と合同のスキー大会て

原 スキーと云うと沿川さんが僕と一緒にJ•・供を連れていって,足を折ってね,あの時は 

困った

岩井上Eの医者まで伎汽車で護送したが,つらかったね。

吉本 まあいろいろと削立以来の诂を聞いてきたわけですが,だんだんこの分埸としての 

形態をととのえてうつり変り,現在このような状態になった訳ですが,過去の思い出と現 

をの状態と見くらべてですね。いろいろな感想もあると思いますが,そういう点でどうで 

すか‘浜さん〇

浜 そうですね。やっぱり私共のように営林扃署から移ってきたものと,純枠の試験埸 

育ちの人と最初混交ということがあったんですが,2年たち3年たちしているうちに,融 

合してこのような形ができてきたんだと思います。今から4, 5年前頃よりー^の木曾分 

場という形態が出来てきたような気がしています。

かつて営林局に所属していた人達も一般会計に切枠わりましたしね。

吉本4 , 5年前から木曾分埸としての型が出来たんじゃないかと浜さんのお話しです 

が。まあその当侍だと僕が来た時ですが,その頃みえた鷹見さんあたり,どういう風な感 

想がありますかね<
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鷹見ええ,まあ研究室のいろいろな実験の設備だとか,そういうものがある程度本場よ 

りもよくなってきたような一応施設については形がととのってきたと思うんですけれど, 

いろいろな研究のものの見方だとか,考え方というものを,討議とか話合いというのが少 

なかったような感じがして,ある程度|'|己満足に陥入っているのではなかろうかという気 

が最近して来た訳です。

まあいろいろ専門部門に分かれているもんだから,なかなかほかの研究室の人達と話を 

したり,訂,諭をすることは難かしいこととは思いますけれど……それでゼミナールという 

型を土壌でもやり始めたんですが,仕折やいろいろな鄒合で一時ストッブの型になってし 

まったんですが,これからやっていかなけれぱならないと考えられるのは,このような勉 

強の仕力•が共同研究とかで,これからは次々でてくると思うんです。そういう点でもっと 

一緒に勉強してゆく方向を持つということは大切だと私は思います。

もう1つは,これから分埸を発展させてゆく方法を考えると,いまの営林署と同居とい 

う形をとっていることは不便な点もあるので,分埸の独立したものを持って,多勢の人で  

いろいろの研究をしてゆく方法を,もう少し考えてみる必耍があるんじゃないかという感 

じがいたします。

吉本 今鹰見さんから過去の思い出から将来までの御意見がでてきましたが,飯塚さんな 

んかどう思いますか。

飯塚 廿・のことはよく解らないですが,

吉本 苫のことをよくご存じの原さんなんか,削立当時は本を読んだり,マージャンをす 

る位ひまがあったかしらんが,4, 5年前•から分埸らしい1つの型ができてきて,昔をふ 

りかえって见てio年間の試験場としてのどういう感想を,あるいは,これから先どういう 

風に移り変ってゆくべきでしょうか。

原 そうですね。私としてはこの10年間は収益性と収模試験地の新設のことで過ぎてし 

まった感じでして,試験場の動きとしては,浜さん,鷹見さんが話されたことが殆んどで 

はないかと思うんです。

これから先のことですが,このことについては経営の仕事にしぼって考えると,各支分 

場とのつり合いもあるでしょうが,人玖も少いし,やっている仕1「の内容も収阳試験地に 

しぼられて行く形をとることでしょうカ;,その収硬試験地を営・林局彩・へ移してもいいので 

はないかという考え方もあるように聞いています。……もちろん収健試験地の管理調査を 

重く考えれば特定の人が長くこの調査にたずさわることが好ましいのですが……

これからの方向としては,地域というか地方の民有林の扱い方に取り組むべきだと思い 

ます。林業基本法もできましたし,この線に沿って構想を練りなおして行くべき段带じゃ
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ないかと思いますが,まあこれはここだけて練るわけにはいかない大きな問題です.

今度長谷川君が統計敖字などの知彊を得て!wって来るわけですが,航験計画,航験設,汁 

に役立つことですので皆さんに集まっていただいて,艮谷川0を“・師としてやったらよい 

と思います。

吉本 鷹見さんがさきほどむっし",た佑し合いの埸が少ない感じがするといわれたので 

すが,浜さんなんかどうi:号えですか。

浜 私も同感ですね,やっぱり研究を進めて行く上には,専門の分野をもちろん深くし

て行くことは必耍と思いますが,ものの号え方なり硏究者としての態度は共通なものがあ 

ると思うんです。ですから研究者同志で話［合し>し,交換し合いおだいに切弟琢舟してゆく 

ようなことに私は賛成で,できればそういう機会を館成してゆくようなスMが旧城れぱ, 

誠に結構だろうと考えます。

吉本 今までの創立光時の况頓たる状態から,だんだん発威してきた時期;こむいて;よ,そ 

ういう活し合いのようなことよりも,むしろ」分の分野が梢ーパイだということなん 

でしょうね。

浜 どうもそういう感じが强いですね。ただ共通的なことで诂し合うとしたら,どうい 

う問題をとりあげてゆくかが大切ですね,適切な問題を選んでスタートしたらいいと感じ 

ますが,その辺鷹見さん何か構想でもお持ちですか。

鷹見構想というわけじ,ないですがね。まあ1つは,長谷川さんが東京へ行ってなられ 

る研修という形で昔い人達が新らしい知識を得て,それが研究によい効果をもたらすよう 

な,分埸の人迷が研究に専念できるような形をとっていく必要:があると思うし,また先程 

いわれたどういうテーマをとりあげて,論議し合ったらよいかという問題は,竹研究課題 

の問題もあろうと思いますが,林業をやって行く上には,ある程度いろいろな知識があっ  

て,広い視野でものを考えて行く必吸:があるという観点からすると,おのおのの専門の分  

野の人達が1つの問題,虫なら虫という間題について活をしてもらい,それを伺う……そ 

ういう形で出発してもいいんじゃないかという気がします。まあそれも業務報告会という 

時点で討議されるんですが,I丨々の研究の中でも,とりあげられてもよいのではなかろう 

かと思うんです。

もう1つは,話し合いをする機会が案外少ないので,話iし合う場合に自分の話し方が下 

丁:だから诂をしないという,ヒッコミ思案になりがちだから,もっと丨1信をも‘>ような形 

がとられるような方法を作る必耍があるんではなかろうかと思うんです。

吉本好摩のような占いところで分埸としての仕事をやってこられた佐々木さん.......こち 

らに来て何か気がついたことはないんですか。
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佐々木 今過去から将来についていろいろのお活があったんですが,施設とか環境を土壌 

硏究八例をあげますとズーと充実いこきましたし,陥か;こやり易くなったことは狀実です 

れ、それカ、ら洪一のテーマについて林があったんですが,私の考えとしましては,試験機 

閏;こ従诉する者にとって|'|分の研究テーマの決定は重大な間題ですが,もし決定されたテ 

ーマが门分の好まぬものであった埸合・,そのテーマはいかに禾耍なテーマであっても,そ 

れに対する力の入れ方;こ違いがあると思うんです。もっとも址近では技術会議を通して, 

天下りテーマが多いんですが,このような大きなテーマの中で行なえる或る理度幅をもつ 

たテーマ,例えば私の研究室の埸合,苗畑の中で行っている基礎的な小さいテーマの研究 

など,|'1分として力を入れられるもので,しかも時代の要詰;こそうたものを】反り上げて行 

くべきだと思いますね。

それから大ドりテーマといいましたが,上から来たテーマで,例を林〕也肥培;ことります 

と,試験」也設定の基準が木曾谷のような地形では,満足な試験地がとれ難い場合があるん 

です。従って設定しましてもよい試,験地にならない関係もありますし,そういう点を上に 

つきあげて3 くようにしてゆきたいという号えです。

吉本 まあいろいろご意见も多かろうと思うんですが,昔い人達がいままでに特によかつ 

たこと,わるかったこと,あるいは分場へ入って期待はずれだったような感をおもちの方 

などはありませんか。(笑)

松IIIさんあたりどうですか。

松田 一番はじめ入って,すぐ経営の仕+:でしたが,まあ収益性計算でほんと毎日毎「|計 

算にとつついてね,始めは計算が苦『の方だったのが……その内に慣れてきてなんともな 

くなって来たが,はじめ3カ丿|ばかりほんとに座りきりで計算したから,尻にネブッが出 

来ましてね(笑)2年位続けて出来たんですが, 

言本ほお,それは業務上傷告ですね(笑)

松田 任休みに車球なんぞやったので汗をかいて,計•算機(定動)の前で座り通しだから 

それがウンでだいぶ医者通いをしました。そんな思い出もあります。

吉本どうですか,計算ばかりしていて,機械,つ一部:こな“たような感じがしませんでし 

たか。

松田 そんなこともありませんでした。(笑)

吉本荒井さんなんかどうですか,せっせと開墾して苗畑を作ったときのことを考えて。 

荒井 苗畑が遠すぎ・ますね。それが一番つらかったね。苗畑もこの近くにあれは,何かに 

つけー・番よいと思うね。

浜 同感ですね (その他多勢)
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荒井最近すぐ近くに,ゴルフ場が出来それにおされて,女了一の労務者が居らないので, 

除草も思うように出来ん状態です。

吉本畑を近くに持って来るのは無理かな(笑)

荒井山林学校の近くだとなあー

原 柳原さんの当時,上の山地区を交涉して,畑はあるにはあったが而仙の関係とか,

地代とかで,話がまとまらなくて,いまの大原へ決定したと思います。

岩井 当時,物色しても分埸だけでは,どうしょうもないということでね,福仍町長にあ 

つ旋を賴むということで行ったんですが,ところが町としてもあつ旋出来かねて,遂に佐 

藤町長さん身が自分の土地を提供してくれたんです°その後,あの附近の川上さんが, 

自分から貸してもよいというような話があったけれど……

将来はゴルフ埸が出来た関係h,佐藤さんがI叮長をしている間はよいが,町長をやめら 

れるとどういう風に変っていくかと,心酿しておりますがね,まあ全々なくすることも出 

きませんし,困ったことになると思っております。

高樋 だから分場の附近にはないから,今課長のいわれたように川上さんから現在:借りて  

いる隣に,草ぼうぼうにしてあるもう一面の畑を借りてくれないかと向うからいっている 

んだから,借りることを今から考えておいた方・がいいんじゃないかとA?、うんです。

吉本今のところ遠くてもしょうがないから,がまんしろということですか。

浜 この近くで,貸してくれそうなところがありますよ。

吉本 じゃあ浜さん1つ交渉してみてくれませんか。(笑)

浜 やっぱり僕は,基本的に苗畑は試験場のすぐ近くで,朝夕眺められるところに持つ 

というのが持論です。

吉本 それは誰でも思っているわけですがね° (多勢ウナズク)

浜 それにもう1つ私は,ぜひ温室が欲しいと思います。案として保護と土壌の間の辺 

にそう大きくなくとも……

水野 飼育室も一緒に……

佐々木 あの辺は门が当らないという心配があるがねc

浜 それじゃ,テニスコートの横あたり借りていただいて。

岩井それ以上,うまい話はないね。(爆笑)
鷹見水の問題といえば,今年は断水ということがなくてすんだか,冬なんか断水すると 

いうことが起るので,希望として独门の水源が求められれば,カメの大きなものなどで貯  

水しておくとか,そういう問題も考えていただきたい。

吉本だいぶ,いろいろ設備の希望がでたが,造林の方はないですか。
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飯塚 先ず,水のことよりも入れ物の方から始まらなければ,いけないじゃないですか。 

言本入れ物というと?

飯塚 分場自体の建物のことですよ〇

鷹見 まあ,借りていても使うに狭くなければいいと思いますね。

飯塚土壌は,まだまだ大丈夫でしょうがね。

鷹見土壌はまだ大丈夫ですね。

飯塚造林は,だいぶはみだして,廊下にでています。

鷹見 それからもう1つ,図Kの充実もだんだんよくなってきておりますが,これからも 

充実をして行っていただきたいと思います。

吉本 どうです分埸長さん,今迄のio年をふりかえってみて,分場長が来られたころから 

だんだんと分場らしいふん囲気と,休勢が整ってきたというようなことに,今までの話し 

合でなったわけですが.......

これからの分埸の歩む方向について,どうお考えになっておられるか,1つ。

梅原 さて先のことは何人といえどもわからんと思う力・とにかく年々試験研究機関には 

金を出すんだと政府はいいながら,なかなか予算も沢山はくれない。そういう状態の中 

で,まあこれは僕がいうことではなくて,本場長とか,林野庁長官のいうことだが,そん 

なような状態の中で口本の林業試験研究のあり方が,どういう風な配置におかれたら1番 

よいのか,ただいまも話に出たようにわずかな人数で尹スカッションする機会にめぐまれ 

ないで,その小さな集団ではそういう不満がどうしてもぬぐいきれない。では交流をどん 

どん活潑にして,そして2, 3年地方で辛抱した人は,大きな集団のところへ入っていけ 

るというような体制が整っていればよいのだが,それもなかなかいうべくして行なうこと 

が困難だ,ではそういったようなことで,現在の林業試験場のあり方が将来どんな風•にな 

ってゆくんだろうかと,この点については首脳部は,いろいろお考えになってることだろ 

うと思うが,まあ地域を主体にした試験研究というものはそういう訳にはいかないです 

が,当然あっちこっちに支埸分場なりあるいは試験地なりは,設けられる必要:があると思 

う〇

しかしそこに勤務する人達の方からいわせれば,生活条件も悪く何も好きこのんで,こ 

んな辺境の地に勤務したいわけではない。もっと都会に出て生活したいわけだ。だから, 

支埸分埸試験地といったものの在り方は,充分考慮して酿置されるべきだろうし,そうい 

うものをだんだん整理してゆけば,そういった不満もひとりでに解消して行って,よろこ 

んで仕事ができるようになる。よりベターな環境を作ると言うことからいえば,少しでも 

大きな集団になった方が,研究者としても都合がよろしい。またその行動範囲の問題もあ 

ろう,例えばこの分場の場合は,調査地に出かけるのに,此所からでも本場からでも時問
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的にも距離的にも,そう羌がないとハうような場合が多い そんな点からすれば,何も別 

れている必姿もないような気がする。近い将来,本埸と・緒;ニなる可能件もありうるてし 

よう。しかしまた•面には,別れてる万力:好都含なこともあるし,また歴史的な間題もあ 

って,難かしいことだとは恐っています。また,さき程も話が出たように,同居•はごめん 

だ,独立した庁舎を,という二酋见もごもっともと思うが,現任の状態ではなかなか州か 

しいでしょう。遗い将来のことはいざ知らず,ですがね,ただ1つ,この庁舎もだいぶ占 

くなっているから,特別会計の万で違からず改築というような問題が起るだろう,営林’# 

の改築という埸合には,どうなるか,立近きしなくちゃならんかも知れず,心配が残るわ  

けです。そういった場合,本場と•緒にもならんなら,なるべく硏究環境がよくて,しか 

も生活環境も良い所に埸所を選んで,移転したいものですね また歴史的なイ地から,こ 

の庁舎を保存し,何か標本I陳列館のような口的で残して分埸に糸り,営林署がほかの埸也 

に新築されるかも知れません,’そんなこともありうるでしょうね。

吉本 将来のいろいろな希望とか,その他分埸をこれからどうするかというような点につ 

いてのデスカ/ションは,またIIを改めてあるいは記念式典:;)時に本場からこられた時に 

でもやる考えもいいんじゃないかと思いますが,

もし御希望があれば本埸の方を交えて,いろいろと木代分埸をどうするかとデスカッシ 

ョンしてもいいと思います.そう-でなくともまた適当な機会を持ってやることも出來ると 

思います。

そろそろ時間も参り・ましたので,この辺で座談会を終りたいと思います。

どうも長時間御苫労様でございました。司会カ:拙劣で屮し訳ありませんでした。

一同御苦労様でした。
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V10年間の研究のあゆみと業績
木何分埸创立以来10力年間:こおける作研究室の主.耍な硏究笑汕は以下 

のべるとおりである。

造林研究室

1)カラマツ産地試験 (昭和31年〜現在)
柳原利夫 栩秋一延 
川上信千 荒井国幸 
原三千代 梅原博 
皿塚沏

カラマツは,我国の巾」化部にむける重要造林桝耗であるが,その生態型については,ま 

だよくわかっていない,今までは,-I「業用のタネは,恥り易いことから,髙海抜地域の小 

形木からも採J反される傾向があり,その艮し悪いこついての調花研究;ナ行われていない。

一方ヨーロッパにおいては,II本カラマツの優秀性が認められて造林而祉が遂次増加する 

にしたがい,タネの産地に関する関心が高まり,佇地で産:地双験を始めようという気運が 

盛り上って束た、、このようなときに,たまたま,昭和31年が理:作年となったので,各地に 

分mする多数・,つ犬然林について,産地試験を実施し,あわせて,海抜高の避うタネによる 

造林成汕 、違いをも調査して,今後・)折集実行上の資料をうる口的で全国演天然林25力 

J听からタネを採取して,昭和32年から荏苗を始め,昭和34年に当分場では,福島営林署管 

1s新m式験地,'/ ;•时111営林岩管内浅間が験地,I扣中営林罟管内宙 凹!"試験地の3カ所を設

カラマツ産地試験控苗 (産地により黄葉・落葉に差がある、)
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定して試験を開始した。

この結果現在までにわかったことは,タネの産地の違いによって,苗木の我疟の開始終 

了,冬芽の形成期等に違いが見られた。すなわち,高卻度地力•産のものは,低純度のもの 

よりも早く,また同一地域のものでは,高洵抜地带のものか早・いような傾|诃がみられ,ま  

た生長関係は,’富士山系のものがよく,浅間山系のものはよくないような傾向がみられ 

る。

伽原利夫 栩秋一延
2) カラマツの抵抗性品種の育成 (昭和31年〜現在) 荒丿|国杉 HI l：L; f-

原三千代

カラマツ優良品種育成のための交雑母材料とするため,耐病虫,耐仁,耐瘠ワ地性個休 

を選抜して接木増荊を行う他に,変呢木個休の逝抜,外国际カラマツ導入を行って,交雑 

用母材料の仃成を行い,近々に交維することが出來るような状態になった。

柳晾利夫 栩秋・延
3) カラマツの生殖生理 (昭和30年〜現在) 荒井国杉 飯塚三为

川上信了 原三千代

カラマツは,結実の間断周期が長くしかも強い為,稲苗生産,有轴诉業推進上多大の支 

障をきたしているこれらの問題点の解決をはかる基礎として生殖生理の間題を収り上げ 

て研究中である。

花芽の分化期について,環状糾皮の時期を変えて,刹皮時期と花芽分化数とから花芽の 

分化期を知る間接法,および花芽:の分化期と思われる時期に一定期間ごとに牙:をとって来  

て,顕微鏡で検査する『〔接法等で調査したところ次のようなことが明らかとなってきた。

(イ)間接法による調査では,花芽分化期は6 )「ド旬までに処理したものにあらわれた。

(左)冬芽(中)雄花芽(右)雌花芽 (カラマツの生殖生理)
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(口川〔接法によると花芽分化期は7丿］中旬から下句にかけてである。

•股に花芽:分化期の推定法として,間接法によると,真の分化期よりも,やや早く現わ 

n, ill:接法によると,やや逝くあらわれる傾向があるようであることから見て,カラマッ
24.52)

の真の花芽の分化期は,6丿］下句から7丿］上句にかけてであることが,判明した。

また,カラマツのけ:凶に関係する花芋の分化が,どういう気隼条件で分’匕をするかを, 

過去の・:作年,凶作年から拾い出して,花ユ分化期にあたる6乃下句から7月上句にかけ 

ての気％との関係を調べてみると,この期間が,カラッユ状態で,威温,多照,少雨とい 

う状態があらわ:れた溜年は,W:作年となりやすいというように,6丿］下旬から7门上旬の 

気象の影響が大きいようである。

以上第・段階としての花びの分化期についての調査を終了し,現在は花芽分化期の体内 

栄逸条件と分化の関係,あるいは,環状刺皮によって花芽分化を促進した場合の雄花比の 

高I、傾向があるので雌性比を高める間題等について研究を進めている。

その他に,薬剂使用による花芽分化の促進効果,交配採我法として雌花芽枝の水さし接 

法の応用,花粉の貯蔵,発芽等についての試験を進めてい’・る。’'‘、

4) ヒノキその他の優良品種育成の為の母材料の蒐集 (昭和31年〜現在)

柳原刊夫 栩秋一延 
荒井国幸 原三千代

ヒノキ,サワラ,ウラジロモミ,トウヒその他樹種のうち,交雑母材料となるようなも 

のを,蒐集して育成管理を行っている。

柳原利夫 稲葉正則
5) 亜高山性樹種の養苗 (昭和30年〜33年) 栩秋一延 川上信子

荒井国幸 原三千代

ウラジロモミ,トウヒ,カンバ類等,亜高山性加種の養苗方法を明らかにするために, 

床怜密度,施肥法,鹿陰度比較,サシ木法等について試験を進めている。

ウラジロモミとトウヒについて,追肥時期の試験を行ったところ,トウヒは,追肥時期 

により成長の違いは見られないが,ウラジロモミは,春の追肥が秋冬の追肥より成長がよ 

かった。

ウラジロモミの2年生床替苗を使って逸分吸収の季節的変化を調査した結果によると, 

Nの含仃率は,秋冬から春に多く,盛夏期,特に7丿］頃最:低:となる凹形変化がみられた。 

苗木各部の含虽は,地上部特に針葉には多く,根は少ないような傾向がみられた。

1> も,Nと同じように,夏に少ない凹形変化を示し,秋から冬にかけて多くなってい 

る。苗木各部の含堡は,根に多く,地上部は,少なく特に夏から秋にかけての針葉に少な 

い。
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11陈忒験

kは,nやpと異なり,以期に増加するw移状の変化を示した

カンパ加(ウダイカンパ,シラカンパ,グケカンバ)の无帝二、七广二;T,発芋と糾期ハ 

生育二:ま,水分管理が币:耍てあ て,乾燥にょ,て,発片:がはなはだしく |；|以:されるの 

で,まきつけ床に対すん敷ワラの■'<>)果は顕样なものかあ < た,

6 ［亜高山樹種の造林 (昭和30年〜現在)
师原刊夫 樹•火・延 
梅原博 荒丿I••国歩 
原:千代 館塚•1)｝
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この,沢験は,高海抜Jik帯ニおける更改用樹極としての内国,および外国産樹種の造林的 

二の M義:ナ,いわゆる実川試験として,カラマツ2代目の不成沛造林地とみられるよう

なE'l環境J也 尿適造林丿ノ•法を研究十るため,］：•として松価(その混交も金めて)植裁方 

法, 保仃ノノ・法等:こついての訓ぶを進めるため,上山営林性大門山国n林の145〇〜1560m

8)メタセコイヤ,欧州アカマツ,ストローブマッ,ボブラ,欧州カラマツの

養苗並に植栽(昭和30年〜34年)

聊原利夫 
荒井国染

期原利夫 
栩秋一延 
原三下代

告虫の加’糸がH立・、てあらわれた、

性質,造林方法専の研究をII的として,鼠験を行なっている

アカマツの本数密度と椚栽ッ式カ:立木の形質成長量:と,どんな関係があるかを明らか二 

する11的で,昭和28年,昔村田営林署浅川川1国仃林にha当り,5,102本一一形植,3. Om間隔 

にha5,555本を5本寄植え,3.0m間隔にha当り3,333木を3木寄帽え2沐验を開始,昭和37

博
・延

•:男

試試地は,福島営林苫•及び岩时III営林署管内で,現在:は,ヨーロッパアカマツと,スト 

ローブマッの代較次験と,ニホンカラマツとヨー ロッパカラマツ,ラリシナカラマツの比 

9 )アカマツ本数密度と林分生産構造 (昭和28年〜37年)

坂い勝)ミ 
稲・正則 
荒片国争

アカマツ‘シラべについて,正方形普通俯栽,胖状恫栽及び,カラマツと,ウラジロ

柳原利夫 栩秋一延
荒井国宰 原三千代

較找験を実施中であるが,マッ料で;:t,ストロープマッの成長が,良好であるが,低葉性 

この試験は,中部地力•に対する外国!W而・')適応性を調査すろため:二,昭和30年度kり, 

试験を始めているカ,昭和33年二欧州カラマツ2500本を山出ししたのを:土じの,メタセコ 

イヤ500本,欧州アカマツ6500木,ストロープマッ2500本,ポブラ頹72系統刀逢苗を終f 

ウラジロモミ,トウヒ,ストロープマッ,カラマツ,コバノヤマハンノキ,ヒメコマ

7)低位生産林地(黒色土)の造林試験 (昭和37年〜現在)
梅原 
栩秋
飯塚

コバノヤマハンノキク)帯状はび列状混交値俄とを紐合せて昭和36年から,試験を 

始めた結果,コバノヤマハンノキは,植栽嘔年にけ,大部分が枯損する被’占がみられ,そ 
, ※う)の後ヒメコマツにも,かなりの欠担株がみられる,、

カラマツ出、.>成長は,ニホンカラマツが,すぐれており,落葉横及びナラタケ病の被’占 

も怪微:であ”る

したものカ、ら山出しをして,それぞ・れク>試験副花を実施し-こいる
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年度まで木會分場で担当したカ:,昭和38年以降は,本埸造林研究室で,担当することにな 

った。当研究室で,担当期間中の調査結果では,各処理間に明らかな成長差は,みられな
冴4 ,東5)

かった。

アカマツ値栽疎密度比較試験地 (5本群状値栽区)

10)収穫試験 (昭和29年〜現在) 帘川良一原好男
長谷川敬一松IH光好

所属作業級における現行施業法にしたがって施業し,その林分について材仙算’定に必变 

なる計算要素を明らかにするとともに,その成長挞および収後に関する統計資料を蒐集す  

る目的をもって,昭和9年10月12II八山第5214号山林局長通牒による収稚試験施行”法ふ: 

が作成され,昭和11年度より,東京営林局時代より遂次試験地を設』し,•長野営林局より 

引継いだ収稚試験地は,カラマツ・ヒノキ•アカマツ人工林の9カ所であった。(第4・5頁 

試験地一覧表ならびに下段参照)この調査成阳は,収【&试験地台帳として保管するととも 

に公表している。

上記収模試験施行要綱と同時に,I日収他試験地の整備を全国視野•で行ったのであるが, 
124) 

木曾分埸では,昭和33 • 34年で,収拖試験地を4か所廃止した。

今後新規に設定する収稚試験については,34年6 ))121134林野指第4127ジ収と試験施行 

要綱によることに決まり,新設計画は長町•営林局の地方性を加味して別&のとおり16カ所 

ときめられ,昭和34年度より新設を始めた。

現在の収感試験地は,ヒノキ林3 •カ所・カラマツ林7カ所•アカマツ2カ所•スギ2力 
※し※2 ,ほ3法4 ,米5) 

所の14カ所である。これらのその滞合の調査成箱は作年の年組に掲賊した。

新設計^兩］

支分埸(営林局)
K'J fell

年度
スギ ヒノキ アカマツ カラマツ 計

木竹(長野) 1
2
3
4
5
G
7
8
9
10

昭和34年度
〃 35 〃
〃 36 〃
〃 37 〃
〃 38 〃
〃 39 〃
〃 40 〃
〃 41〃
〃 42 〃
〃 43 〃

1
1
1

1
1
1
1 1

2

2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2

計 3 4 3 6 16
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収禄試験験調査は,新規設定後5〜10年の間隔をもって調充をくりかえし,経営計画占: 

に定める伐期後約20年間継統調査を行うよう決められているが,当分場では第3回目・第 

2回【Iの調査完了したものが,各々1カ所づつであと12カ所は第1回目調査が行なわれた

I'VdA飾収栖試験地 1960年中間調ft ,怪井沢カラマツ人工林収阳試験地 1960年新設

昭和34牛決定

(A)
年
度
別
IM
K!
別
針
画
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［段’1 1
坂 ド I 1

:汁 3 4 3 G 1G

ばかりのくりかえし調う力:少なし、試:験地である

11)高山林の取扱いに関する研究 (昭和29年〜現在) illI UH • 渡辺以郎
原 4" な谷川敬一

松UI光好

本次験試は長野県由佐久郡南牧村海冗,fllll-lf粟区73よ林小班(ハケItiの山すそに位弟: 

海抜尚1,800m・傾斜南四25 ～35 • I:壊山)型)に,昭和11年8丿］麻生己師が折設され,

八ヶ岳天然幼令林"保冇(間伐)试験弛 
B種間伐区1962年中閭・住

その後3回にU. I)綢花を部•続し-•:,

卜・林木の混合歩合は,シラべ68〇,ア十モ 

リトマドッ26气,コメッガ6。〇八林分•_・あ 

る,式験力・法:よ,R繩間伐•(’秘間伐施匸ヒ 

止帔区として無!■••入|x：G 3区を設苗・し［あ 

ろ 成長吊.•収很ド・その他統計資料の収集経 

過や,林分仇造の推移など,亜髙山林の施实 

についての用重な資料が集積されっっある

昭和37年調在までのとりまとめを号察すZ, 

と,保仃の轮度に「,て径級あるいは幹形が 

変わるので,そ・の間伐程度をいかにすべきか 

:?..生産:材c用途によって変えろべきてある
4 )

と号えられる

12)カラマツの収益性 (昭和30年〜34年) 原が男

林業経営を合理的に3なうには,収益I)関係を十分に号慮しなければならない本調査 

は,信州地方における国営造林のカラマツ人「•林573箇即について,収益性の傾向をとり 

まとめたものてあろ そして,、え地条件二応ずろカラマツ造林の职扱い万法をきめろ参号 

資料を見いだしたいのである
既既;ニ投ドされた造林費その他諸経Mを,現在の立木価恪(既往の間伐収入を含む)と 

の関係により,収益性の傾血を林分単・位・地団級・地位級等;を,i齢級または林龄に集約し 

て比較検討した。

- G7

この綢作万法に関係する凋加、1「は,非常;こ多二、ので,•時;こ総休的に究明することは 

とうて1、イ;川能であるので,調住地の制限•凋作万法にも制約と前捉を設けた。

収祐性の計算式は,林業較利学において経済的均衡刀一般原式とよばれる

CC1+V1 )1.01>»,+(C2+V2)1.0l>'>,1 + ……=Dal.01>n+Dbl.0P"h+Au

u……現仆:林齢,u,……仙栽林齢,C=造林・,V……管理’！？,

〇……間代収入額,1,2……値一時よりの年数,a, b……間伐

年度,A……伐収入額(現在評価額)

を満足するPをもって利回りとする〇

すなわち,伐採時にょ;ける収入と,支出の後価合計が等しくなるような利率である。こ 

の式;二上り刊回りを計算することは,指数計算となるので,平均投資年度と平均収益年度 

とを,係玖表;こよって求め,商略な利回り計算をした.、なお,地代Iは算出困難などの理由 

にkり計ン因•から除外している。また計算期間は昭和30年4丿］を庙谁とした。

(イ孺］径地の此況と而積

凋作地は,艮町・ •上III •岩村III • FIIH •松本および融訪「)芥営林署管内で,国営造林地 

と’ぼ行造林地とである。この而積は9,724. 83haである〇

(ロ)総合林分の調査成袖

澗在地総而積の75. 2%の面植を由める地位:級印,Nを合併した調在成綃を,地利級別:こ 

まとめてみると次のようである。

①投資額

投資額:ま,1haあたり3万円から6万円までが大部分を占め,地初級に見ると,地利っ 

悪いところに比較的高額な簡所が多くみられる。

(2) 収益額
収祐額は第!図が示すように全般的には地科!級別による差がかなり明りょうに認められ 

るが,地利級別の収益I山線が交差しているところもある。

(3) 利回り

利回りは,いろいろの因子にも影イされるが,上として投資額と収益額との攏額が大き 

い程:高利回りを示すC
第2図:よ,地代を算入しない地利級別の柯回りである。この丸高利回り林齢は,地利級 

1〜3等級では3〇〜35年でそのときの利回りは5 ～ 6 %,地利級4等級では45年でその利 

回りは約4 %を示している。5, 6等級の利回りはほとんどゼ口に近い。
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第2図利回り

(ハ)まとめ

カラマツ人工林の収益性を調査検討した結果から,収益性の面よりカラマツ造林の推進 

に必要な点をあげると,

カラマツ造林の企業としての採算をこの調査結果から判断することは危険なことである 

が,地代を算入しない造林の利回りカ:,ほとんど6 %をこえていないかなり低いものであ 

ったことよりして,この調査においてなにゆえ,利回りが低かったかを知る必要がある。 

これについて次のことが考えられる。その1つとして,粗収入を分析して見ると,

1) 利回りに直接影響する立木価恪は伐出費(地利級)によって大きく左右される。

2) カラマツの材価が,スギ,ヒノキにくらべて安かった。
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カラマツ造林地は高山地帯にあり,伐出費用がかさむが,伐出塀斐の合理化による経費 

の軽•減;よ,カラマツ造林の経i齐性向上のキメ手の一つではなかろうか。また過去において 

間伐の実行爪:があまりにも少なかったことも,間伐折業の採気が悪かったことによると思 

われるが,造林技術的にも,経济性の向上のためにも,間伐がもっと行なわれるようにな  

らなければ,カラマツ造林の不利を克服することができないだろう。また間伐材価に関連 

するカラマツ小径木の利用拡大に対する期彳月も大きい。

その2つとして投資額について考えると,利回りの向上には投資額の無理のない限度に 

おける減少があげら:れる。この方法は,投資額そのものの減少と,投資期間の短縮でなか 

ろうか。品丽改良・施肥・利用径級の低下などの方法は,投資期間の短縮に関係するが, 

これらはいずれも当而あまり期待できないとすれば,投資額そのものの合理的縮減を対象  

にあげなければならない。

全調住対集地の4分の1は,カラマツの標谁造林費とみられるhaあたり4万円をはるか 

にこえる多額の投資額を示していた。この原因を追求して,むだのない造林をすること
54)55)102)※し※ 2)

が,カラマツ造林における今後の課題といえよう。

13)ヒノキ林の収益性 (昭和32年〜38年) 原 寿男 長谷川敬一
松田光好

カラマツ林;)収益性調査と同一な目的と方法とによって木甘谷および笑木何経営計画を  

対照として390力j;lf8, 934. 21haのヒノキ人工造林地について調査を行なった。

(イ)調査地の概況と而秋
調査地は,木曾谷においては,奈良井外7営林署・,套木曾においては,中津川外1営林 

署である。木何谷(特に北部)においては,高海抜まで植栽されているが,裏木倉を合併 

したので,平均海抜高は!,150m前後となった。

(ロ)単個林分の調査成績

調査地総箇所数の93.1%を占める地位級m • Nを合併した調査成績を,地利級別にまと 

めてみると次のようである。

(1)投資額
投資額は,8万円より20万円と幅が広くなったのは,改稲植などの個々の造林地の外に 

地利級の良し悪しによって,現われたものと思われる。

⑵収益額
収益額は第3図に示めすように,全般的には,地利級別による差が認められる。

⑶利回り
利回りは主として,投資額と収益額との弟額が大きい程高利回りを示す。
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第3図収福額

令M

第4図|n|り

第4図は地付を算入しない地利級別の利回りである。この最高利回り林令は,地利級2

～ 3等級では,40年〜60年で,そのときの利回り3〜4 %。地利級4〜5等級では,40年
, 亲3)東4 ,※ら)

〜50年で,その札回りは,〇～2%を示している。

14)ヒノキ人工林の成績顎査 (昭和30年〜33年) 渡辺録郎 滑川良一
長谷川敬一

昭和30年ヒノキ・カラマツ適地調査として出発し,昭和31年以降は標題の研究項日とし 
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て,昭和34年,問れ研究を完\した、、

木・におけるヒノキ人工林の成朴iは,余り艮くないと己われているが,それが木曾谷全 

休としてどのように悪いのか,なぜ悪いのかを調べるたわ地域別,標高別に701カ所12,641 

haの造林地の成沁を森林調在簿を里礎として分析・した。また空,1'V貞等を参考にしてこれ 

の検討を行なった。

その結果,イ・全般的に木何谷南部が・く北部が悪い傾向があること。口・ほぼ環境の等 

しI 、隣援造林地の間にも,样しい成紀の涯異・が現われる地域があること。ハ.広い範囲に 

わたりイくわ地域があることなどが解ったので,詐部調』として,王・・野尻・上松営林署 
管内と数個所;こ調れ地区を選び現地調如を行なってその原1对を調べ’た。

15)ヒノキ天然生林の成立研究 (昭和31年〜昭和35年) 沿川［'I ・原 好男
長谷川敬一松III光好

ヒノキ人工林の成跖朋査と併徉して木沖佇地の犬然林について,その成立の状態すなわ 

ち,塩始林.二次林・呢令林等がどのようにな,ているか,或はこれらの犬然林の植生は 

年丹の変化とともに,環境といかなる関係をもちながら変化してい爲のかなどを調査し 

た

木曾ヒノキ犬然林に関係する文献を集収するとともに,木钟谷各地で過去におレ、て調査 

された伐根にtる年令澗査•樹眸解析資料を集収し検討した。

資料の集収を検討したところ,発生年代と本敖の関係を渦べ,•その発生年代あるいは他 

樹剛との況交歩合に幾つかのタイプがあることが解り,またその分こしたがいタイプご 
とに1〜2力j听の調れ地を,三沛・ヒ松•王滝•澱•紀］聯区の天然林伐採跡地:こ選び 

伐根・査を行なって,他樹ん混交歩合’伐根の形状.半從•年輪敖•年輪密度などを調べ 

た。

また,王滝・三殿・福岛•坂ド事業区において-度皆伐され,その跡に発生した幼令林 
次］必2 ) 

の巾より調査地を選んで,林分構造および値生調査を行な・ ・た。

中止または廃止した研究項目

開設当時,試攧研究項Hとしてあげていた研究項11で,途中諸極の小:I片-ご研究を中止, 

ないしは廃I上した研究項目は,下記の通りである〇

1)スギ侦栽試験(スギ産地試験)(昭和29年〜109年)

渡辺録郎

長野県を中心とした中部山岳地帯に,址適な・”本系,スギ品種の腮言を目的としナ
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2) ヒノキ産地に関する研究 (昭和31年〜41年) 抑原利夫 栩科"延

荒井国歩 原三千代

同一地方産の海抜高の違いによろ鉗宾性の差呢の仃無を調査することを「【的とした、

3) 林木距子の発芽効率に即する検査業扬 (昭和30年〜未定)
柳原利夫 川上信了・

発芽効率の依頼稲了 •の検妙を行なう,

4) スギ保斉形式比較試験 (昭和30年〜未定) 渡辺線郎 伽原FU夫
稲栗正則 栩砍ー延

比較的長伐期の建築用材の生産林分を対象にスギ保ご形式と立木の形質成長在との関係

を明らかにすることを11的とした.

5) カラマツ保仃形式比較,式験 (昭和30年〜未定) 渡辺録郎 即原刊夫
福葉正則 栩砍・延

カラマツの保育形式と立木の形質成長吊:の関係を明らかにすることを卩的とした.

作業研究室

本研究室は,昭和29年11月木竹分埸创設と同時に,それまで秋川および高知両支埸に分 

散していた本研究の担当者を当分場ニ集中して設けられ,作業能率および林粟機域の2分 

野;こ関する試!験研究をる始し,短時IIのわりにはかなりの成果をあげてきたが,その後さ 

らに,わが国機械工業分野の進展に対応して口進)］歩する林業饌或に関すろ試験研究を充 

実させる必要にせまられ,昭和33年7丿］本埸に集中統合されるにいたったこの間,前・半 

は作業能率関係に重:点、をおき,後、「は林業機械関係に重点をおくなど,営林扁と緊密な連 

携をとりつつ,現業からの要詰にこたえた調符研究がおこなわれた研究‘室1担・貝の帽成 

はつぎのとおりであった。

昭和29年11ハ〜昭和32年5月

宮川信一(室長),岩原健康,秋保親悌,石井邦彦,高樋孝一’和卩】屯郎

昭和32年6月〜昭和33年7月

山脇三平(室長),岩・原健雄,秋保親悌,イi井邦彦,高樋孝一

研究項目は,開設当時きわめて広在にわたっていたが,その後本場の研究項I】に関する 

整理統合に沿い,下記項目を担当し,調査研究がおこなわれた。

作業能率に関する研究

a .エネルギー代謝率の測定

b•作業動作に関する研究

c・動力鋸の作業方法に関する研究
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d.器只•の改・に関する研’究

林業擬械に関する研究

a •仙線ならびに長距離集材に関する研究

b •林鉄貨車の連結器ならびに制動装置に関する研究

1)作業能率に関する研究(昭和29年〜昭和33年) 研究担当者上掲

エネルギー代諏率の測定に関する研究では,手挽鋸による伐木造材作槳だけでなく ,当 

時木何谷国冇林へも说入されつつあったチェンソーによる伐倒.玉切作業,さらに集材機 

の他奴作業,人力による岩盤切J反作業などに対して,呼気分析器によるエネルギー代謝率 

の測’定あるいはフリッカー値測定器による疲労度の測定などがおこなわれたが,これらは 

いずれも作業功程の調査と併行しておこない,作業方法の改沖あるいは標準功程:の策定に 

資するようにすすめられた。すなわち,伐木造材作業に対しては,動力鋸の作業方法の確 

立に役、’/:たしめるため,当時あたらしく開発された国産チェンソーと導入されつつあった 

外国製チェンソーとを,同•林地•同•作業者によるできるだけ瞼密な代較作業試験をお 

こない,さらに1人組,2人組などと組編成をかえた試験をおこなうなど作業方法の改善
32.34.35,39)

に役立つ成果がえられた。騒音の測定による機税別の作粟者に与える騒音の藻とその対策 

などもしらべられた。なお?;•盤切販作業に対しては,岩盤の種類別に切取作業功程を比較
5.11.16)

し,風化岩の切取りにカチ込ミ法を号案して従来の方法と比較することができた。

作業動作に関する研究は,人力による作斐の技能のー・般化を冃標としたもので,人力作 

業用器具の改良に関する研究と併行しておこなわれた。すなわち,長野営林局管内におい 

て使用されていた手挽鋸および伐木造材手の実態調査をおこない,各種の手挽鋸の蒐集な
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8.14.15)
ともおこなわれ,その使用実態があきらかにされたが,そ・の後担当者の本埸への転任二と 

もない,本場で継続研究されることになった。

このほか秋川支場での調査に紺;続しておこなわれたカラマツ、7:木利用率の調弁などもと 

りまとめられた。

2)林業機械に関する研究(昭和29年〜昭和33年) 硏究担当者上掲

当時の木曾谷林業機城化のいちじるしレ、特徴であー‘た集材阳よび林鉄関係の機敬よは 

び装胜の改良研究二重:点が丸;かれた

曲線および長距離集材%那［の改良に関する研究では,戦後九州地方で創案されたエンド 

レスドラム1箇をつかう1胴エンドレス方式に対して,荷の走行および上げドげ用の2本 

の作業索をエンドレス化して2箇のエンドレドラムで運転し,空荷のときでも大きなm. 

を荷掛けフック付近につけなくてすむし,集材機も小形につくることのできる2胴エンド 

レス方式が考一案され,埸長んで特井出顯(特願昭3114060)もおこなわれた。その後尊 

用搬器および集材機を試作し,1,000石実用集材,式験に成功し,その成果がとりまとめら 

実用化もおこなわれた,

同搬器(試作第1号機)

林鉄貨車の連結器および制動装阳二関する研究では,M社:製|'］動連結器を装備したトロ 

の走行抵抗の予備的測定などの試験をへて,より簡単でとりあつかいやすい自動連結器の 

考案と試%がおこなわれ,埸で特“'H通1(特籟昭315700)がおこなわれた。また林 

野庁業務課からの依頼もあって,4短軸4輪の新形トロと2軸2輪の普通形トロの一走行抵 
36)

抗の比較測定試験結果もとりまとめられた。
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保護研究室
(病 害)

V苗畑病害に関する研究(昭和30年〜昭和31年) 的睬武夫 下島恭人

大沢郁子

この研究はカラマツ,ヒノキの稚苗立枯病の防除訊:験を長野営林’#•柏原苗畑,駒ケ根営 

林’*:沖I苗畑をかりて実施したカ"沢験結果,供試した木酣液,水銀製剤(ウスブルン),
4)

硫酸の巾では,木飴液が立枯病|;方除にかなり有効であることを明らかにした。またヒノキ 

根腐滴につき上松営林署•上松苗畑で行なった試験結果,水銀製剤(ウスブルン)【こ塩化加 

里及び硫酸第1鉄を加用すると础のあることが明らかとなった。

2)カラマツ落葉病の生態的防除に関する研究(昭和31年〜昭和37年)

的榛武夫 浜武人

この研究は,はじめ福岛,大町,kill,諏訪営林署で調査してみて全果的な発生予想が 

あったので,長野県下のカラマツ造林〕也を関係機関の協力によって調査した結果約6,000 
76)

haにわたって発生していることを明らかにし,なお各地で採集した落葉病あを分離培養し 

て検討した結果北海道東北地方.に発生している落葉病師Mycosphacrella larici-lcptolepis) 
と同・俯によるものであることを立“ i"?また幼苗を用いて落葉痣模擬試験(摘栗)を行 

ない耻全木と犧病木との間には略10%根度の生長差が推定されることを究明した。なおま 

た本病の発生環境としては年間降雨htの多い場浙,霧の多発地帯に被害の多いことが把握 
76.127) 
された。
本病の防除について,薬剤,落葉処理(焼却,除去)の試験結果,罹病落葉上の・囊胞
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子が生葉上へ飛散する5 ～ 7月,三共ボルドー 400倍液を数回撒布すれば略完全に防除が 
26)

可能であることを明らかにしたが,実施上,経済上の間題があるので,各・地から落葉病抵 

抗性候補木を選抜し,これより接徳を採集して抵抗性候補木林を林木育負埸長野支埸の協 

力により造成した。現地試験を行なって抵抗性の検’,日こ合恪すれば将来これを母别林とし 

て落葉病にかかりにくい苗木の供給が"F能となる。

カラマツ落葉病罹病木(I-Jと落史.抵抗件候補木(下)

3)林木のナラタケ病に関する研究(昭和 31年〜現在) 伊藤城人 浜 武人
河川弘 占本衛

この研究は,上田営林署管内のドイツトウヒ枯死木多敖を調査した結"ナラタケ病にょ 
るものであることが分,?,さらに長野衆内住〕也の枯損木を調査した結果本病はカラ&确ツ, 

ヒノキ,アカマッ等多数の造林木を枯死せしめている実態が明らかとなってきたので,昭 

和33年より発生環境調査を実施して,カラマツの幼令木の場合本病は値付後3年11頃から 

発生し4〜5年目に股もはげしく以後低下する.感染後約1年で枯死する,しかし感染後 

国い枝M旨層を形成し治癒するものがある。本病の発生は広葉慟の伐根がナラタケ病にわか 
［れていてこれに接触したとき発病する場合と,土壌中に1時的の停滞水が生ずるような 

尸・所V根がくさりここからナラタケ苗の侵入をうける(地形的にみてゆるやかな平坦地も 
［く …台地上凹地形部で,叫どけないしは,梅雨時に1時的な俾滞水のある湿性な場所) 

場合の2通りがあることなどが明らかにさ’‘た。
〃なお昭和34年度から生態的な防除をn標として"・営林署•大門に固定試験地を設け研究 

ラ進めているが,造林木の周辺に側溝を掘ったり’もしくは盛土を行なって土中に滞水が 

I,くたるような方法を講ずれば本病の発生はかなり少なくなることが,中間的に明らか 
少な、 ※2,%3,ほ4法5 )
となりつつあQ。
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ナラタケ帽にま;かされたカラマツ造林本(5年生)

4) カラマツの先枯病に関する研究(昭和37年〜現在) 浜 武人 海老沢お了- 
北海道更北地方で大面祖にわたり激烈な被・をあたえっっある先枯病の仃無につき,長

町％内の国私有林を対照として疑似症を採集・して解析を進めると同時に,発生地帯より苗 

本抑瓯の加を移入しないよう未然防止.を県内林業関係機関に要話しつつある。なお現任ま 

で長野一円を概況調査して.本病の未発生をたしかめたが,昭和38年度より,詳馬・新潟, 

山梨など関東,北陸地万に接する県境地帯の飯IH,飯山,臼卩1,君村HI( ・部)各営林署 

管内公私ハ林を粘査し先枯病類以被N (疑似症)を約80点採集し病原一の分離培布を実施 

して研究をすすめたが,この調査紆i果からは先枯府;よ未検出であったなお今後も引続き 
淨4 洪5 )

のこされた地域の細部調査を研究中であ2。’ •

5) 病害鑑定診断防除指導(昭和30年〜現在) 伊膝武夫 浜武人
過去10年間の向定依頼は総ヽ数342件(31年21件,32年23件,33年6件,34年30什,35年 

32 (T-, 36年74件,37年79件,38年54件)樹種別にはカラマツのものが,最も多く‘ついでヒ 

ノキ,スギ,アカマッ,ウラジロモミ,トウヒ等の怕であり,病なはカラマツ稚苗立枯病 

他多敖が検出され羌。 时

な利幾会あるごとに長野火内各地で発见された本邦未記録の例法して,ネ［京,アカ 
マ8严カラマツ,卜鸵?ストローブ繆,ス劉サ我コメツガ,エゾエノキなどの

' 67) 111) 123) ー ’ O
てんぐ巣病,詳しく再・されたものとしてシラカバ,クヌギ,シラベ,ウラシロモ;、など 

のてんぐ巣病,キハダ類を中間寄宿とするアカマツの葉さび病,クマスキのほっさ炳があ  

り,これらの病態,生活史などが明らかにされた。

(虫 害)

1)林野突発害虫に関する研究(昭和30年〜昭和31年、 伊藤武夫 小沢孝弘
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下島代人 大沢邰い

この研究は艮野県下において突発的;ニ発生してきた森林据虫を研究の対照としたもので 

主要なものとしては,小蛾預二関すら研究,ハバチ類に関する研究,オオスジコガネの|:方 

除試験などであった。小蛾に関する研究としては,ハヶ岳山純•帶のカラマツに,昭和30 

年8丿］大発生した危葉性’占虫を調住してこの被'占:が新害虫によるものであることを叫］らカ、 

にし,加,虫はカラマツマグラメイガと命&されて公表新純の記诚が3なわれた なホ;こ 

れと同じころ,カラマツをfx',',：-rる小蛾としてカラマツツツミノガ,カラマツヒスハマ 

キ,カラマツエダモグリガ,カラマツイトヒキハマキ,ハイイロアミメハマキなどのカラ
44)

マッの重要害虫が次々に明らかにされ,この経過習性について研究が行なわれた な.;;力 

ラマッに寄生していたものとしてテングハマキ,アトキハマキが,カラマツ以外のものと 

してドイットウヒを食":するトウヒッヅリハマキガ,ヒノキにつくヒノキカワモグリガ, 

サワラを食’占するものとして,ウチジロマイマイ等多敖の為しい小蛾;二ついて研究が"な 

われ重要な記晶が集録された次二ハパチ"iの研究としては,l-.IH'W林‘#・管内に大而祖に 

発生したハバチは新害虫カラマツァカハバチであることを明らかにし経過村件とあわせ公  
表さ兌:%来初鮮に圮 、て阪ふ刀知られてレ 、たカラマツキハラハバチが坂卜・林岩管|勺

カラマツァカハバチのせ,;:により針桀を失な 
ったカラマツ被害樹と仅害巾の幼虫(山内) 
く昭和32年6 )］> 上|「|営林署管内 
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で,ニセカラマックロハバチ(れ称)が,1:1 II■•:j林’目行木峠附近において,カラマックロ 

ハバチが上山営林’*•・管内傍陽において,そ;れぞれ発!!され,わが国の初の被害例として記 

釘、された また長蚪泉内也のカラマツ造•とでマツノクロホシハバチ,マツノミトリハ 

パチの被'」,・が,サワラ造林J也でイトウハバチ,ボブラ；こっくサクツクリハバチ,ハイマッ 

ロ生地でマッノキハバチにkる被’」;:実例が新らたに次々と記録され,わが国において林木
40)41)43)45)

を加I'占ナ,:’ハバチHiに|対する硏究に重耍な資料を得た。

オオスジコガネの防除,汰義としては,上IH営林岩代内カラマツ幼令造林地に大発生した 

幼虫に蚕姉に培径した.火強歯を施用してある理度有灿であることを究明し,同時に同地附 
28探1・※2) 

近て本丿」;未記録のコガネムシ寄生備を発生しこれをコガネムシタケと命として公友した。

2) マッカレハの発生予察に関する刑究(昭和32年～現在)小沢孕:弘 小杉・:戲

この研究:よ,マッh'i ノ’)1•:要:'占虫であ!マッカレハの発生)-•察の・弟資料を得るため林業 

試験埸保護部で定めた方法に従って,岩村』営林署浅間山経営区内に25カ所の試験地を設

4)1, 6の幼!Jl, 7丿|のむ,8丿Jの卵,10丿】の越冬而の幼虫樓息敖をしらべ,個体数 

の時期的変動と耍困を明らかにすると共・に,採集資料を飼育して寄生蜂,寄生菌の状態に 

ついて研究を行ないっっあるもので,棲w(の変動は,アカマツの成長状態,および,地 

況普;の関係が多分に形響すること,飼育結果の天敵として,幼虫、;こ軟化病,Isaria曲,

!卩腸多角休病,卯寄生蜂としてTrichogramma 

比較的多いことなど発生):'察に関連する資料が 
普!〜矛5)

得られつっある

3) 一般穿孔虫に関する研究

(昭和33年〜昭和38年)

小杉％戲

币:要:な森林害虫である穿孔虫対iについてキク 

イムシ科を屮心として分類,形態,生態および 

被'占について研究を進めた。キクイムシ朝・現 

在の分類:よ呢論が多いので1PS・Xylcborus. 
Dryocoetcs属を中心に内部形態特に燈の如マ 

器と咬晋の形態からこれらの関係について号’察 

を行なレ、,これに関連してキクイムシ科の生態 

的特徴である危痕型にcいて考察を加え,師龙 

下穿人性,養I’剛•,材部穿入性の"}•を"‘島f
ことにょって系統化のできることを発表し, く昭和34年5)］> 岩村山営林ッ

マッカレハの発生にょ！} BHC粉剤 
の散mをおこなうアカマツ林

,Tclenonuis, Anastatus芥属ノつものなど力;
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生態および被害については,34年の伊勢湾台積風倒木に穿入加’占する穿孔虫頂ノ)訓れを仃 

なったところ,カラマツにヤツバキクイが,アカマツ;二マツノキクイ,オオゾウムシカ:優 

占種で,ヒノキ’サワラ地帯二ほ仞皮部にヒバノキクイ想,材部にキクイムシ舛,ツツシ 

ンクイ科のものやオオゾウ厶シ〇,被’占が跖:・であり,特にッツシンクイF：］のツマグロッツ 

シンクイがH立っていた。

亜髙山帯のモミ,ツガ等;こはキクイムシ科てはヤツパキクイ他幼",カミキリ科,ツツ 

シンクイ科のものの穿入がみられ,風倒前の過熟木の立木栖造から被古様相は北方林と預 

似していることが明らかにされた。

4)国有林野虫害防除試験(昭和35年〜昭和38年度) 小杉为歳 小沢栄弘

この試験は奈良井営林’目管内のトウヒ造林J也;ニエゾマッ力サアブラの被・:が発生したの 

で被を調花を行なうとともに薬洲方涂航験を実施した 綢査の結果力サアブラの被古;よ,

Aphrastasia 3簡,,汁5極を龍めたが,被・:の］.:

エゾマツ力サアブラの被’J；：

エゾマツカサアブラ,ヒメカサアブラ,

虫瘦の寄生により仲がわろく奇型とな 
ったトウヒ く昭和38年8 ｝］>

福・営林署・内

休をなすものはエゾマツカサアブラであろこと 

を明らかにした。初年度の調なよ7I被”:発生は 

陽光との関係が深いことが推定されたので,福 

島営林'呂管内に試験J也を設定して陽光条件にょ 

る虫瘻のん生•状況と生れ・との関係について凋作 

を行なってみたところ,エゾマッ力サアブラ 

は,II当りのよいトウヒに寄生しやすく,上木 

などの多いH陰地や林縁などの半陽光JUiでは寄 

生しにくい,即ち被’占は陽光地で音:しく半陽光 

地では少なくなり,11陰地では全く現われな 

いことを明らかにした。なお本’占虫による被?;: 

はITig;よびその附近に寄生する埸合をのぞけ 

ば生長にうえる影響も比較的少ないことも分つ 

た、 なお薬削防除試験結果によって,殺:卵効果 

のあるデリス乳剤と殺虫効果をもつB HC乳剤 

の混合液300倍程度のものを撒布すればかなり 

効果のあることも同時に明らかにされた。

5)永年作物の害虫に関する研究(昭和36年〜現在) 小杉孝蔵 小沢栄弘

信州地方のウラジロモミ,カラマツにつくアブラムシ及びこの天敵昆虫アブラバチにつ 

いて本埸,北海道支埸と共同で,岩村田,謝訪,藪原営林署管内において調査を行なっ 

た その結果ウラジロモミには,トドマツオ 

ナアブラカ:,カラマツに;まカラマツオオアブ 

ラが寄セし,この天敵としてはアブラバチが 

いろことが明らかにされた。次にウラジロモ 

ミについて藪原営林署管内に此昂t験地を作 

りトドマツオオアブラおよびアブラバチの季 

節的な変動について調れしてみたところ,IPJ 

者の楼息’放は春から更にかけて増大し,秋に 

は減少・するが,後者の寄生はいつの時期もn 

密度であ,た しかしカラマツについて,村 

田営林岩管内で調査した結果では,カラマッ 

オオアブラの本'玖寄生率は,ウラジロモミよ 

り!±るかに房く犬敵の寄生宰も同様であ 

た<ウラジロモミの場含は小而積に造林地が 

散在:するため,’井虫が移動しにくいことが少 

ない理山に思われる。

なお寄生度と被密との関係は,ウラジロモ 

I・ドマツオオアブラの被’井
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樹幹にトドマツ・アプラの寄生を受け成 
長のわるいウラジロモミく昭和38年8门> 

政原営林署•管内

ミの埸合寄生度1〜2では成長にあまり彫瓣はないが3〜4になるといちじるしい彫響が 

ある。カラマツの場合は本数寄生率は高いが寄生度が低いので成長にはあまり影』はない。

6)虫害鑑定診断防除指導(昭和30年〜現在) 伊藤武夫 小杉芸蔵
小沢孝弘

過去10カ年•間の鑑定依頼総件’敖は205件(30年33件,31年26件,32年16件,33年19件, 

34年25件,35年19件,36年21(T-, 37年27件,38年19件)樹種［別ではカラマツが弦も多く次 

いでアカマツ,スギ,ヒノキ等多数に及んでいる。’占:虫名は小蛾類,ハバチ印,コガネム 

シ頹,穿孔虫対i他多敖であった。なおすでにあげた新害虫以外,ヒメスギカミキハ’)寄生 

蜂としてヒメスギコマユバチ,ヒノキキクイムシの天敵イトウホソエンマムシ•ヒノキの 
米15)

枯死枝からアトモンサビカミキリ等が新しく,記錄されている。

(獣 害)

1)ノネヅミに関する研究(昭和31年〜現在) 山膝武雄 水野武雄

この研究は31年木會谷に大発生したノネズミの繁殖生態と棲息状況の変化に.兀、て行な 

われたものであるが,木曾谷各地に設けられた試験地での捕ユ数は,31年度3,984如,32 

年度1,281頭,33年度419頭,34年度181頭,35年度240頭,36年度124頭,37年度96頭で年
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ごと:二その玖は低卜・する傾向がみられたなわ,柯!川別ニみると,31年度;ぐ仝休ス約75% 

ヵ:ハタネズミであったが,32年度以!:糸はハクネズミけ次第;ニ減少しヒメネズミ・アカネ 

ズミ・スミスネズミが増加し,なカ•でもヒメオ•ズミの増加が||、え,た な,;31年:ニノネズ 

ミが大発生したのはササノ実か大依に結実したことが原因ではなし、かと推定され,これか 

失われるに従い次第に平常の標息状態二移行しつつあることが明らかとなったなお" 

個体は測定後解剖し食饵の稀預を調住すると共二生加器の状態など;二つし、て多くの資料を 

得つつある,なおノネズミの造林木に対する被告として1 心 りのつ息敖が30事をこえろ 

と,カラマツ,ヒノキ等二かなり被’占が生ずる):うてある。

昭和36年には本場と共同で畏野県諏訪邯原村の氏一地に固定双験弛を作り,記 ’,;放遂法 

により棲息敖の変動に関する研究を実行中で興味ある棲息が得られつっある。

ノネズミの|:方除について作地 

で実施したー験結果,あらかじ 

め造林地に火入を3ない,ここ 

に燐化•鉛を撒布してから造林 

すればかなり被を少なくする 
拓1〜％ 5) 

ことが分ってきた

2) ノウサギの防除に

関する研究

(昭和33年〜現在)

水野武雄

33年より忌避剤による防除試験を実施しているが,ノウサギの個休敖が少ないので,今 

までのところ明らかでない。なお木竹谷ではノウサギの個体敖は減少の傾向があり,この 

原因として,ワナの捕獲が励行されてきたことと,排泄物,足跡などから推定して大敵で  

あるテンカ:増加してきたためではないかと号えられた ノウサギの捕班:されたものを飼廿 

して観察した結果,雄の睾丸の肥大,雌の(-'：'•!〇充血から発怙・期は1丿］中句よりはじまる
去1〜※5)

ことを推定した。

土壤研究室
1.低位生産林地の改良に関する試験研究

1)湿性ポドゾル(昭和33年〜現在) 河IH弘 代本 衛
鷹見守兄 笠井正徳

木曾谷麾地のヒノキ天然生林の地域は,石英斑岩に由来する湿性ポドゾルが広く分布す

るが,この地域:こおけるヒ 

ノキ造林成せ:よきわめて伯

只であ«

そこで,この造林下成紀i 

の原内'究明とその対滾樹立 

のため,つぎのような研究 

を進めてきた

すなわち先ず34年度に 

は,この地域内に,施肥およ

湿性ボドゾル上壊における造林不成紂1地び敷ワラを組合わせた4処

理ノ>ヒノキ刷我試験地を設定し,引続き3年間調査検討を行な・,た。その結果‘この地域

でのヒ キ造林伯成#iの原因としては,春季の乾煙による活汚不良,寒冷気候,土壌の理

83
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化学的性質にもとづく生冇不良等;によるものであり,この地城におけるヒノキ造林は,敷 

ワラ,施肥等の改良によっても確実な吏祈がきわめて困難であることが明らかになった .

このような結果からヒノキ以外の樹稲による更新の必要性がみとめられ,35年度以降カ 

ラマッ,ウラジロモミ,トウヒ,シラベ等;を対象として施肥その他による改艮其験を進め 

てきた。その結果現在までに次の傾向がみられている。すなわち,カラマツは仙栽時の施 

肥で,生育がいちじるしく促進されるが,3年Hから成長が低下している。このような成 

長虽の低下は,一時的現象でなく肥料切れによるものと思われる。

またウラジロモミ,トウヒ,シラべでは,侦付後3年目までは施肥の効果が成艮吊:には 

あらわれないが,しかし施肥区と無肥料区との樹勢の差異はいちじるしく,施肥による改 

艮効果がちに成長景:の差としては発現しないものの,州本の生理的健全度の県として発 

現したものということができょう。

なお肥効のあらわれ方では,トウヒが最も大きく,シラベ,ウラジロモミの順となり, 

無肥料区の成長虽ではウラジロモミ,シラベ,トウヒの順となるので,このようなポドゾ  

ル土壌では,充分な施肥を行なう場合または土壊条件の比較的良好な埸合にはトウヒも良 

、が,さもない埸合にはウラジロモミ(またはシラベ)が適するのではないかと予想され, 
58,61,125)必1〜多 5) 
る。

2)黒色土(昭和33年〜36年) 河|!1弘 鷹見守兄

上田営林署管内の大門国冇林の黒色上壌地带は,カラマツ二次造林地か非常な不成紡地 

となっている。この不成結の原因を究明し,その対策をたてるために,土蛾改H,施肥, 

樹丽吏改等の試験地を設定し,,訓住を実施したものである。

その結果,この地域は海抜高が髙<,一般的に塞冷地である上に,地形的に霜穴を形成 

するため寒害による枯損が生じ,これが土壌,地形によるナラタケ病の発生とともに,大 

門カラマツ不成績原因であること,さらにこの地域の土壊は下層の透水性が不艮な思色土 

であるため,一時停滞水が存在:しこのような土壌水分環境が,ナラタケ病の発生誘因とな 

るカ:,処理によってナラタケ病の被・:を回避し,軽減する川•能性のあることが明らかにな
ほ3 )

った。

2丿信州カラマツ林土壌の研究(昭和34年〜現在) j"IIH弘 片本 衛
鷹見守兄

カラマツの成育,諸病害発生,2代| ［造林問題等:こついて,立地および土壊条件との関 

連において次の諸調査を実施してきた。

⑴ カラマツの成育と土壌および立地条件

巾信,東信地方のカラマツ林について調査を行ない,土壊および落葉成分の分析を実施 
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してきたが,これらの調在地では海抜高が商くなると空中湿度が高<.樹に地衣預尚生 

する林分が現われる。このようなところの成長はきわめて不良である。また調充地には黒 

色I:と祸色森林土が分布するが,同…立地条件下ではこれら両土壌間に明らかな成長の差 

は誌められない。しかしカラマツの成長は堆積様式によって異ること,またカラマツの落  

葉成分と立J也条件との関係は明らかでなく,タ遍の成分は林令と関係があること等明らか 

にした また現在までの結果から,土壌条件が特に欠点のない場合には,2000mの高海抜 

"まで,カラマツの站林は何能と抒えられるが,カラマツの生育には風や榜などの気象条 

件が阻古困,となることが少なくなく,亜髙山地帯におけるカラマツの造林;こは,土壌条 
75)

件とともに気象条件•についても,とくに号慮をはらう必要:があると思われる。

土切洌究％:

(2)カラマツのナラタケ病と土顷および、'/:地条仆

福島,上松,薮原,上川の住営林署管内国一仃林て,ナラタケ病発生地の環境を調径し 

た。その結果次のような関係が明らかになった。幼令林の場合には平坦ないし綏御台地状 

地形の残秘土や古い水積土または沢沿い洪涵地に被害地が多い。微細な凹地形の場合には 

さらに被害が助長される傾向がある。山腹斜面の傾斛地における被’善は少ない被告地の 

土壌は下層が緊密で理学性の悪い埸合が多いCナラタケ病の発生はこのような土壊および 

地形的因子による湿性の水分環境が大きな影響をおよぼすものと思われる。壮令林の埸合 

は被害地の地形および立地条件は幼令林より幅が広<> 山腹斜面屮腹の流動水的な湿性水
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分環境および多少乾性の水分環境;";>、てし発生か以られる幼令林と同様の地彩および 

土壌条件の埸合集団的発生が多く,その他•地形および土壌条件の場合二;却7発的発生が 
73.91)

みられる.

(3) 2代||造林地

上川営林署管内の大門国仃林二おい-こ1代I」造林地と2代H造林地を調査し,上壊の理 

化学性の検討を行なったが,この凋花ではカラマソの成艮カ:2代H造林地でとくにイ<良で 

めるとはいいかたいとの結,渝となった〇

(4) カラマツ落葉•病と上壌および立地条件

王滝’営林署管内の落葉病発生地を犹林分綢なした結果,落栗病の発生は立・地条件と密接  
な関連があり,尾根筋では沢筋よリも被密がはげしいことが明らかになつ壮ん5)

3ノ林地肥培に関する研究(昭和33年〜現在丿 河HI弘 代本衛
稲葉止則 佐々木茂
笠井正徳

肥培効果の実態を把握・するとともに,肥幼とヒイの関係とかあるいは肥培による林木の 

术遊状態や土壌の変化等佐方面より解析・を加え,合理的な肥培方法を検討し,肥培体系を 

確立するH的でhって,林業試験埸は全国的規模で種々の試験を実施することになた 

力:,当分埸ても33年度からその一環として,、,地方の］•:要:樹税であるヒノキとカラマツニ 

ついて,林地肥料3要素试験,施肥法の航験,上壌型と肥初に関する試験等;•幼令林を対照 

とした肥培•初果の検討を,また38年度からけ・,カラマッ壮令林を対!!任とした成木施肥喋験 

地を設定し,それぞれ澗企を実施してきた 経過と結果をかんたんにのべると次のとおり 

である。

"営林罟•管内で彳『なったカラマツの林地肥料3要:素航験では,施肥嘔年度より肥なが 

認められたが,この林地での肥効はNが拍:大で,1‘がこれにつぎ,Kはほとんど肥効がな 

いこと,すなわち天然供給虻としては］<かきわめて大きく, Pがこれにつぎ,Nは做も 

小さいことカ:明らかになったしかしこれら施肥区での成長は施肥後2～ 3年と次第に肥 

効が低下する傾向をたど,たので,昭和37年(施肥4年経過)に第2 |n］| |の施肥を実施し 

たその結果施肥嘔年度に再び肥幼が認められてきておる現住における平•均的苗はN P 

K区3.4m, NI>区3. 53m, PK区2.71m, NK区3.21m,無肥料区2. 59mで肥効が•ら 

かである。

また上壊型と肥効に関する試験としてカラマツの,試験地を源訪営林署管内に,ヒノキを 

妻籠営林署管内に設定し,斜而上部およびト部の2カ所にそれぞれ施肥区と無肥料区を設 

け調査を行なってきたが,その結果両樹植とも施肥,無肥料区間の成長聶がきわめてわず 

かで,肥効があったとは考え難く,また土壌型による差異も認められなかった。このこと 
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；Hラマ・ソ夙験地では風而や空中湿:度など気象的悪•条件のため,成育がいちじるしく不良 

れこと,「なわ七こいようなI:壊的条件以外に成ノを町占する因子が強く働く場合には, 

肥効があらわれなし、ものと号えられた、またヒノキでは肥効がみとめられないものの同駅: 

験地内の寄焼跡地・、の値・栽木が幾分1ユ好な成れを示しておることから,施肥せの問題や灰 

のわ果等を検話することが必要:と号え,別途に調ザを進めている現状である

また施肥位:置に関するメ験とし-〇.地表而,植穴全而,植穴下底,側孔等の施肥位置に 

っし、て,カラマツ做験地を上III?苫林署管内,ヒノキ找験地を上松営林署管内国有林に設定 

い!れぞれ調ぜしたが,両働種とも肥効の認められないままに多くの枯吐を生じ,結論が 

得られなか、た しかしカラマツについては当分場大原苗畑において,再度試験調あした 

結果,戚穴仝而施肥区での成長が比較的大きく,地ド部の発逹もR好であ、た このこと 

は値栽間もないカラマツ快系の発達形態にもとづくものと号えられた

-方生・産が長期にわたる林木に対しての施肥は,その成、の全過程にわた > て考慮をは 

らう必要があるとの号えから,源訪営林/管内国甘林カラマツ27年生林分に,3吸:素区, 

N甲・川ト:,無肥料区からなる試験区のド;こ成木施肥試験地を股定し試験を開始したが,今 

後林木の成長吊:および栄荏状態,上壌の変化等;から施肥的’加)検討を加えてゆくものであ 

る.

なお以上の現地鼠験のほかに,底礎的jiifio解明として固咽;粒状,粉状等各種林業用 

肥料成分の雨水による流亡,あるいは土壌中・、の固定等その動態を明らかにする目的で38 

年度にラ!・シメーターによる試験を実施したが,その結果滲透水中のチッソおよびカリは 

かなり多:止流出すること,さらに肥料の翘類としては粉状のものは,粒状または固型化さ 

れたものより流失率が高<,一而チッソの形態としては燐安態,尿素態のものに比べて, 

硫安態のものが流失率が高いことが明らかにな.>た.リン酸は滲透水中にはほとんど含ま 

れず,痕跡を示す理度であったが,この結果から溶脱したリン酸成分は,一部苗木に利用 

されたほかは,上壌中に固定され残存するものと考えられた。なおこの試験は39年度もく
2〜※5)

りかえし実施し検討巾である

4)苗畑土壌調査(昭和36年〜現在) 占本 衛 佐々木茂
笠井正徳

合理的な苗畑施業を行なし、,合卩的な健苗を生産するために苗畑の土壌を類別し,その 

性貿や育苗操作の調査を行ない,また気了 ・も考慮して,七壌,施肥,育苗等について 

の改皆すべき事項を解明することをII的として,林業試験場では昭和35年度に苗畑土壌調 

径方法書案を作製し,これによ,て全国的な規模で試験的に実施することにな、た これ 

に従’て当分埸でも管内":耍苗畑のうち36年度には岩村卩1営林署,塩野苗畑と,松本営林 

署塩尻苗畑を,また37年度には駒ケ根営林署,赤穗苗畑についてそれぞれ精査を実施い:



土壌のことなりによるカラマツ根系の用違
(塩尻苗畑)
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壌図の作製,類別したそれ 

ぞれの上壊ての苗の成仃剧 

仲,おkびI倾分析等実3 

してきたまたここで類別 

した各・柿!上壊と育苗成紀i匕 

の関連性を知る丨I的から, 

塩野,塩尻両苗畑で,類別し 

た上壌別の伽試験を実施 

したが,上壌C堀類にょ, 

て形竹のことなる苗木が得 

られ,上壌のことなりはれ 

苗上にも差異を生ずること 

を明らかにしてきた.

今までの調査結果から,調佐方法Kの検討改訂が彳『なわれ,また今後なるべく早期に分 

布する苗畑I••壤の概要:を把拆して佐桶I:蛾の区分体系を確''/:するとともに,ft® Hi畑上壤 

での育苗［:の問題点を発見し管理維持改良対策の検討を行なうことが必耍と誡められた。

そこでまず38年度には,和,波川,野口,'7:沢,美陽 贼原の6苗畑について概査を実 

施し,土壌図の作製,代友断面における苗の成仃,土壌分析•等実施したが,これによりこ  

れらの苗畑の土壌の破口,性質等の大耍を->かみ得た

このような概査は今後も引続き他苗畑についての実行を予定しており,土壌分類体系確 
京3〜※5)

立のため検討してゆくものであるC

5)林地土壌生産力に関する研究(昭和39年開始) "本 衛 鹰姑守兄

森林土壊を中心とした门然的な環境諸条件の解析と総合によって,適正な環境区分の基 

準を確立し,ft環境区ごとの具体的生産性とこれを支配する因了-を解明することを11的と 

して,昭和38年度より全国的な規模で試験を実施することにな・>たが,当分場ではカラマ 

ッを主とする林地の生産力調査として,上田営林署管内国有林で39年度より試験を開始 

し,現一任調査実施屮のものである

共同研究 造林,保護,土壌各研究室

最:近試験研究の動向として,•つの問題に対して各研究部門が共同でこの解析を行ない  

総合的な解決を計ろうとする体制がとられつっあるが,木曾分埸においても,これに明連  

して次のような硏究が進められている。
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1.カラマツ造林地の実態調査(昭和35年〜昭和37年)

この研究は,近時造林血積の急増しつつあるカラマツ造林地の間題•点を総合的に解明し 

k •>として昭和35年度kり本場,支分場共同で開始されたもので,木竹分場の造林研究室 

においては,艮:野営林局管内を林地1,038カ叫!3,168 haを地山級,令級別に図化し調査し 

たところ,造林地の多い地仲:N級J也は収段表より1〇〜20%成沁の悪い結果を把握した。

保護,I:•両研究‘室においては,fie営林警管内野辺山国冇林におけるカラマツ不・造 

林弛を調花し,保護研究室では野辺山M・ド部附近の赤変現象はカラマツ落葉病であるが被 
咨程度は大部分微害であること豈%壌研究室においては,この地区は緩斜台地で黑色土 

が全面的に分布し,この分布•剛内に湿地が散仆:することからこのような水分環境の影響 

でI:壌の理学性がいちじるしくわるく,このことが,この地でのカラマツ不成結の一原因 

をなすことなどをそれぞれ明らかにした。

昭和36年度は,造林研究室では本場経営部に協力してヒ•営林、和国有林のカラマツ造 

林地の上屠木桝し解析・を行な・、て,地位指標仙線作製資料を蒐集し,土壌研究室において 

も同一場所附近を調死して地形的な差立と関連して土壌の分布状態もことなり,カラマッ 

の成長にも大きな差呢のみられること,すなわち扉峠附近では俺線や尾根;こB1D-E型ま 

たはB1B型土壌が分布するが,カラマツの成育は不艮であり,これにつづく急・斜面はB1D 

型k壌で中庸の成育,凹緩斜而や谷底緩斜面はB1D-F•型土・壌で成育は最』であること, 

一方和IH峠附近の平坦〜緩斜而にはB1D-M型土壊が広く分布し,カラマツの成育はきわ 

めて不良であること等;を明らかにしてきた。

保護研究室においては前年に引続き本場と共同で,野辺山を対照として調査を進めた 

が,病害としては35年度明らかとなった落葉病の他,ナラタケ病,胴枯病’癌腫病が明ら 

かにされ,この中痛肺病は,大面即こ激烈な被害をあたえていて造林不成續の一因として 

大きく関与している事例がわが国では始めて記録された。野辺山・場合,150Om以上で顕 

著な発生がみられ,本数被害率では50%をこえ梢端枯れや,はなはだしい枝枯れ］箫じ, 

罹病木の成長は健全木の約80%程度,発生の誘因は凍邓害ではないかと推定された。又同 

地の虫害について本場と共同で調在が行なわれたが,穿孔性’ど虫が主・休て,キクイムシ科, 

カミキリムシ科,ゾウムシ科,キバチ科の1種の計4科13種か見,出された しかしこれら 

はいずれも2次的害虫であった。枯損木には新HIの全枯木と梢頭枯死木とがあるが,食害 

状況より判断して梢端枯から全枯へ移行したものではなく全枯木T部主鷲まめ衰弱し
120)浓2冗3※く)

た木に2次的に侵入したものではないか,などの諸点が明らかにされた。

2.亜高山地帯における樹種更改(地域研究)(昭和37年〜現在)

伐採が奥地に移行するに従い,いわゆる亜高山地带に人工造林がなされるようになって
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きたが,この地帶の造林樹税としてカラマツのみでよいか,この樹丁に危世のある埸合ど 

んな樹秋がよいであろうかなどの間題力:生じてきたが,從來亚高山んな種として•部;二侦 

栽されているウラジロモミ,トウヒ,シラベなどについてもその造林限界,土蛾に対する 

要求度,諸被害に対する抵抗性や防除法などいくたの点について未知のことがらが多い。 

これらの点を解明して,亜高山地帯の樹嵇更改の指針をうることを「I的として,分埸作研 

究室共同で以上の樹種の既彳上造林地,天然林分の以態調企を昭和37年度より5カ年,汁画で 

実施することとなった。

昭和37年度は調査地として福岛営林署管内道官国有林,新高昭仃林のウラジロモミ,卜 

ウヒの造林地,天然林の調査を,昭和38年度は敷原営林署管内枯に国仃林,堺沢魚イラズ 

沢国有林,奈川官行造林地内のカラマツ,ウラジロモミ,トウヒ造林地およびシラベ犬然  

更新地の調左を行なった。

以上の地点を中心として,37〜38の両年にわたり調査した造林研究室の調』結んによる 

と,調査地を営林岩の事cで植・栽した中から道官をえらんだため,竹地の条件が営林して 

いて簡単に比較するわけにはいかないが,標髙1,50〇〜1,80Omにおける成長状況は,カラ 

マツが最もよく,ついでトウヒ,ウラジロモミの順であった。また標髙の進むにっれ気象 

害,動物被害などがあらわれ調充木数に対する障碍木増加の傾向を認めた,また同研究室 

経営係では,両年にわたり,福に管内では新島,道官,藪原管内では奈川,奈川官行造林 

地内に13カ所の調査地を設け,ウラジロモミ,トウヒ,シラベの林分構造,成長経過につ 

いて調査を行なった。

以上の樹種の調査林令は45〜65年生が主であったが,ha当り材積は23〇〜350 irfを示し 

た。

次に保護研究室で両年度にわたり,これらの地域における亜高山性秒耗を調査した結 

果,病害として,ウラジロモミ幼令造林木に,てんぐす病の顕»な被告例を認め,主:幹部 

発生のものには枯死する埸合があること,ウラジロモミ,トウヒ,シラべに各々落栗件病  

害が認められるが実害は軽微であることなどを明らかにし,•また虫’井については,ウラジロ 

モミにトドマツオオアブラが,トウヒにエゾマツカサアブラの被害が認められ,前者は被’,1;: 

軽微であるが寄生は植生と関係あることが分かり,後者の寄生は陽光地に多く 口蔭地のも 

のには少ないことを所ら‘かにした。成長にり・える影響は今迄の調査ではそれほどないと考 

えられるが,この点は今後の研究で明らかになるはずである。次いで土壊研究室において, 

福島,藪原管内の調査地点を両年度にわたって調査した結果,以上の地域は秩父古生層地 

帯で,1部に黒雲母花崗岩があらわれ,古生層の岩石は多少ホルンフェルス化している, 

一般に早壮年期の山岳地形で長大な凸形斜面が広い。道官国有林はやや侵触が進んでい 
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て,谷:二;よ片丘・状の級斜而が出現,分布する濒は］•:として祸住保林(Ba, Bd, BD- 

S：)で一部:ニポドゾル上壊(I»D|, l\vi) isよび!！.!:色|. (B1D-E)があらわれる。

大然生のウラジロモミの成艮はBii 'V,!上壊で抛で,Bl)型・がこれにつぎ,BA型土 

壊てけタってI、た 道'H・国仃林一>造林地のウラジロモミの生長は】、vi型|:ーではきわめ 

て悪く,ゆ:型I:顷で;Ml好で,RI)咽I:壊,B1D-E I:壌ではその中間にある。

奈川国仃林では造林木に被告が多かったため,成Rを比絞することは困難であるが,成 

好なものは％〜B1州I:壊であったなどの諸点が明らかビされた。

3.合理的短期育成技術の確立に関する研究(昭和37年〜現在)

林業生林の耳:的増大をほか〇,労働生理性を向上させるには,生産期間の短縮がひとつ 

の仃力な方途と:号えられる。これには緬・,品種,施肥,典,侦栽法,保育,保護:等に 

関する諸•技術を総合して•連の合理的な冇林休系を確立する必耍がある〇この試験はこの 

ようなH的で,現在:号えうる坡も合理的なげ林諸・技術を投入した場合,ある特定の品風 

仞柿!を川いて,•地城でどのくらいの収间;:の増加を期待し•,るかを明らかにするため計画 

されたもので,林粟找験埸の本,支分埸と営林局警との共同で統・方針貝によ > て実施す 

ることとなったものである。

当分埸村内では,カラマツとコバノヤマハンノキの2切而’こついて実施することにな 

り,昭和37年度はカラマツド験地の設定を行なった 鼠験地は岩村田営林岩管内浅間麻業 

区18林班い小班と21林班い小班で,まず標観,地形,J也質,上壌等の立地条件を検討し,林 

地条件を異にする2カ所をえらんで土壌調査を行ない,その土壌図をつくり,土壌条件の 

比較的均・なところをえらんで,第.第2試験地を設定し,昭和38年4丿Jにカラマツの 

値栽施肥を行なった。次にコバノヤマンハノキについては,昭和38年4丿］,第1試験地を 

長野営林署管内黒姫山国冇林20は林小班に,第2試験地を應仙寺山国仔林37か林小班にそ 

れぞれ設け,その土壌調査を行ない,昭和39年4川付を行なった。この研究は造林,土 

壊研究室共同で’実施巾であるが,今までに明らかとなったことがらは次のとおりである。

イ)カラマツ浅間試験地

以上のべた両試験地共浅|印山麓の南而緩斜而に位置するが,土壌研究宅の調在による 

と,第1試験地は標高1,080 in,わずかに凹形を呈する地形で火山灰および浮石を母材と 

する!31D型土壌で,ハ属の深さ4〇〜50cm, Bpは浮石を金み砂質である。第2责験地は標 

高］,160 m,わずかに門形を・する地形,火山灰を母材とするB1D型土壌でA層の深さは 

6〇〜80cm, B層も壇質な|:壌である,これらの両试験地土壊の理化学性は比較的良好で, 

あまり大きな差異はない。この試験地には,上H1営林署和苗畑で養成した優良苗を植穴掘 

機を用いて掘って穴に施肥をして植付けた,植付直後と秋期生長休止期に苗木調査を実施
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返し苗号

樹 高 年間伸J抑: 根元『〔径

址•～最・低 最•髙〜最低 如る〜曲氏
平均 平:均 平•均

1 AI 101〜47 56〜7 15〜6
70 27 11

1 AII 95 〜45 54〜5 14～7
68 25 10

1 B I 98 〜45 6〇〜9 14〜7
74 29 11

1 BII 97 〜47 46〜6 15〜7
67 22 10

2 A I 117〜54 75 〜16 2〇〜9
77 37 13

2 AH 119 〜41 76 〜12 2〇〜8
79 33 13

2 B I 123 〜45 8〇〜8 19〜9
85 42 14

2 BH 119 〜51 81〜7 16〜7
82 41 12

註1.ア ラピャ数字は試碰地番号,2. A, Bは植技俗度 A, 2,000木/% B, 4,000本/h“陌,ローマ事は繰

した,その結果は次のとおりである。

なおこの試験地は昭和39年5月下句の晩霜のため昭木の70%以上被害を受け,回復困難 

を推定されるものが40%前後も生じ試験遂行が困難の見とおしがあるので,昭和40年に改 

植して試験をやりなおす予定である。

ロ)コバノヤマハンノキ長野試験地

土壌研究室の調査結果によると,この第1試験地は標高1,000 m,火山灰性山盛緩斜面 

(傾斜5°)に位置し,火山灰および砂を母材とするBD型土壊で,土壊は砂質である。第 

2試験地は標高950m,傾斜3〇〜25°の斜面に位磴し,火山灰を母材とするBD型土壌(1 

部BE, BD-d型)で,埴質な土壌で,なおこれら両試験地は土壌の理化学性は•比較的良 

好であった。以上の場所に東北で養苗した折を12月柏原まで転送して仮植しておき,昭和 

39年4月,首・どけを侍って,カラマツ同様値穴機により掘って施肥をして値付けを3なっ 

た。6丿］末における造林研究‘室:の活范調査結哭では第1試験地の思姫で平均枯損率36%,
去4淤5)

第2試験地の富士里では74%に達している。
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VI研究発表文献目録
(昭和30年度)

1-伊藤武夫県ドのトビスジマダラメイガについて,森林防疫ニュースVol.4 

No.12

2. 秋保親悌:・楹ー材作粟の静,焼抵抗と安全に関する雑号,林業技術No.164

(昭和31年度)

3. 伊藤武夫:サワラを加密するウチジロマイマイについて,森林防疫ニュースVol.5 

No. 3

4. ------------下島武人•百瀬行男•平沢和雄:木酣液応用立:枯病防除に関する試験,

艮野・林友11丿］号
5•高樋幸一:風化岩切販作業の改艮試験,土木技術 加丿卩;

6. 岩原健雄:森林鉄道［Mil'l動・連結器の号案について,"林,滞第65回

7. ----------- :小型集材機による長距邮集材法の改良について,日林中部支部講

8. 宮川信一:木何地方国有林に於ける食材手とその使用手挽鋸に関する二,三の考  

察,•野林友9丿卩;
9. 下島武人:ホタルハムシによるスギの彼’ぷについて,森林伤疫ニュース、’°1・5

N0.1
10. ----------- :捌木の開葉期と病虫害発生の考察日林中部支部滯

11. 高樋孝一:風化岩の切取作業の改良について,長'阡林友8丿］号

(昭和32年度)

12. 伊藤武夫:ササ生地のノネズミト常発生,森林防疫ニュースVoL6 N0.5
13. ------------:トピナナフシによる薪炭林の被’占について,森林防疫ニュースVol.

G No.12
14. 宮川信一:网•営林局管内国も•林に於ける造材手とその使用丁・挽鋸に関する2, 3 

の考察,林業技術No.179
15. ----------- :伐木造材用r・俛鋸の過去と将来,長野林友4 )1v

16. 高樋孝一：岩盤刎文作業についての一考察,長町林友4J号

17. 秋保親悌:チェンソーの騒あ林業機械化’1'1削N〇•52

〔8 •石井邦彦:カラマツ造林地の立木利用率と材址測」:に関する2 , 3の考

察,長野林友9月号
19.木曽分場作業研究室(秋保親悌):最近の動力鋸,長W林友12月む
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(昭和33年度)

2〇.伊藤武夫:カラマツイトヒキハマキについて,採林防疫ニュース Vol.7 No. 2

21•林業試験場:長野営林局管内収曲試験地綢住中間報告叶林業,试験埸,収此式験地 

調査敞告第3号

22. 宮川信一:林業労働における技術の芯:雑,林業技術No.195

23. 山脇三平•岩原健雄•石井邦彦•高樋孝一 :2胴エンドレス・ケーブルクレーンに 

よる集材,林試研報No.108

24•柳原利夫:カラマツ花マの分化期について(［)II林誌No.40

25. 宇田川龍男•水野武雄:異状発生したハタネズミの晩秋の生態,林,试研組No.lll

26. 伊藤武夫•浜武人:カラマツ溶葉病防除航験,・長野林友3丿! v

27. ------------------------- :カラマツ苗の摘集がその生長に及ぼす影響,長野林友7 ) j

28. • :オオスジコガネの’存生苗 Cordyccps ravcnclii Berk ct Curt

について,「I本爾学会誌 No. 9

29. 浜 武人:コガネムシの幼虫防除に応用したオースポラ南の効果調・洪告長野林友 

12月〜3丿］り

3〇.長野営林局造林課•臼田営林署•林試木曽分場:オオスポラ歯によるオオスジコガ 

ネ林地防除試験,長野林友2 .号

31. 秋保親悌:チェンソーの騒音と丄「栓の効果,林業機械化悄•跟No.54
32. -----------:林業労働と疲労の蓄積,林材労働月戢No.110

33- -----------:生産性向上と林業にむけるその紹純,林材労働月冊No.118

34. -----------:森林作業の作業强度と消花エネルギー,林業技術No.202
35. -----------:チェンソー作業について,林業技術 No.202

36•山脇三平:運材トロの抵抗の一例,|」林誌Vol.40, No. 5

37--------------岩原健雄•石井邦彦•高樋孝一:On the Hauling of wood by Two-

endless cable Crdne,日林謔 Vol.40, No. 8

(昭和34年度)

38. 伊藤武夫•浜武人:ポブラの銹病と害虫について,長野・林友 1门’,；

39. 秋保親悌•石井邦彦•高樋孝ー:チェンソーによる伐木彦材作業試験,(木借国彳「林 

におけるヒノキ,サワラ天然林の伐採)林試研fiiNo.ni

4〇.伊藤武夫:賽の河原のハイマツ被’・について,御岳研究(然編)

41. ----------- :ポブラの害虫サクックリハバチ,森林防疫ニュースVol.8 No.l

42. -----------:ヒノキカワモグリカ・について,森林防疫ニューフ、Vol.8 No.1
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43. ----------- :信州カラマツを危・するハバチについて,日林講 第69回

44. ----------- :カラマツの・虫について,長野林友 9月:；

45. ----------- : |..］ h RW••林友12丿］',；

46. -------------六浦晃：カラマツの新’」;:虫カラマツのマダラメイガについて,林,式研讃

No.117

47. 柳原利夫•稲葉正則：アカマツの柱条率について,長野林友6丿］号

48. 河田 弘:森林上壊の化学的性質および腐値形態に関する研究,林野土壊調査報 

告 No.10

49. 浜 武人:わが国において応わされた寄生菌によるネキリムシ防除法,長野林友 

4丿";

5〇.------------ :長町・営林局管内における技近の樹木病害(1)カラマツのナラタケ病,長

野林友11丿E

51. 小杉孝蔵:信州におけるカラマツ害虫概観,森;林防疫ニュース Vol.8 No. 3

52. 柳原利夫:カラマツの花牙:分化期について,(11)门林誌 Vol.41No. 5

53. ----------- :カラマツの花芽分化期と結実の以凶について,北海道林木冇極3苦1号

54. 原寿男:長野県下におけるカラマツ人工林の収益性について,長野林友 9月〜35

年5丿卩;

55. ----------- :信州地力におけるカラマツ国営造林の収益性について,林試研報No.121

56. 河田弘:長町・柴内における森林土壌研究の間題点,森林立地 1巻1；；

57. 滑川良一•渡辺録郎•原寿男:八ヶ岳天然生林の保存について,林試研報No.123

58. 河田 弘•稲葉正則：湿性ポドゾール」也带における造林について,卩林•第70回

59. 柳原利夫・栩秋一延•荒井国幸:カラマツ結実の黔:凶と気象の関係について,日林 

誌 Vol.42 No.10
(昭和35年度)

6〇,河田弘：落葉の「仃I幾物組成と分解にともなう変化について,林試研跟No.128

61. ----------- I湿性ポドゾール地帯の造林について,長野林友 6〜7丿］玲

62. 小杉孝蔵:キクイムシ科愈痕の系統化に関する号察,II林蹤 第70回

63. 浜 武人:長町・営林局管内における最近の樹木病⑵ カラマツの落栗病,長野林 

友 4丿］号

64. ------------:コレオスポリュームへエロデンドリ曲によるアカマツの葉さび病,森林

防疫ニュースVol.9 No. 3

65. ----------- :カラマツ幼令木の畸形,森林I;方疫ニュース Vol.9 N0. 2

66. ------------:長町・県下におけるナラタケ病の被’糸状況について,I!林講 第70回
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67. -----------:カパ類の2, 3の摘吉,森林防疫ニュースVol.9 No. 9

68. ---------- :ネズコ(クロベ)の犬く’す病,森林|;力疫ニュース Vol.9 No. 9

69. -----------:ヒノキの徳利荊の変形,森林I:ガ疫ニュース Vol.9 No.10

7〇.今関六也•小林享夫•浜武人•伊藤武夫:ドイツトウヒのナラタケ荊詞斉•泓告,

丨丨本恒物病理学会检 Vol.25 No.l

71•伊藤武夫:カラマツマグラメイガによる被’占木の生長について,II林"f第70回

(昭和36年度)

72. 柳原利夫:カラマツ種子の曹:凶について,北方林業156号

73. 河田 弘•鷹見守兄•浜 武人：丿i立カラマツ林地肥圮・,试験地におけるナラタケ病 

の発生と環境因了の関係について,第一報発生経過,』林講第71回

74. ---------------------------------------- :第二泓発生に及ほす地形および上壊条件の影響,

F!林帝第71回

75. ----------- :カラマツ林の成長および冇の物層の組成におよぼす土壌条件の影初(而

山,桐原国仃林)林試研報No.136

76. 浜 武人:長野県下におけるカラマツ落葉病,長野・林友4月〜5月

77. ----------- :ヨーロッパカラマツの胴枯病,森林防疫 ニュース Vol.10 N0. 4

78. -----------:スギの紫紋羽病,森林防疫ニュースVol.10 No.5

79- -----------:アカマツ苗のこぶ病とそうほう病,森林I;力疫ニュース Vol.10 N0.6

8〇. ----------- :アカマツ苗の荘葉,森林防疫ニュース Vol.10 N0.6

81.—— :イタチハギの灰色こうやく病,森林防疫二 ユース Vol.10 N0.6

82. :スギの帯化,森林彷疫ニュース Vol.10 No.11

83. —— :クマスギのほうき病,森林防疫ニュース Vol.10 No.2

84.—— :ミヅナフのこぶ病 〃 〃 〃

85. •・クギヨウショウの葉ふるい病 〃 // //

86. ----------- :アカマツ葉さび病の防除,森林防疫ニュース Vol.10 N0.3

(昭和37年度)

87. ----------- :がんしレ病扪似のウラジロモミトウヒの天ぐす病,アカマツの天

ぐす病,森林防疫ニュースVol.ll No.1

88. ----------- :ヨーロッパアカマツのこぶ病,森林防疫ニュース Vol.ll No. 3

89. 河田 弘•鷹見守兄:大門国イ「林におけるカラマツの生長と土壊ならびに立地条件 

について,(第一報)日林講 第71回

9〇.------------------------------笠井正徳:大門国行林のカラマツの二代11造林不成討iについ

て,長野林友7丿］〜8丿］号

91. ----------------------------浜 武人:カラマツのナラタケ病について——発生;こ故ぼす

土一条件の影判及野外做察の知見——林試硏報N0.143

92. 浜 武人：アカマツの葉さび病Colcosporium Phellodendriに関する研究(T) H林 

講第72回

93. ----------- :同L-.(H ) II林誌 第72回
94. ----------- :長野・県伊那地万の、マツホドヾの採集状況’卩本菌学会絹Vol.JV N0.

1
95. ----------- :スギのてんぐす病類似の病告,ヤナギの帯化病,森林防疫ニュースVol.

llNo. 5
96. ----------- :トウヒ及びアカマッのてんぐす病について,森林跡疫ニュースVol.11

N0. 7
97. ----------- :ウラジロモミの芽枯病,森林防疫ニュース ''"IlNo< 9

98. ----------- :長町•県下におけるカラマツ先枯病調査・告,長』林友5月号

99•河田弘•佐々木茂：カラマツに対する肥料3要素の施肥初果,"林誌VoL 44

No.12
100. 柳原利夫•栩秋一延•荒井国幸•原三千代:カラマツ人工造林』也実態調査阳告長 

野林友11丿］’け〜12J］号
(昭和38年度)

101. 河田弘•鷹見守兄:丿ゝ剛尚林の土壤とカラマツの成長’森林立地虬2

102. 原寿男:時邊の収益性について,長野林友会月号

13〇.柳原利夫•栩秋一延•荒井国幸:上聞林署管内大門山国冇林に裁定された低位•生 

産地における造林試験について,長野林友2丿レノ

104. 浜武人:ヤドリギによるシラカバの被害"林防疫ニュースVL12 No. 2

105. :長町・県下の林業苗畑における線虫について,森林防疫ニュース、’。•修 

No. 3
106. ----------- :長雨による茁畑病害の予防対策:長野営林局造林だより7月

1〇7 :アカマッの集さび病に関する研究(瓦),日林諦 第74回

1〇8 .長野県下におけるカラマツ癌肺病及び類似病害に関する研究(I ),日林

講第74回
1〇9 :カラマツ落華摘の抵抗性候補木と罹病木の形態I•.の相違について,门林

講第74回
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110. ----------- :コメツガのてんぐす病,森林］;力疫ニュースVol.12 No.4

、L -----------:クスギのてんぐす病,森林I:方疫ニュース Vol.12 No.7

112. -----------:アルターナリアあによるカラマツ苗の病吝,森林防疫ニュースVol.12

N0.7

113. -------------エゾエノキのてんぐす病,奇林|:方疫ニュースVol.12 N0.8

114. -----------:サワラのてんぐす病,森林］:方疫ニュース Vol.12 N0.8

115- ----------- :異常気象により発生した艮!阡県下の樹木被"：(病・),林業技術 No.259

116- ------------:ストローブマツのてんぐナ病,森林防疫ニュース Vol.12 No.9

117•松田光好:カラマツ幼令林分の抽出率による誤差について,艮!!!f林友6 )］'<；-

118. 荒井国幸:ポブラの生長,艮野林友7月’,；

119. 小沢孝弘:トウヒに寄生するエゾマツカサアブラについて,長野林友5 )］ ',/

12〇.小林享夫・魚住 正・浜 武人:カラマツ造林」の実態,調査報告N•野辺山国右林

に発生するカラマツの病'占,長町・林友6丿］',；•

121.飯塚三男•荒井国幸:結実習性の変ったカラマツ個体,R野林友11J］ ■,；-

122•林業試験場:艮野営林局管内収也,武験第2次中間泓告,",林業試験埸収撇試験輙告 

第13号

(昭和39年度)

123.浜 武人:シラベのてんぐす病,森林防疫ニュース Vol.13 N0.1

124•林業武験場木曽分場:艮野’営林局管内収他,试験地調査跟告苫(試験の完了したも 

の)林航木曾分場

125.栩秋-延:ウラジロモミ2年生苗木携分吸収の季節的変化,11S方林業5丿J号

126•河田 弘:湿性ポドゾルにおけるカラマツ幼令林の施肥試験,カラマツの戚長:t;よ

び針葉の組成におよぼす施肥の影書,林試研報No.162

127.浜武人:王滝営林署管内におけるカラマツ落葉病,長野林友4丿］',；

(附)

次1 昭和33年度 林業試験場木曽分場業務のしおり (No.1)

ほ2 〃34 - 35年度 林業試験場木曽分場年報 (N0. 2 )

ほ3 〃 36 〃 〃 (No.3 )
※く 〃 37 〃 // (N0. 4 )
※う 〃 38 〃 // (N0. 5 )

VJJ木會の自然

99 一

卸岳IIIを開III•原より望む(開I山寸)(県立公団)
木何・洲店は標髙3, 063mの关しい独立峥である,5ッの峰と5ッの高山湖があり,霊峰と 
して仃名である<

御岳山の’在烏(王滝村)
浩そなたたずまいは登山者に’atoともいわれ,親しまれている。
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表伸公の塩(福烏町)

中央……朝日将軍義仲公の某
右……木曾家12代信道の墓 Z,-：……木付家18代浅康,19代紐Iの墓
義仲公の墓は当分場に隣接せ6刿禅导にあろ

籐村記念館(山I I村)
「木曾はすべて山の中である」,「夜明け而」,その他敖多くの作品を残した‘岛 
崎藤村の故郷.....馬籠

101一

寝せの床(|:松町)

由ア朴‘/:公I,加)飛地として指’,云された約听で木付八;;!・の・つである"花崗’音の起 
立•した!;；■ ?iI!は都会人のHを楽しませてくれる

E原の木何用(開111村)

戦前は駄馬・灿:として全国的に調法が「小飼かが盛ん-こ’ ・たがM・近は機械化 

により需耍が減り‘I•に変りつつある
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御 岳 湖(王滝村,忻村)
愛知用水公団が(33年12月より36年5丿J)完成した11木で始めてのロックフィル 
ダムで堤高100m堤頂長260mある この水によって知多半烏は開発され,米麦約 
2万t (約27万石)の増産,果実,野菜等の生産のほか,上水道工书川水にも利 
用されている。

木 竹 加(福烏町)
木曾のナーナカノリサン 木何の御旧;•山はナンチャラホイ

夏でも寒いヨイヨイヨイ 
お祭やお盆には夜半まで踊る。
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1〇年のあゆみと現況

農林省林業試験場木何分埸 
長野県西筑摩郡木曾福島町




